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日
本
評
論
社
・
旧
社
時
代
出
版
目
録
（
二
）

七
戸
克
彦

一　

序
論

二　

初
代
社
長
・
茅
原
茂
時
代
の
出
版
物

　
〈
表
１
〉
日
本
評
論
社
・
旧
社
時
代
出
版
目
録
（
一
）

�

…
…
…
…
…
…
以
上
八
五
巻
二
号

三　

第
二
代
社
長
・
鈴
木
利
貞
時
代
の
出
版
物

　
　

１　

推
薦
図
書

　
　

２　

発
禁
処
分�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
以
上
本
号

　
　

３　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
没
収
指
定
図
書

　
〈
表
２
〉
日
本
評
論
社
・
旧
社
時
代
出
版
目
録
（
二
）

�

…
…
…
…
…
…
以
上
八
六
巻
二
号

【
前
注
】�　

本
稿
は
、
前
号
（
八
五
巻
二
号
）
の
目
次
で
は
、

全
二
回
完
結
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
後
半
部
分
の
記

述
量
が
掲
載
紙
数
制
限
を
超
過
し
た
た
め
、
こ
れ
を

二
つ
に
分
割
し
、
全
三
回
の
連
載
に
変
更
し
た
。
な

に
と
ぞ
ご
了
承
願
い
た
い
。

（86－１－107）

三　

第
二
代
社
長
・
鈴
木
利
貞
時
代
の
出
版
物

初
代
社
長
・
茅
原
茂
時
代
（
～
大
正
一
四
年
）
以
前
の
出
版
物
の

評
価
に
関
し
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
関
係
者
等
の
証
言
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
代
社
長
・
鈴
木
利
貞
時
代
に

刊
行
さ
れ
た
日
本
評
論
社
の
出
版
物
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な

資
料
を
用
い
た
計
量
的
な
分
析
・
評
価
が
可
能
で
あ
る
。

１　

そ
の
一
は
、
戦
前
に
、
官
民
の
機
関
・
団
体
に
よ
り
選
定
さ

れ
た
推
薦
図
書
で
あ
る
。

２　

そ
の
二
は
、
同
じ
く
戦
前
に
、
内
務
省
に
よ
り
発
禁
処
分
を

受
け
た
雑
誌
な
ら
び
に
図
書
で
あ
る
。

３　

そ
の
三
は
、
終
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
戦
時
教
化
目
的
の

「
宣
伝
用
刊
行
物
」
と
し
て
没
収
指
定
を
受
け
た
図
書
で
あ
る
。

１　

推
薦
図
書

戦
前
の
出
版
物
の
う
ち
、
推
薦
図
書
に
関
し
て
は
、
実
に
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
・
組
織
が
、
多
種
多
様
な
方
針
・
基
準
に
基
づ
い
て
選

定
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、

（
１
）
文
部
省
な
ら
び
に
（
２
）
図
書
館
団
体
（
日
本
図
書
館
協
会
）

が
大
正
期
か
ら
行
っ
て
い
た
推
薦
図
書
と
、（
３
）
戦
時
体
制
下
に

組
織
さ
れ
た
出
版
業
界
団
体
（
日
本
出
版
文
化
協
会
・
日
本
出
版
会
）

が
選
定
し
た
推
薦
図
書
で
あ
る

（
（3
（

。
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（
１
）　

文
部
省

右
の
う
ち
、
文
部
省
に
よ
る
図
書
の
選
定
に
は
、
認
定
図
書
（
大

正
一
五
年
～
）・
推
薦
図
書
（
昭
和
五
年
～
）
の
二
種
の
制
度
が
存

在
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
、
文
部
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
社
会
教
育
会

の
「
良
書
推
薦
」（
昭
和
六
年
～
）
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
戦
時
体
制

下
で
は
教
学
局
の
「
選
奨
図
書
」（
昭
和
一
三
年
～
）
も
あ
っ
た
。

ア　

文
部
省
認
定
図
書

こ
れ
ら
の
う
ち
、
文
部
省
の
「
認
定
」
図
書
の
制
度
は
、「
通
俗

図
書
認
定
規
程
」（
大
正
二
年
七
月
二
六
日
文
部
省
令
第
二
二
号
）

に
基
づ
く
「
通
俗
教
育
ノ
趣
旨
ニ
適
ス
ル
」（
同
規
程
一
条
）
図
書

の
選
定
に
始
ま
る

（
（3
（

。

そ
の
後
、「
通
俗
教
育
」
の
用
語
は
、
大
正
一
〇
年
六
月
二
三
日

「
文
部
省
官
制
」
改
正
（
勅
令
第
二
七
三
号
）
で
、
今
日
用
い
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
の
「
社
会
教
育
」
の
語
に
改
め
ら
れ
た
が
、「
通
俗

図
書
」
の
認
定
制
度
は
、
大
正
一
五
年
ま
で
続
く

（
（3
（

。

こ
れ
が
「
文
部
省
認
定
図
書
」
の
制
度
に
変
更
さ
れ
る
の
は
、
鈴

木
利
貞
が
第
二
代
社
長
に
就
任
し
た
翌
年
、「
図
書
認
定
規
程
」（
大

正
一
五
年
一
月
九
日
文
部
省
令
第
二
号
）
の
制
定
に
よ
る
。
認
定
は

「
社
会
教
育
ニ
裨
益
ア
リ
ト
認
ム
ル
図
書
」
に
対
し
て
行
わ
れ
る
が

（
同
規
程
一
条
）、
認
定
の
手
続
は
、
従
前
の
通
俗
図
書
の
認
定
と
同

様
、「
図
書
ノ
著
作
者
又
ハ
発
行
者
ニ
於
テ
図
書
ノ
認
定
ヲ
受
ケ
ン

ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
図
書
二
部
及
手
数
料
ヲ
添
ヘ
別
記
様
式
ノ
認
定

願
書
ヲ
文
部
大
臣
ニ
差
出
ス
」
も
の
で
（
同
規
程
二
条
）、
認
定
を

受
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
、「
認
定
ヲ
受
ケ
タ
ル
図
書
ニ
ハ
文
部
省
認
定

ノ
文
字
ヲ
記
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
る
点
に
あ
っ
た
（
四
条
）。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
文
部
省
認
定
」
図
書
と
い
う
箔
付
け
は
、

出
版
社
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
出
願
数

は
、
左
に
見
る
ご
と
く
低
調
で
あ
る

（
（3
（

。

　
　
　

年　
　
　

次　
　
　
　
　

出
願
数　
　
　

認
定
数

昭
2
・
12
～
昭
3
・
11　
　
　
　

62　
　
　
　
　

42

昭
3
・
12
～
昭
4
・
11　
　
　
　

21　
　
　
　
　

11

昭
4
・
12
～
昭
5
・
11　
　
　
　

49　
　
　
　
　

29

昭
5
・
12
～
昭
6
・
11　
　
　
　

69　
　
　
　
　

38

昭
6
・
12
～
昭
7
・
11　
　
　
　

59　
　
　
　
　

36

昭
7
・
12
～
昭
8
・
11　
　
　
　

50　
　
　
　
　

20

昭
8
・
12
～
昭
9
・
11　
　
　
　

71　
　
　
　
　

31

昭
9
・
12
～
昭
10
・
11　
　
　
　

82　
　
　
　
　

54

昭
10
・
12
～
昭
11
・
11　
　
　
　

90　
　
　
　
　

31

昭
11
・
12
～
昭
12
・
11　
　
　
　

113　
　
　
　
　

23

昭
12
・
12
～
昭
13
・
11　
　
　
　

93　
　
　
　
　

20
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日
本
評
論
社
発
行
の
書
籍
に
関
し
て
も
、
認
定
図
書
は
、
以
下
の

『
読
本
』
シ
リ
ー
ズ
五
冊
の
み
で
あ
る
（〔335

〕
…
…
は
本
稿
〈
表
１
〉

〈
表
２
〉
の
通
し
番
号
、
❸
…
…
な
ら
び
に
〔（
２
）
ウ
1
①
〕
…
…

は
他
の
項
で
も
選
定
さ
れ
て
い
る
図
書
と
当
該
個
所
を
示
す
。
以
下

同
様
）。①　

大
15
・
2
・
5
認
定　

�

武
藤
山
治
（
著
）『
実
業
読
本
』〔335

〕

②�　

大
15
・
3
・
3
認
定　

�

太
田
正
孝
（
著
）『
経
済
読
本
』〔320

〕

❸�　

昭
2
・
7
・
9
認
定　

�
穂
積
重
遠（
著
）『
民
法
読
本
』〔386

〕〔
１

（
２
）
ウ
1
①
〕

④�　

昭
2
・
7
・
17
認
定　

�

関
谷
龍
吉
（
著
）『
教
育
読
本
』〔387

〕

⑤�　

昭
10
・
4
・
23
認
定　

�

高
山
藤
次
郎
（
著
）『
銀
行
読
本
』〔993

〕

一
方
、
次
述
イ
文
部
省
「
推
薦
」
図
書
の
常
連
で
あ
る
岩
波
書
店

の
書
籍
は
、「
認
定
」
図
書
に
関
し
て
は
皆
無
で
あ
る
こ
と
よ
り
す

れ
ば
、「
通
俗
図
書
」
を
対
象
と
し
て
い
た
過
去
の
歴
史
と
、
著
者
・

発
行
者
の
自
薦
（
出
願
）
に
基
づ
く
「
認
定
」
の
制
度
は
、
出
版
社

に
と
っ
て
魅
力
的
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

イ　

文
部
省
推
薦
図
書

「
文
部
省
推
薦
図
書
」
の
制
度
は
、
右
ア
大
正
一
五
年
「
図
書
認

定
規
程
」
の
制
定
か
ら
五
年
後
の
、
昭
和
五
年
九
月
一
日
文
部
省
令

第
二
二
号
「
図
書
推
薦
規
程
」
に
基
づ
く
。
選
定
基
準
は
「
社
会
教

（86－１－109）

育
ニ
裨
益
ア
リ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
図
書
ニ
シ
テ
特
ニ
優
良
ナ
ル
モ
ノ
」

で
あ
り
（
同
規
程
一
条
）、
そ
の
後
段
部
分
（「
特
ニ
優
良
ナ
ル
モ

ノ
」）
が
、
上
記
ア
「
認
定
」
図
書
の
基
準
と
異
な
る
。

Ａ
昭
和
一
四
年
以
前
の
推
薦
図
書
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
社
会
教

育
局
（
編
）「
文
部
省
推
薦
図
書
時
報
」
第
一
輯
～
第
八
輯
（
昭
和

六
年
～
昭
和
一
四
年
）
に
ま
と
め
ら
れ

（
（3
（

、
Ｂ
昭
和
一
四
年
に
選
定
担

当
組
織
（
文
部
省
図
書
推
薦
委
員
会
）
の
大
規
模
変
更
が
行
わ
れ
た

（
（4
（

後
の
推
薦
図
書
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
〔
社
会
教
育
局
〕（
編
）「
図

書
時
報
」
第
一
輯
～
第
六
輯
（
昭
和
一
四
年
～
昭
和
一
八
年
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
Ａ
昭
和
五
年
～
昭
和
一
四
年
の
推
薦
図
書
に
関

す
る
「
文
部
省
推
薦
図
書
時
報
」
の
中
か
ら
、
岩
波
書
店
と
日
本
評

論
社
の
書
籍
を
抜
き
出
し
て
お
こ
う
（
Ｂ
昭
和
一
四
年
以
降
の
推
薦

図
書
（
＝
「
図
書
時
報
」
収
録
図
書
）
に
関
し
て
は
、
後
記
エ
参
照
）。

後
記
（
３
）
ウ
日
本
図
書
館
協
会
推
薦
図
書
と
の
重
複
選
定
が
非
常

に
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

Ａ　
「
文
部
省
推
薦
図
書
時
報
」
第
一
輯
～
第
八
輯

1　

第
一
輯
（
昭
6
・
3
）
収
録
図
書
（
昭
5
・
9
～
昭
7
・
1
）
全

17
点

　
【
岩
波
書
店
】
3
点
…
…
❶
西
晋
一
郎
（
著
）『
実
践
哲
学
概
論
』（
昭

5
・
8
）〔
１
（
２
）
イ
７
(iv)
❷
〕、
❷
石
原
純
（
著
）『
自
然
科



資　料

110

学
概
論
（
科
学
叢
書
・
第
六
編
）』（
昭
4
・
2
）〔
１
（
２
）
イ

６
(i)
❷
〕、
❸
石
井
菊
次
郎
（
著
）『
外
交
余
録
』（
昭
5
・
6
）〔
１

（
２
）
イ
７
(ii)
❶
〕、
④
深
田
康
算
（
著
）『
深
田
康
算
全
集
（
第

三
巻
）』（
昭
5
・
12
）

　
【
日
本
評
論
社
】
1
点
…
…
①
滝
本
誠
一
（
著
）『
日
本
経
済
思
想
史
』

（
昭
4
・
11
）〔588

〕

2　

第
二
輯
（
昭
8
・
3
）
収
録
図
書
（
昭
7
・
2
～
昭
8
・
1
）
全

20
点

　
【
岩
波
書
店
】
6
点
…
…
❶
吉
村
冬
彦
〔
＝
寺
田
寅
彦
〕（
著
）『
続
・

冬
彦
集
』（
昭
7
・
6
）〔
１
（
２
）
ウ
2
❻
〕、
❷
安
倍
能
成
（
著
）

『
青
丘
雑
記
』（
昭
7
・
9
）〔
１
（
２
）
ウ
2
❺
〕、
❸
加
藤
元
一

（
著
）『
日
常
生
活
の
生
理
学
』（
昭
7
・
9
）〔
１
（
２
）
ウ
2
❹
〕、

❹
斉
藤
博（
著
）『
マ
ク
ド
ー
ナ
ル
ド
―
―
イ
ギ
リ
ス
労
働
宰
相
伝
』

（
昭
6
・
2
）〔
１
（
２
）
ウ
1
❹
〕、
❺
坂
口
昂
（
著
）『
世
界
史

論
講
』（
昭
6
・
6
）〔
１
（
２
）
イ
８
(ii)
❸
・
１
（
２
）
ウ
1
❸
〕、

❻
濱
田
青
陵
（
著
）『
天
正
遣
欧
使
節
記
』（
昭
6
・
4
）〔
１
（
２
）

ウ
1
❷
〕

　
【
日
本
評
論
社
】
1
点
…
…
❶
穂
積
重
遠
（
著
）『
判
例
百
話
―
―
法

学
入
門
』（
昭
7
・
3
）〔796

〕〔
１
（
２
）
イ
９
(i)
❸
・
１
（
２
）

ウ
2
❶
〕

3　

第
三
輯
（
昭
9
・
3
）
収
録
図
書
（
昭
8
・
2
～
昭
9
・
1
）
全

16
点

　
【
岩
波
書
店
】
2
点
…
…
❶
小
泉
信
三
（
著
）『
師
・
友
・
書
評
―
―

私
の
評
論
集
』（
昭
8
・
6
）〔
１
（
２
）
イ
10 

(i)
❶
・
１
（
２
）

ウ
3
❼
〕、
❷
小
宮
豊
隆
（
著
）『
芭
蕉
の
研
究
』（
昭
8
・
10
）〔
１

（
２
）
ウ
3
❻
〕

　
【
日
本
評
論
社
】
1
点
…
…
❶
小
川
太
一
郎
（
著
）『
航
空
読
本
』（
昭

7
・
11
）〔822

〕〔
１（
２
）イ
10 

(i)
❸
・
１（
２
）ウ
2
❸
・
１（
２
）

ウ
8
❹
・
３
Ｃ
❽
〕

4　

第
四
輯
（
昭
10
・
3
）
収
録
図
書
（
昭
9
・
2
～
昭
10
・
1
）
全

20
点

　
【
岩
波
書
店
】
2
点
…
…
①
和
辻
哲
郎
（
著
）『
人
間
の
学
と
し
て
の

倫
理
学
』（
昭
9
・
3
）、
②
阿
部
次
郎
（
著
）『
世
界
文
化
と
日

本
文
化
（
文
芸
評
論
・
第
二
輯
）』（
昭
9
・
4
）

　
【
日
本
評
論
社
】
0
点

5　

第
五
輯
（
昭
11
・
3
）
収
録
図
書
（
昭
10
・
2
～
昭
11
・
1
）
全

16
点

　
【
岩
波
書
店
】
3
点
…
…
❶
和
辻
哲
郎
（
著
）『
続
・
日
本
精
神
史
研

究
』（
昭
10
・
9
）〔
１
（
２
）
ウ
5
❶
〕、
❷
和
辻
哲
郎
（
著
）『
風

土
（
人
間
学
的
考
察
）』（
昭
10
・
9
）〔
１
（
２
）
ウ
5
❷
〕、
❸

笠
間
杲
雄
（
著
）『
沙
漠
の
国
』（
昭
10
・
6
）〔
１
（
２
）
ウ
5
❺
〕

　
【
日
本
評
論
社
】
3
点
…
…
❶
圭
室
諦
成
（
著
）『
道
元
（
日
本
仏
教

（法政研究 86－１－110）
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聖
者
伝
8
）』（
昭
10
・
7
）〔1034

〕〔
１
（
２
）
ウ
5
❶
〕、
❷
佐
々

井
信
太
郎
（
著
）『
二
宮
尊
徳
伝
』（
昭
10
・
6
）〔1021

〕〔
１
（
２
）

ウ
6
❷
〕、
❸
吉
野
信
次
（
著
）『
日
本
工
業
政
策
』（
昭
10
・
2
）

〔988
〕〔
１
（
２
）
ウ
5
❸
〕

6　

第
六
輯
（
昭
12
・
3
）
収
録
図
書
（
昭
11
・
2
～
昭
12
・
1
）
全

20
点

　
【
岩
波
書
店
】
4
点
…
…
①
武
内
義
雄
（
著
）『
支
那
思
想
史
』（
昭

和
11
・
5
）、
❷
黒
板
勝
美（
著
）『
更
訂
・
国
史
の
研
究（
総
説
）（
各

説
上
）（
各
説
下
）』（
昭
11
・
8
、
昭
12
・
1
）〔
１
（
２
）
イ
８

(iii)
❸
・
１
（
２
）
イ
９
(ii)
❸
・
１
（
２
）
ウ
6
❸
〕、
❸
穂
積
陳

重
（
著
）『
続
・
法
窓
夜
話
』（
昭
11
・
2
）〔
１
（
２
）
ウ
6
❻
〕、

❹
橋
田
邦
彦
（
著
）『
空
月
集
』（
昭
11
・
11
）〔
１
（
２
）
ウ
6
❶
〕

　
【
日
本
評
論
社
】
2
点
…
…
❶
尾
高
朝
雄
（
著
）『
法
哲
学
』（
昭
10
・

12
）〔1054

〕〔
１
（
２
）
ウ
6
❹
・
１
（
２
）
ウ
7
❷
〕、
❷
鈴
木

梅
太
郎
＝
井
上
兼
雄
（
著
）『
栄
養
読
本
』
昭
11
・
7
）〔1102
〕〔
１

（
１
）
エ
Ｂ
５
(i)
❸
・
１
（
２
）
ウ
6
❺
〕

7　

第
七
輯
（
昭
13
・
3
）
収
録
図
書
（
昭
12
・
2
～
昭
13
・
2
）
全

16
点

　
【
岩
波
書
店
】
2
点
…
…
❶
関
野
貞
（
著
）『
日
本
建
築
史
講
話
』（
昭

12
・
7
）〔
１
（
２
）
ウ
7
❿
〕、
❷
玖
村
敏
雄
（
著
）『
吉
田
松
陰
』

（
昭
11
・
12
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
５
(iii)
❸
〕

　
【
日
本
評
論
社
】
2
点
…
…
❶
鈴
木
利
貞
〔
河
合
栄
治
郎
〕（
編
）『
学

生
と
教
養
』（
昭
11
・
12
）〔1130

〕〔
１
（
２
）
ウ
6
❻
〕、
❷
佐

藤
信
衛
（
著
）『
近
代
科
学
』（
昭
12
・
9
）〔1195

〕〔
１
（
２
）

ウ
7
❹
〕

8　

第
八
輯
（
昭
14
・
3
）
収
録
図
書
（
昭
13
・
3
～
昭
14
・
1
）
全

27
点

　
【
岩
波
書
店
】
3
点
…
…
❶
エ
ド
ヴ
ァ
ル
ト
・
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー

（
著
）・
小
塚
新
一
郎
（
訳
）『
文
化
哲
学
の
諸
問
題
』（
昭
12
・

10
）〔
１
（
２
）
ウ
8
❸
〕、
❷
小
宮
豊
隆
（
著
）『
夏
目
漱
石
』（
昭

13
・
7
）〔
１
（
２
）ウ
8
❺
〕、
③
斉
藤
茂
吉（
著
）『
万
葉
秀
歌（
上

巻
）（
下
巻
）』（
岩
波
新
書
、
昭
13
・
12
）

　
【
日
本
評
論
社
】
3
点
…
…
①
波
多
野
鼎
（
著
）『
経
済
講
話
』（
昭

13
・
5
）〔1251

〕、
❷
大
久
保
弘
一
（
著
）『
陸
軍
読
本
』（
昭

13
・
4
）〔1236

〕〔
１
（
２
）
ウ
8
❸
・
３
Ｃ
❻
〕、
③
阿
部
信
夫

（
著
）『
海
軍
読
本
』（
昭
12
・
12
）〔1204

〕

以
上
に
対
し
て
、
法
律
専
門
書
の
老
舗
で
あ
る
有
斐
閣
の
書
籍
で

推
薦
図
書
に
選
定
さ
れ
た
図
書
は
、
こ
の
時
期
に
は
存
在
し
て
い
な

い
か
ら
、
日
本
評
論
社
は
、
総
合
出
版
社
と
し
て
、
岩
波
書
店
相
手

に
相
当
程
度
健
闘
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

ウ　

社
会
教
育
会
「
良
書
推
薦
」

文
部
省
推
薦
図
書
の
事
務
を
担
当
し
た
同
省
「
社
会
教
育
局
」
の
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淵
源
は
、
前
記
ア
で
触
れ
た
「
通
俗
教
育
」
の
担
当
部
局
と
し
て
、

大
正
八
年
六
月
一
一
日
「
文
部
省
分
課
規
程
」
改
正
に
よ
り
普
通
学

務
局
に
新
設
さ
れ
た
「
第
四
課
」
で
あ
り
、
そ
の
初
代
課
長
・
乗
杉

嘉
寿
が
大
正
九
年
九
月
に
組
織
し
た
社
会
教
育
研
究
会
は
、
大
正
一

〇
年
一
月
わ
が
国
初
の
社
会
教
育
誌
「
社
会
と
教
化
」
を
発
刊
す
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、「
通
俗
教
育
」
の
語
が
「
社
会
教
育
」
に
改

め
ら
れ
る
の
は
同
年
六
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
大
正
一

三
年
一
二
月
二
五
日
「
文
部
省
分
課
規
程
」
改
正
に
よ
り
、
普
通
学

務
局
「
第
四
課
」
も
「
社
会
教
育
課
」
に
改
め
ら
れ
る
。

そ
の
間
、
大
正
一
二
年
関
東
大
震
災
に
よ
り
社
会
教
育
研
究
会
の

機
関
誌
「
社
会
と
教
化
」
は
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
翌
大
正

一
三
年
一
月
誌
名
を
「
社
会
教
育
」
に
改
題
し
て
復
刊
、
大
正
一
五

年
五
月
（
三
巻
五
号
）
以
降
は
、
編
集
・
発
行
が
財
団
法
人
・
社
会

教
育
会
（
大
正
一
四
年
一
一
月
設
立
）
に
移
っ
た

（
（4
（

。

一
方
、
普
通
学
務
局
「
社
会
教
育
課
」
は
、
昭
和
四
年
七
月
一
日

「
文
部
省
官
制
」
改
正
（
勅
令
二
一
七
号
）
に
よ
り
「
社
会
教
育
局
」

に
昇
格
し
、
翌
昭
和
五
年
九
月
よ
り
上
記
イ
文
部
省
推
薦
図
書
の
制

度
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
文
部
省
の
社
会
教
育
部
門
の
外
郭
団
体

で
あ
る
社
会
教
育
研
究
会
・
社
会
教
育
会
の
機
関
誌
「
社
会
と
教
化
」

「
社
会
教
育
」
に
も
独
自
の
「
図
書
紹
介
」
の
欄
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

昭
和
六
年
七
月
刊
行
の
一
一
号
か
ら
は
「
良
書
推
薦
」
欄
が
設
け
ら

れ
て
い
る

（
（4
（

（
昭
和
一
八
年
一
一
月
刊
行
の
一
四
巻
一
一
号
〔
一
六
一

号
〕
ま
で
。
な
お
、
同
誌
は
、
そ
の
四
か
月
後
の
昭
和
一
九
年
三
月

号
（
一
五
巻
三
号
〔
一
六
五
号
〕）
で
廃
刊
と
な
る
）。

さ
ら
に
、「
社
会
教
育
」
誌
の
文
部
省
関
係
の
記
事
中
に
は
、
上

記
イ
推
薦
図
書
の
ほ
か
、
文
部
省
社
会
教
育
局「
青
少
年
文
庫
に『
是

非
加
ふ
べ
き
良
書
』

（
（4
（

」、
文
部
省
社
会
教
育
局
「
文
部
省
か
ら
青
少

年
文
庫
整
備
へ
の
糧
―
―
推
薦
さ
れ
た
良
書
」

（
（4
（

と
い
っ
た
企
画
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
教
育
局
と
、
そ
の
外
郭
団
体
で
あ
る
社
会

教
育
会
で
、
別
個
に
種
々
の
推
薦
制
度
が
維
持
さ
れ
続
け
た
事
情
に

つ
い
て
は
、
遺
憾
な
が
ら
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
。

エ　

教
学
局
選
奨
図
書

文
部
省
「
教
学
局
」
は
、
日
中
戦
争
勃
発
の
年
で
あ
る
昭
和
一
二

年
教
学
刷
新
評
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
文
部
省
の
外
局

で（
昭
和
一
二
年
七
月
二
一
日
勅
令
第
三
四
七
号「
教
学
局
官
制
」）、

太
平
洋
戦
争
開
戦
後
の
昭
和
一
七
年
文
部
省
の
内
局
と
な
り
（
昭
和

一
七
年
一
一
月
一
日
勅
令
第
七
四
八
号
「
行
政
簡
素
化
実
施
ノ
為
ニ

ス
ル
文
部
省
官
制
改
正
ノ
件
」）、
翌
一
八
年
に
は
図
書
局
と
教
化

局
の
廃
止
に
伴
い
両
局
の
所
掌
事
務
を
も
吸
収
し
た
結
果
（
昭
和
一

八
年
一
一
月
一
日
「
行
政
機
構
整
備
実
施
ノ
為
ニ
ス
ル
文
部
省
官
制

中
改
正
ノ
件
」）、
大
戦
末
期
に
は
強
大
な
思
想
統
制
機
関
へ
と
肥

大
化
し
た
部
局
で
あ
る
が
、
教
学
局
開
設
一
年
後
の
昭
和
一
三
年
九
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月
に
設
置
さ
れ
た
「
教
学
局
図
書
推
薦
調
査
会
議
」
に
よ
り
選
定
さ

れ
た
図
書
が
「
教
学
局
選
奨
図
書
」
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
教
学
局
の
職
掌
と
の
関
係
で
、
教
学
局
選
奨
図
書
の

選
定
基
準
な
い
し
性
格
は
、
社
会
教
育
局
が
担
当
し
た
文
部
省
推
薦

図
書
の
そ
れ
と
は
若
干
異
な
る
。
昭
和
一
四
年
文
部
省
図
書
推
薦
委

員
会
が
組
織
変
更
を
行
っ
た
後
の
文
部
省〔
社
会
教
育
局
〕（
編
）「
図

書
時
報
」
第
一
輯
～
第
六
輯
（
昭
和
一
四
年
～
昭
和
一
八
年
）
の
う

ち
、
第
四
輯
ま
で
は
教
学
局
選
奨
図
書
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

以
下
で
は
同
冊
子
を
用
い
て
日
本
評
論
社
の
「
文
部
省
推
薦
図
書
」

な
ら
び
に
「
教
学
局
選
奨
図
書
」
を
摘
記
す
る
こ
と
に
し
よ
う
（
比

較
の
た
め
、
岩
波
書
店
・
有
斐
閣
の
図
書
も
挙
示
し
て
お
く
）。

な
お
、
図
書
の
挙
示
は
行
わ
な
い
が
、
第
一
輯
～
第
三
輯
の
巻
末

に
は
、
文
部
省
（
編
）「
図
書
館
標
準
図
書
目
録
」
昭
和
一
四
年
度

第
一
期
分
（
自
一
月
至
七
月
）・
第
二
期
分
（
自
八
月
至
一
一
月
）・

第
三
期
分
（
自
一
二
月
至
三
月
）
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録

は
「
新
刊
書
中
ヨ
リ
一
般
公
共
図
書
館
ニ
於
テ
購
入
ノ
参
考
ノ
タ
メ

選
択
編
纂
セ
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
後
記
（
２
）
ア
日
本
図
書
館
協
会

の
選
定
す
る
「
新
刊
図
書
目
録
」
と
作
成
目
的
が
重
複
す
る
が
、
な

ぜ
こ
の
時
期
に
重
ね
て
同
種
の
目
録
の
作
成
が
開
始
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
を
発
見
で
き
て
い
な
い
。

Ｂ　
「
図
書
時
報
」
第
一
輯
～
第
六
輯

1　

第
一
輯
（
昭
14
・
9
）

(i)　

文
部
省
推
薦
図
書
（
第
六
九
回
〔
昭
14
・
5
〕
～
第
七
二
回
〔
昭

14
・
8
〕

（
（4
（

）

【
岩
波
書
店
】
2
点
…
…
❶
幸
田
露
伴
（
著
）『
竹
頭
』（
昭
14
・
4
）

〔
１
（
２
）
ウ
9
�
〕、
❷
宇
田
道
隆
（
著
）『
海
』（
昭
14
・
5
）〔
１

（
２
）
ウ
9
⓲
〕

　

(ii)　

�

教
学
局
選
奨
図
書
（
第
五
回
〔
昭
14
・
5
〕
～
第
六
回
〔
昭

14
・
6
〕

（
（4
（

）

【
岩
波
書
店
】
2
点
…
…
①
柳
田
謙
十
郎
（
著
）『
弁
証
法
的
世
界
の

倫
理
』（
昭
和
14
・
2
）、
②
金
子
大
栄（
著
）『
仏
教
の
諸
問
題
』（
昭

9
・
9
）

【
日
本
評
論
社
】
1
点
…
…
❶
佐
佐
木
信
綱
（
著
）『（
改
訂
）
万
葉

読
本
』（
昭
13
・
11
…
…
〔
初
版
〕
昭
10
・
11
）〔1049

〕〔
１
（
２
）

ウ
5
❹
〕

2　

第
二
輯
（
昭
14
・
12
）

　

(i)　

�

文
部
省
推
薦
図
書
（
第
七
三
回
〔
昭
14
・
9
〕
～
～
第
七
五
回

〔
昭
14
・
11
〕）

【
岩
波
書
店
】
5
点
…
…
❶
本
間
順
治
（
著
）『
日
本
刀
』（
昭
14
・

5
）〔
１
（
２
）
ウ
9
⓮
〕、
❷
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
（
著
）・
篠

田
英
雄
（
訳
）『
日
本
美
の
再
発
見
―
―
建
築
学
的
考
察
』（
昭
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14
・
6
）〔
１
（
２
）
ウ
9
�
〕、
❸
幸
田
露
伴
（
著
）『
渋
沢
栄
一
伝
』

（
昭
14
・
6
）〔
１
（
２
）
ウ
9
❼
〕、
❹
小
泉
丹
（
著
）『
野
口
英
世
』

（
岩
波
新
書
、
昭
14
・
7
）〔
１
（
２
）
ウ
9
❽
〕、
❺
ア
ー
チ
バ

ル
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
（
著
）・
平
山
復
二
郎
（
訳
）『
ト
ン
ネ
ル
の
話
』

（
昭
14
・
6
）〔
１
（
２
）
ウ
9
⓴
〕

　

(ii)　

�

教
学
局
選
奨
図
書
（
第
七
回
〔
昭
14
・
9
〕
～
第
八
回
〔
昭

14
・
10
〕）

【
岩
波
書
店
】
4
点
…
…
❶
田
辺
元
（
著
）『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』

（
昭
14
・
5
）〔
１
（
２
）
ウ
9
❺
〕、
②
西
尾
実
（
著
）『
国
語
教

育
の
新
領
域
』（
昭
14
・
9
）、
③
大
西
克
礼
（
著
）『
幽
玄
と
あ

は
れ
』（
昭
14
・
6
）、
④
秋
山
謙
蔵（
著
）『
日
支
交
渉
史
研
究
』（
昭

14
・
4
）

3　

第
三
輯
（
昭
15
・
3
）

　

(i)　

�

文
部
省
推
薦
図
書
（
第
七
六
回
〔
昭
14
・
12
〕
～
第
七
九
回
〔
昭

15
・
3
〕）

【
岩
波
書
店
】
5
点
…
…
❶
中
谷
宇
吉
郎
（
著
）『
雷
』（
岩
波
新
書
、

昭
14
・
9
）〔
１
（
２
）
ウ
9
⓳
〕、
❷
ド
ゥ
・
ブ
ロ
イ
（
著
）・

河
野
与
一
（
訳
）『
物
質
と
光
（
上
巻
）（
下
巻
）』（
岩
波
新
書
、

昭
14
・
7
）〔
１
（
２
）
ウ
9
⓱
〕、
❸
辻
二
郎
（
著
）『
単
色
燈
』

（
昭
14
・
10
）〔
１
（
２
）
ウ
9
⓰
〕、
④
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
＝
レ
オ
ポ
ル
ト
・
イ
ン
フ
ェ
ル
ト
（
著
）・
石
原
純
（
訳
）

『
物
理
学
は
い
か
に
創
ら
れ
た
か
―
―
初
期
の
概
念
か
ら
相
対
性

理
論
及
び
量
子
論
へ
の
思
想
の
発
展
（
上
巻
）（
下
巻
）』（
岩
波

新
書
、
昭
14
・
10
、
昭
15
・
1
）、
⑤
吉
田
洋
一
（
著
）『
零
の
発

見
―
―
数
学
の
生
ひ
立
ち
』（
岩
波
新
書
、
昭
14
・
11
）

【
日
本
評
論
社
】1
点
…
…
❶
波
多
野
鼎（
著
）『
統
制
経
済
講
話
』（
昭

14
・
10
）〔1372

〕〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
５
(i)
❷
・
１
（
２
）
ウ
9
❸
〕

　

(ii)　

�

教
学
局
選
奨
図
書
（
第
九
回
〔
昭
14
・
12
〕
～
第
一
〇
回
〔
昭

15
・
3
〕）

【
岩
波
書
店
】
3
点
…
…
①
徳
川
公
継
宗
七
十
年
祝
賀
記
念
会
（
編
）

『
近
世
日
本
の
儒
学
』（
昭
14
・
9
）、
②
山
田
孝
雄
（
著
）『
国
語

学
史
要
』（
岩
波
全
書
、
昭
10
・
5
）、
③
岡
崎
義
恵
（
著
）『
日

本
文
芸
の
様
式
』（
昭
14
・
9
）

4　

第
四
輯
（
昭
15
・
12
）

　

(i)　

�

文
部
省
推
薦
図
書
（
第
八
〇
回
〔
昭
15
・
4
〕
～
第
八
五
回
〔
昭

15
・
9
〕）

【
岩
波
書
店
】
3
点
…
…
①
田
辺
元
（
著
）『
歴
史
的
現
実
』（
昭
15
・

6
）、
②
小
倉
金
之
助
（
著
）『
日
本
の
数
学
』（
岩
波
新
書
、
昭

15
・
3
）、
❸
島
崎
藤
村
『
巡
礼
』（
昭
15
・
2
）〔
１
（
２
）
ウ
9
�
〕

　

(ii)　
�

教
学
局
選
奨
図
書
（
第
一
一
回
〔
昭
15
・
6
〕
～
第
一
二
回
〔
昭

15
・
9
〕）

【
岩
波
書
店
】
3
点
…
…
①
武
内
義
雄
（
著
）『
論
語
の
研
究
』（
昭
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14
・
12
）、
②
大
西
克
礼（
著
）『
風
雅
論
―
―「
さ
び
」の
研
究
』（
昭

15
・
5
）、
❸
金
倉
円
照
（
著
）『
印
度
古
代
精
神
史
』（
昭
14
・

1
）〔
１
（
２
）
ウ
9
❸
〕

5　

第
五
輯
（
昭
17
・
3
）

　

(i)　

�

文
部
省
推
薦
図
書
（
第
八
六
回
〔
昭
15
・
10
〕
～
第
一
〇
三
回

〔
昭
17
・
3
〕）

【
岩
波
書
店
】
5
点
…
…
①
シ
ョ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
（
著
）・
福
岡
誠
一

（
訳
）『
ス
エ
ズ
運
河
』（
岩
波
新
書
、
昭
15
・
7
）、
③
大
谷
東
平

（
著
）『
暴
風
雨
』（
岩
波
新
書
、
昭
15
・
9
）、
④
坪
井
忠
二（
著
）『
地

震
の
話
』（
岩
波
新
書
、
昭
16
・
3
）、
⑤
小
泉
丹
（
著
）『
常
識

の
科
学
性
―
―
寄
生
虫
の
実
際
問
題
』（
岩
波
新
書
、
昭
16
・
3
）

【
日
本
評
論
社
】4
点
…
…
①
小
田
内
通
敏（
著
）『
日
本
郷
土
学
』（
昭

15
・
6
）〔1431

〕、
❷
波
多
野
鼎
（
著
）『
新
版
・
統
制
経
済
講
話
』

（
昭
16
・
6
）〔1516

〕〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
３
(i)
❷
・
１
（
２
）
ウ
9

❸
〕、
❸
鈴
木
梅
太
郎
＝
井
上
兼
雄
（
著
）『
新
訂
・
栄
養
読
本
』（
昭

16
・
7
）〔1522

〕〔
１
（
１
）
イ
Ａ
6
❷
・
１
（
２
）
ウ
6
❺
〕、

❹
中
山
伊
知
郎
（
著
）『
戦
争
経
済
の
理
論
』（
昭
16
・
10
）〔1540

〕

〔
１
（
３
）
ア
4
❸
〕

　

(ii)　

�

文
部
省
推
薦
青
年
図
書
・
児
童
図
書
（
昭
15
・
10
～
昭
17
・

3
）

【
岩
波
書
店
】
4
点
…
…
①
内
田
清
之
助
（
著
）『
渡
り
鳥
（
少
国
民

の
た
め
に
）』（
昭
16
・
12
）、
❷
有
馬
宏
（
著
）『
ト
ン
ネ
ル
を
掘

る
話
（
少
国
民
の
た
め
に
）（
改
訂
版
）』（
昭
17
・
2
…
…
〔
初

版
〕
昭
16
・
12
）〔
１
（
３
）
ア
1
❽
〕、
❸
中
谷
宇
吉
郎
（
著
）『
雷

の
話
―
―
雷
の
電
気
は
ど
う
し
て
起
る
か
（
少
国
民
の
た
め
に
）』

（
昭
16
・
12
）〔
１
（
３
）
ア
1
❺
〕、
④
日
高
孝
次
（
著
）『
海
流

の
話
（
少
国
民
の
た
め
に
）』（
昭
16
・
12
）

　

(iii)　

�

教
学
局
選
奨
図
書
（
第
一
三
回
〔
昭
15
・
11
〕
～
第
二
七
回
〔
昭

17
・
3
〕

（
（4
（

）

【
岩
波
書
店
】
3
点
…
…
①
鈴
木
大
拙
（
著
）・
北
川
桃
雄
（
訳
）『
禅

と
日
本
文
化
』（
岩
波
新
書
、
昭
15
・
9
）、
❷
時
枝
誠
記
（
著
）

『
国
語
学
原
論
―
―
言
語
過
程
説
の
成
立
と
そ
の
展
開
』（
昭
16
・

12
）〔
１
（
３
）
ア
1
❹
〕、
❸
玖
村
敏
雄
（
著
）『
吉
田
松
陰
』（
昭

11
・
12
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
7
❷
〕

6　

第
六
輯
（
昭
18
・
5
）

　

(i)　

�

文
部
省
推
薦
図
書
（
昭
17
・
4
〔
第
一
〇
三
回
〕
～
昭
18
・

3
）

【
岩
波
書
店
】
7
点
…
…
❶
玖
村
敏
雄
（
著
）『
吉
田
松
陰
の
思
想
と

教
育
』（
昭
17
・
2
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
６
(iii)
❷
・
１
（
３
）
ア
1

❼
〕、
❷
高
坂
正
顕
（
著
）『
民
族
の
哲
学
』（
昭
17
・
4
）〔
１
（
３
）

ア
1
⓬
〕、
❸
高
山
岩
男
（
著
）『
世
界
史
の
哲
学
』（
昭
17
・
9
）

〔
１
（
３
）
ア
1
⓳
〕、
❹
宮
本
武
之
輔
（
著
）『
大
陸
建
設
の
課
題
』
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（
昭
16
・
12
）〔
３
Ａ
❽
〕、
⑤
鳥
山
喜
一
（
著
）『
支
那
・
支
那
人
』

（
岩
波
新
書
、
昭
17
・
4
）、
⑥
岡
田
武
松
（
著
）『
気
象
学
講
話
（
改

稿
）』（
昭
17
・
7
…
…
〔
初
版
〕
昭
3
・
12
）、
⑦
楊
広
咸
（
著
）・

東
亜
研
究
所
（
訳
）『
安
南
史
』（
東
研
叢
書
・
第
五
、〔
発
行
〕
東

亜
研
究
所
、〔
発
売
〕
岩
波
書
店
、
昭
17
・
8
）

【
有
斐
閣
】
1
点
…
…
❶
高
宮
晋
（
著
）『
企
業
集
中
論
』（
昭
17
・

4
）〔
１
（
３
）
ア
10
❺
〕

【
日
本
評
論
社
】
4
点
…
…
❶
板
垣
与
一
（
著
）『
政
治
経
済
学
の
方

法
』（
昭
17
・
2
）〔1570

〕〔
１
（
３
）
ア
4
❺
〕、
❷
立
作
太
郎
（
著
）

『
米
国
外
交
上
の
諸
主
義
』（
昭
17
・
6
）〔1598

〕〔
１
（
３
）
ア

4
❽
〕、
③
鈴
木
武
雄
（
著
）『（
経
済
全
書
13
）
朝
鮮
の
経
済
』（
昭

17
・
3
）〔1573

〕、
④
井
藤
半
弥
（
著
）『（
増
訂
）
財
政
学
入
門
』

（
昭
17
・
9
…
…
〔
初
版
〕
昭
12
・
11
）〔1210
〕

　

(ii)　

�

文
部
省
推
薦
青
年
図
書
・
児
童
図
書
（
昭
17
・
4
～
昭
18
・

3
）

【
岩
波
書
店
】
1
点
…
…
①
末
広
恭
雄
（
著
）『
魚
の
生
活
（
少
国
民

の
た
め
に
）』（
昭
17
・
6
）

　

(iii)　

�

教
学
局
選
奨
図
書
（
第
二
八
回
〔
昭
17
・
5
〕
～
第
三
一
回
〔
昭

17
・
9
〕

（
（4
（

）

【
岩
波
書
店
】
1
点
…
…
❶
佐
佐
木
信
綱
（
著
）『
万
葉
集
の
研
究
〔
第

一
〕
仙
覚
及
び
仙
覚
以
前
の
万
葉
集
の
研
究
』（
昭
17
・
12
）〔
１

（
３
）
ア
1
❾
〕、
❷
玖
村
敏
雄
（
著
）『
吉
田
松
陰
の
思
想
と
教

育
』（
昭
17
・
2
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
６
(i)
❶
・
１
（
３
）
ア
1
❼
〕、

❸
和
辻
哲
郎
（
著
）『
倫
理
学
（
中
巻
）』（
昭
17
・
6
）〔
１
（
３
）

ア
1
⓰
〕

【
有
斐
閣
】
1
点
…
…
❶
末
川
博
＝
実
方
正
雄
＝
原
龍
之
助
＝
谷
口

知
平
（
共
著
）『（
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
研
究
叢
書
・
第
一

二
冊
）
国
防
経
済
法
体
制
―
―
国
家
総
動
員
法
を
中
心
と
し
て
』

（
昭
17
・
2
）〔
３
Ｂ
❻
〕

教
学
局
に
よ
る
図
書
の
推
薦
は
、
第
三
一
回
（
昭
和
一
七
年
九
月
）

を
も
っ
て
途
絶
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
後
記
（
３
）
ア
日

本
出
版
文
化
協
会
に
よ
る
推
薦
図
書
の
選
定
が
開
始
し
た
こ
と
（
昭

和
一
六
年
一
一
月
～
）
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
文
部
省
推
薦
図
書
の
選
定
は
、
そ
の
後
も
昭
和

二
〇
年
二
月
ま
で
続
い
て
い
る
。「
図
書
館
雑
誌
」
の
ほ
か
、「
日
本

読
書
新
聞
」、「
新
刊
弘
報
」「
出
版
弘
報
」
の
記
事
を
用
い
て
書
籍

を
拾
う
な
ら
ば
、
以
下
の
通
り
。

7　

第
六
輯
刊
行
以
後

　

(i)　

文
部
省
推
薦
図
書
（
昭
18
・
4
～
昭
20
・
2
）

【
岩
波
書
店
】
5
点
…
…
❶
高
木
貞
治
（
著
）『（
増
訂
）
解
析
概
論

―
―
微
分
積
分
法
及
初
等
函
数
論
』（
昭
18
・
7
）〔
１
（
３
）
イ

2
❶
〕、
②
ピ
エ
ル
・
ブ
ー
ト
ゥ
ル
ー
（
著
）・
河
野
伊
三
郎
（
訳
）
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『
数
学
思
想
史
―
―
数
学
者
の
科
学
的
理
想
』（
昭
18
・
2
）、
③

高
木
貞
治
（
著
）『
数
学
小
景
』（
昭
18
・
2
）、
④
平
山
復
二
郎

（
著
）『
ト
ン
ネ
ル
』（
岩
波
全
書
、
昭
18
・
2
）、
⑤
青
木
正
児
『
支

那
文
学
思
想
史
』（
昭
18
・
4
）

【
有
斐
閣
】1
点
…
…
❶
難
波
田
春
夫（
著
）『
戦
力
増
強
の
理
論
』（
昭

18
・
4
）〔
１
（
３
）
イ
3
❷
・
３
Ｂ
❹
〕

【
日
本
評
論
社
】
1
点
…
…
①
北
岡
寿
逸
（
著
）『（
政
治
全
書
6
）

人
口
政
策
』（
昭
18
・
4
）〔1673

〕

（
２
）　

日
本
図
書
館
協
会

本
稿
の
考
察
の
基
礎
資
料
と
し
て
「
社
会
教
育
」（
文
部
省
社
会

教
育
局
の
外
郭
団
体
の
機
関
誌
）
と
と
も
に
重
用
し
て
い
る
「
図
書

館
雑
誌
」
は
、
日
本
文
庫
協
会
（
明
治
二
五
年
三
月
当
時
東
京
図
書

館
（
（4
（

館
長
で
あ
っ
た
田
中
稲
城
に
よ
り
設
立
）
が
、
明
治
四
〇
年
一
〇

月
に
創
刊
し
た
機
関
誌
で
あ
る

（
（5
（

。

一
方
、
日
本
文
庫
協
会
は
、「
図
書
館
雑
誌
」
創
刊
の
翌
明
治
四

一
年
日
本
図
書
館
協
会
に
改
組
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
五
年
一
一
月

に
社
団
法
人
の
認
可
を
受
け
た

（
（5
（

。

ア　

日
本
図
書
館
協
会
選
定
新
刊
図
書
目
録

日
本
図
書
館
協
会
は
、
大
正
三
年
に
「
新
刊
図
書
調
査
選
定
会
」

を
設
置
し
、
同
年
二
月
よ
り
「
日
本
図
書
館
協
会
撰
定
新
刊
図
書
目

録
」
の
頒
布
を
開
始
し
て
い
る
（
日
本
図
書
館
協
会
編
輯
部
、
一
巻

一
号
〔
大
3
・
2
〕
～
一
〇
巻
八
号
〔
大
12
・
8
〕

（
（5
（

）。

こ
の
目
録
の
趣
意
等
に
関
し
て
は
、
創
刊
号
に
次
の
よ
う
な
文
章

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

禀　

告

本
目
録
編
纂
の
趣
意
は
普
通
図
書
館
、
学
校
、
教
育
会
、
読
書
家
等

の
為
に
新
刊
図
書
の
撰
択
及
購
入
並
に
分
類
及
目
録
編
纂
の
参
考
に

供
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
。
而
し
て
本
目
録
に
撰
択
収
載
す
る
は
新
刊

図
書
中
記
事
精
確
、
思
想
健
全
な
る
も
の
ゝ
み
と
し
、
且
其
図
書
中

に
於
て
も
程
度
自
ら
異
る
も
の
あ
る
に
よ
り
特
に
卑
近
な
る
も
の
及

び
専
門
的
の
も
の
に
は
そ
れ
〳
〵
一
定
の
符
号
を
附
す
る
こ
と
ゝ
し

た
り
。
本
目
録
は
大
正
三
年
二
月
よ
り
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
す
る

も
の
に
し
て
、
毎
号
に
収
載
す
る
図
書
は
主
と
し
て
前
月
発
行
の
も

の
ゝ
中
よ
り
撰
定
す
。
唯
初
号
は
昨
年
十
二
月
下
旬
よ
り
本
年
一
月

中
旬
迄
の
間
に
発
行
し
た
る
も
の
に
就
て
撰
択
し
た
り
。
尚
図
書
の

撰
定
は
当
分
左
の
四
名
之
に
当
る

　

太
田
為
三
郎　
　

守
屋
恒
三
郎

　

和
田
万
吉　
　

今
澤
慈
海

本
目
録
は
日
本
図
書
館
協
会
々
員
に
頒
布
す
る
図
書
館
雑
誌
と
は

ま
っ
た
く
無
関
係
の
も
の
な
れ
ば
同
会
員
も
亦
随
意
購
求
の
手
続
を

と
ら
れ
た
し
。
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こ
の
目
録
の
刊
行
は
、
大
正
一
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
に

よ
っ
て
途
絶
す
る
が
、
翌
大
正
一
三
年
三
月
号
（
五
五
号
）
よ
り
図

書
館
雑
誌
の
「
附
録
」
と
し
て
復
活
す
る
。
図
書
館
雑
誌
五
五
号
掲

載
の
告
知
文
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

新
刊
図
書
目
録
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
録
編
纂
係

従
来
毎
月
一
回
単
独
に
編
集
発
行
し
て
希
望
の
向
に
配
付
し
て
ゐ
た

本
目
録
は
今
後
図
書
館
雑
誌
の
月
次
刊
行
と
と
も
に
そ
の
附
録
と
し

て
続
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
期
と
し
て
記
載
様
式

を
横
組
に
改
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
一
々
切
り
離
し
て
カ
ー
ド
に
貼
付

す
れ
ば
直
ち
に
カ
ー
ド
目
録
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
但
し
こ
の
書
式
は

使
用
上
の
便
宜
を
主
眼
と
し
た
の
で
今
後
会
員
各
位
の
適
切
な
る
御

助
言
に
よ
り
漸
次
改
善
し
て
決
定
的
の
も
の
に
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
尚
閲
覧
用
カ
ー
ド
は
今
後
出
来
る
か
ぎ
り
標
準
型
（
縦
七
・
五

糎
、
横
一
二
・
五
糎
）
の
採
用
を
希
望
致
し
ま
す
。（
標
準
カ
ー
ド

の
原
型
は
図
書
館
雑
誌
の
五
月
号
に
掲
載
の
筈
で
す

（
（5
（

）。

こ
の
目
録
の
掲
載
は
、
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
一
八
年
一
一
月
ま

で
続
く
が
、
そ
の
前
年
（
昭
和
一
七
年
一
一
月
）
よ
り
、
表
題
は
「
新

刊
図
書
優
先
配
給
・
選
定
書
目
」
に
変
わ
っ
て
い
る
（
速
報
第
一
回

〔
昭
17
・
11
・
20
〕
～
速
報
第
二
八
回
ノ
一
〔
昭
18
・
11
・
？
〕）。

右
変
更
後
の
表
題
な
ら
び
に
書
目
冒
頭
の
注
記
（「
此
ノ
書
目
ハ
本

協
会
ニ
於
テ
実
施
中
ノ
公
共
図
書
館
向
新
刊
図
書
優
先
配
給
選
定
図

書
、
及
ビ
ソ
ノ
予
選
ニ
上
ツ
タ
モ
ノ
ノ
一
部
デ
ア
ル
」）
か
ら
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
作
成
目
的
は
、
図
書
館
の
書
籍
購
入
・
目
録
作
成

の
便
宜
を
図
る
当
初
の
趣
意
か
ら
、
戦
時
下
で
の
図
書
優
先
配
給
目

的
へ
と
変
質
し
た
の
で
あ
る
（
後
記
（
３
）
日
本
出
版
文
化
協
会
・

日
本
出
版
会
の
推
薦
図
書
と
同
様
の
趣
旨
で
あ
る
）。

イ　

図
書
館
週
間
（
読
書
週
間
）

時
代
を
大
正
一
二
年
関
東
大
震
災
の
時
期
ま
で
戻
す
と
、
震
災
の

翌
年
（
大
正
一
三
年
）
日
本
図
書
館
協
会
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
全

国
各
地
の
図
書
館
で
、
読
書
の
鼓
吹
・
図
書
文
化
の
普
及
・
良
書
の

推
薦
を
目
的
に
掲
げ
て
第
一
回「
図
書
館
週
間
」が
開
催
さ
れ
た（
大

正
一
三
年
一
一
月
一
日
～
七
日
の
一
週
間
）。「
読
書
週
間
」
と
も
呼

称
さ
れ
た
こ
の
企
画
は

（
（5
（

、
以
後
毎
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
が
、
昭

和
一
三
年
に
は
国
民
精
神
作
興
運
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
（「
国
民
精
神
作
興
図
書
館
週
間
」）、
翌
昭
和
一
四

年
一
一
月
八
日
～
一
二
日
の
「
読
書
普
及
運
動
」
を
最
後
に
中
絶
し

た
。
そ
の
復
活
は
戦
後
の
昭
和
二
二
年
の
こ
と
で
（
一
一
月
一
七
日

か
ら
一
週
間
）、
翌
昭
和
二
三
年
よ
り
文
化
の
日
の
前
後
二
週
間
を

「
読
書
週
間
」
と
定
め
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
週
間
に
合
わ
せ
て
、
図
書
館
で
最
も
多
く
読
ま
れ
た
図
書
が

公
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
そ
の
中
か
ら
日
本
評
論
社
の
書
籍
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を
拾
っ
て
み
よ
う
（
有
斐
閣
を
上
回
り
、
岩
波
書
店
相
手
に
も
健
闘

し
て
い
る
）。

1　

大
正
一
三
年
図
書
館
週
間

(i)　
�「

被
災
後
最
も
多
く
読
ま
れ
た
新
刊
図
書
目
録
」（
帝
国
図
書
館
・

日
比
谷
図
書
館
〔
＝
東
京
市
立
図
書
館
〕
調
査
）
全
36
点

（
（5
（

【
岩
波
書
店
】
2
点
…
…
①
加
田
哲
二
『
ウ
ヰ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
―

―
芸
術
的
社
会
思
想
家
と
し
て
の
生
涯
と
思
想
』（
大
13
・
4
）、

②
鳩
山
秀
夫
『
日
本
民
法
総
論
（
上
巻
）』（
大
12
・
10
）

【
日
本
評
論
社
】
0
点

2　

大
正
一
四
年
図
書
館
週
間

(i)　
「
多
く
読
ま
れ
た
新
刊
書
」（
大
13
・
9
～
大
14
・
8
、
帝
国
図

書
館
・
日
比
谷
図
書
館
調
査
）
全
33
点

（
（5
（

【
岩
波
書
店
】【
有
斐
閣
】【
日
本
評
論
社
】
0
点

【
改
造
社
】
2
点
…
…
①
細
井
和
喜
蔵
（
著
）『
女
工
哀
史
』（
大
14
・

7
）、
②
末
弘
厳
太
郎
（
著
）『
農
村
法
律
問
題
』（
大
13
・
11
）

3　

大
正
一
五
年
図
書
館
週
間

＊　
「
図
書
館
雑
誌
」『
出
版
年
鑑
』
に
関
係
記
事
な
し
。

4　

昭
和
二
年
図
書
館
週
間

＊　
「
図
書
館
雑
誌
」『
出
版
年
鑑
』
に
関
係
記
事
な
し

（
（5
（

。

5　

昭
和
三
年
図
書
館
週
間

(i)　
「
最
も
多
く
読
ま
れ
た
新
刊
図
書
目
録
」（
昭
2
・
9
～
昭
3
・

7
、
大
橋
図
書
館
・
帝
国
図
書
館
・
日
比
谷
図
書
館
調
査
）
全
79

点
（
（5
（

【
岩
波
書
店
】
2
点
…
…
①
西
田
幾
多
郎
（
著
）『
働
く
も
の
か
ら
見

る
も
の
へ
』（
昭
2
・
10
）、
②
阿
部
余
四
男
（
著
）『
人
体
解
剖

生
理
学
講
義
』（
昭
3
・
2
）

【
日
本
評
論
社
】
4
点
…
…
①
下
村
宏
（
著
）『
皮
と
肉
』（
昭
2
・

10
）〔407

〕、
②
牧
野
英
一
（
著
）『
海
を
渡
り
て
野
を
わ
た
り
て
』

（
昭
2
・
11
）〔410

〕、
③
守
屋
栄
夫（
著
）『
太
平
洋
時
代
来
る
』（
昭

3
・
2
）〔432

〕、
④
深
井
英
五
（
著
）『
通
貨
調
節
論
』（
昭
3
・

6
）〔455

〕

(ii)　
「
精
読
さ
れ
た
新
刊
図
書
目
録
」（
昭
2
・
9
～
昭
3
・
7
、
大

橋
図
書
館
・
帝
国
図
書
館
・
日
比
谷
図
書
館
調
査
）
全
23
点

（
（5
（

【
岩
波
書
店
】
4
点
…
…
①
吉
野
作
造
（
編
）『（
小
野
塚
教
授
在
職

廿
五
年
記
念
）
政
治
学
研
究
（
第
一
巻
）（
第
二
巻
）』（
昭
2
・

12
）、
②
穂
積
陳
重
（
著
）『（
法
律
進
化
論
叢
・
第
一
冊
）
神
権

説
と
民
約
説
』（
昭
3
・
2
）、
③
岡
田
武
松
（
著
）『
気
象
学
（
科

学
叢
書
・
第
五
編
）』（
昭
2
・
10
）、
④
那
須
晧
（
著
）『
農
政
論

考
』（
昭
3
・
4
）

【
有
斐
閣
】
2
点
…
…
❶
美
濃
部
達
吉
『
逐
条
憲
法
精
義
・
全
』（
昭

2
・
12
）〔
２
Ｂ
❷
〕、
②
牧
野
英
一
（
著
）『
法
律
と
生
存
権
』

牧
野
英
一
（
編
輯
）『
法
律
学
叢
書
（
第
二
一
編
）』（
昭
3
・
4
）
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【
日
本
評
論
社
】
3
点
…
…
①
永
井
亨
（
著
）『
日
本
政
党
論
』（
昭

2
・
12
）〔421

〕、
②
土
方
成
美
（
著
）『
日
本
経
済
研
究
（
上
巻
）

（
下
巻
）（
附
録
）』（
昭
3
・
6
）〔451

〕

6　

昭
和
四
年
図
書
館
週
間

(i)　
「
最
も
多
く
読
ま
れ
た
新
刊
図
書
百
種
」（
昭
3
・
8
～
昭
4
・

8
、
大
橋
図
書
館
・
帝
国
図
書
館
・
日
比
谷
図
書
館
調
査

（
（6
（

）

【
岩
波
書
店
】
3
点
…
…
①
田
中
耕
太
郎
（
著
）『
商
法
研
究
（
第
一

巻
）』（
昭
4
・
6
）、
❷
石
原
純
（
著
）『
自
然
科
学
概
論
（
科
学

叢
書
・
第
六
編
）』（
昭
4
・
3
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
1
❷
〕、
③
藤

井
厚
二
（
著
）『
日
本
の
住
宅
』（
昭
3
・
12
）（

（6
（

【
有
斐
閣
】
1
点
…
…
①
牧
野
英
一
（
著
）『
刑
法
に
於
け
る
重
点
の

変
遷
』（
昭
4
・
6
）

【
日
本
評
論
社
】
2
点
…
…
①
下
村
宏
（
著
）『
新
聞
常
識
』（
昭
4
・

2
）〔518

〕、
②
永
井
亨
（
著
）『
日
本
国
体
論
』（
昭
3
・
8
）〔472

〕

(ii)　
「
精
読
さ
れ
た
新
刊
図
書
二
十
種
」（
昭
3
・
8
～
昭
4
・
8
、

大
橋
図
書
館
・
帝
国
図
書
館
・
日
比
谷
図
書
館
調
査

（
（6
（

）

【
岩
波
書
店
】
1
点
…
…
①
中
田
薫
（
編
）『
宮
崎
〔
道
三
郎
〕
先
生

法
制
史
論
集
』（
昭
4
・
6
）

【
有
斐
閣
】
1
点
…
…
①
滝
川
政
次
郎
（
著
）『
日
本
法
制
史
』（
昭

3
・
11
）

【
日
本
評
論
社
】
1
点
…
…
①
牧
野
輝
智
（
著
）『
貨
幣
学
の
実
証
的

研
究
』（
昭
4
・
7
）〔557

〕

7　

昭
和
五
年
図
書
館
週
間

(i)　
「
読
ま
れ
た
本
」（
昭
4
・
8
～
昭
5
・
8
、
大
橋
図
書
館
調
査
）

全
81
点

（
（6
（

【
岩
波
書
店
】
2
点
…
…
①
掛
谷
宗
一
（
著
）『
一
般
函
数
論
』（
昭

5
・
7
）、
②
我
妻
栄
（
著
）『
民
法
総
則
』（
昭
5
・
5
）

【
有
斐
閣
】
1
点
…
…
❶
穂
積
重
遠
（
著
）『
民
法
総
論
（
改
訂
版
）』

（
昭
5
・
3
）〔
１
（
２
）
イ
７
(ii)
❶
〕

【
日
本
評
論
社
】
1
点
…
…
❶
鶴
見
祐
輔
（
著
）『
自
由
人
の
旅
日
記
』

（
昭
5
・
2
）〔627

〕〔
１
（
２
）
イ
７
(iii)
❶
〕

(ii)　
「
売
れ
た
本
」（
昭
4
・
8
～
昭
5
・
8
、
巌
松
堂
・
三
省
堂
・

富
山
房
・
丸
善
調
査
）
全
80
点

（
（6
（

【
岩
波
書
店
】
2
点
…
…
❶
石
井
菊
次
郎
（
著
）『
外
交
余
録
』（
昭

5
・
6
）〔
１
（
１
）イ
Ａ
1
③
〕、
②
末
川
博（
編
）『
六
法
全
書（
昭

和
五
年
版
）』（
昭
5
・
2
）

【
有
斐
閣
】
1
点
…
…
❶
穂
積
重
遠
（
著
）『
民
法
総
論
（
改
訂
版
）』

（
昭
5
・
3
）〔
１
（
２
）
イ
７
(i)
❶
〕

【
日
本
評
論
社
】
1
点
…
…
❶
大
森
洪
太
（
著
）『
裁
判
夜
話
』（
昭

5
・
5
）〔653

〕〔
１
（
２
）
イ
７
(iii)
❹
〕

(iii)　
「
最
も
多
く
読
ま
れ
た
新
刊
図
書
百
五
十
一
種
」（
昭
4
・
9
～

昭
5
・
9
、
東
京
市
立
図
書
館
調
査

（
（6
（

）
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【
岩
波
書
店
】
1
点
…
…
①
大
島
亮
吉
（
著
）『
山
―
―
研
究
と
随
想
』

（
昭
5
・
3
）

【
日
本
評
論
社
】
5
点
…
…
①
滝
本
誠
一
（
著
）『
乞
食
袋
』（
昭
4
・

12
）〔609

〕、
②
下
村
宏（
著
）『
鯖
を
読
む
話
』（
昭
4
・
8
）〔563

〕、

❸
鶴
見
祐
輔
（
著
）『
自
由
人
の
旅
日
記
』（
昭
5
・
2
）〔627

〕〔
１

（
２
）
イ
７
(i)
❶
〕、
❹
大
森
洪
太
（
著
）『
裁
判
夜
話
』（
昭
5
・

5
）〔653

〕〔
１
（
２
）
イ
７
(ii)
❶
〕、
⑤
白
柳
秀
湖
（
著
）『
続
・

財
界
太
平
記
』（
昭
5
・
5
）〔654

〕

(iv)　
「
精
読
さ
れ
た
新
刊
書
五
十
九
種
」（
昭
4
・
9
～
昭
5
・
9
、

日
比
谷
図
書
館
調
査

（
（6
（

）

【
岩
波
書
店
】
7
点
…
…
①
西
田
幾
多
郎
（
著
）『
一
般
者
の
自
覚
的

体
系
』（
昭
5
・
1
）、
❷
西
晋
一
郎
（
著
）『
実
践
哲
学
概
論
』（
昭

5
・
8
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
1
❶
〕、
③
野
上
豊
一
郎
（
著
）『
能

―
―
研
究
と
発
見
』（
昭
5
・
2
）、
④
内
田
実
（
著
）『
広
重
』（
昭

5
・
4
）、
❺
津
田
左
右
吉
（
著
）『
日
本
上
代
史
研
究
』（
昭
5
・

4
）〔
２
Ａ
�
〕、
⑥
植
木
直
一
郎
（
著
）『
御
成
敗
式
目
研
究
』（
昭

5
・
6
）、
⑦
羽
仁
五
郎（
著
）『
佐
藤
信
淵
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』

（
昭
4
・
9
）

8　

昭
和
六
年
図
書
館
週
間

(i)　
「
最
も
多
く
読
ま
れ
た
新
刊
書
九
十
九
種
」（
昭
5
・
9
～
昭

6
・
9
、
東
京
市
図
書
館
調
査

（
（6
（

）

【
岩
波
書
店
】
1
点
…
…
①
島
崎
藤
村
（
著
）『
市
井
に
あ
り
て
』（
昭

5
・
10
）

【
日
本
評
論
社
】
2
点
…
…
❶
末
弘
厳
太
郎
（
著
）『
法
窓
雑
話
』（
昭

5
・
10
）〔678

〕〔
２
Ｃ
⓯
〕、
②
鶴
見
祐
輔
（
著
）『
現
代
米
国
論
』

（
昭
6
・
5
）〔745

〕

(ii)　
「
最
も
多
く
読
ま
れ
た
図
書
八
十
種
」（
昭
5
・
8
～
昭
6
・

9
、
大
橋
図
書
館
調
査

（
（6
（

）

【
岩
波
書
店
】
3
点
…
…
①
谷
川
徹
三
（
著
）『
生
活
・
哲
学
・
芸
術
』

（
昭
5
・
9
）、
②
国
際
ヘ
ー
ゲ
ル
連
盟
日
本
支
部
（
編
）『（
百
周

忌
記
念
）
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
』（
昭
6
・
5
）、
❸
坂
口

昂
（
著
）『
世
界
史
論
講
』（
昭
6
・
6
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
2
❺
・

１
（
２
）
イ
８
(iii)
❷
・
１
（
２
）
ウ
1
❸
〕

【
有
斐
閣
】
4
点
…
…
①
山
崎
覚
次
郎
（
著
）『
経
済
原
論
（
全
訂
改

版
）』（
昭
6
・
4
）、
②
佐
藤
丑
次
郎
（
著
）『
帝
国
憲
法
講
義
』

（
昭
6
・
5
）、
③
美
濃
部
達
吉
（
著
）『
行
政
法
撮
要
（
上
巻
）（
改

訂
増
補
第
三
版
）』（
昭
6
・
4
）、
④
牧
野
英
一
（
著
）『
日
本
刑

法
（
増
補
改
訂
）』（
昭
6
・
4
）

【
日
本
評
論
社
】
1
点
…
…
①
ク
ラ
ウ
ゼ
ン
（
著
）・
和
田
英
作
＝
岩

井
尊
人
（
訳
編
）『
絵
画
の
制
作
と
鑑
賞
』（
昭
6
・
8
）〔756

〕

(iii)　
「
精
読
さ
れ
た
新
刊
図
書
五
十
種
」（
昭
5
・
9
～
昭
6
・
9
、

東
京
市
図
書
館
調
査

（
（6
（

）
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【
岩
波
書
店
】
4
点
…
…
①
紀
平
正
美
（
著
）『
日
本
精
神
』（
昭
5
・

9
）、
❷
坂
口
昂
（
著
）『
世
界
史
論
講
』（
昭
6
・
6
）〔
１
（
１
）

イ
Ａ
2
❺
・
１
（
２
）
イ
８
(ii)
❸
・
１
（
２
）
ウ
1
❸
〕、
❸
黒

板
勝
美
（
著
）『
国
史
の
研
究
（
総
説
）（
更
訂
）』（
昭
6
・
8
）

〔
１
（
１
）
イ
Ａ
6
❷
・
１
（
２
）
イ
９
(ii)
❸
・
１
（
２
）
ウ
6
❸
〕、

④
セ
ジ
イ
ク
・
タ
イ
ラ
ア
（
著
）・
土
屋
忠
＝
山
本
修
（
訳
）『
自

然
科
学
史
』（
昭
5
・
9
）

9　

昭
和
七
年
図
書
館
週
間

(i)　
「
最
も
多
く
読
ま
れ
た
新
刊
図
書
」（
昭
6
・
9
～
昭
7
・
9
、

東
京
市
立
図
書
館
調
査
）
全
112
点

（
（7
（

【
岩
波
書
店
】
1
点
…
…
①
田
辺
元
（
著
）『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
弁
証

法
』（
昭
7
・
1
）

【
日
本
評
論
社
】
7
点
…
…
①
河
合
栄
治
郎
（
著
）『
大
学
生
活
の
反

省
』（
昭
6
・
12
）〔790

〕、
②
末
弘
厳
太
郎
（
著
）『
民
法
雑
考
』（
昭

7
・
4
）〔800

〕、
❸
穂
積
重
遠
（
著
）『
判
例
百
話
―
―
法
学
入
門
』

（
昭
7
・
3
）〔796

〕〔
１
（
１
）
イ
Ａ
2
❶
・
１
（
２
）
ウ
2
❶
〕、

④
室
伏
高
信
（
著
）『
中
間
階
級
の
社
会
学
』（
昭
7
・
6
）〔809

〕、

❺
永
田
美
那
子
（
著
）『
男
装
従
軍
記
』（
昭
7
・
7
）〔813

〕〔
３

Ｃ
❹
〕、
❻
平
田
晋
策
（
著
）『
陸
軍
読
本
』（
昭
7
・
1
）〔791

〕〔
３

Ｃ
⓮
〕、
⑦
平
田
晋
策
（
著
）『
海
軍
読
本
』（
昭
7
・
4
）〔802

〕

(ii)　
「〔
東
京
〕
市
立
図
書
館
推
薦
図
書
」（
昭
6
・
9
～
昭
7
・
9
）

全
36
点

（
（7
（

【
岩
波
書
店
】
7
点
…
…
①
小
倉
金
之
助
（
著
）『
数
学
教
育
史
―
―

一
つ
の
文
化
形
態
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
』（
昭
7
・
6
）、
②
土

屋
文
明
（
著
）『
万
葉
集
年
表
』（
昭
7
・
4
）、
❸
黒
板
勝
美
（
著
）

『
更
訂
・
国
史
の
研
究
（
各
説
上
）』（
昭
7
・
6
）〔
１
（
１
）
イ

Ａ
6
❷
・
１
（
２
）
イ
８
(iii)
❸
・
１
（
２
）
ウ
6
❸
〕、
④
宮
本

仲
（
著
）『
佐
久
間
象
山
』（
昭
7
・
2
）、
⑤
石
河
幹
明
（
著
）『
福

沢
諭
吉
伝
（
第
一
巻
）
～
（
第
四
巻
）』（
昭
7
・
4
～
昭
7
・
7
）、

⑥
田
中
耕
太
郎
（
著
）『
世
界
法
の
理
論
（
第
一
巻
）』（
昭
7
・
2
）、

⑦
竹
内
孝
一
郎
（
著
）『
航
空
力
学
と
飛
行
機
の
設
計
』（
昭
6
・

12
）

【
日
本
評
論
社
】
1
点
…
…
①
下
条
康
麿
（
著
）『
社
会
政
策
の
理
論

と
施
設
』（
昭
6
・
9
）〔763

〕

10　

昭
和
八
年
図
書
館
週
間

(i)　
「
最
も
多
く
読
ま
れ
た
新
刊
図
書
」（
昭
7
・
9
～
昭
8
・
9
、

日
比
谷
図
書
館
調
査
）
全
100
点

（
（7
（

【
岩
波
書
店
】
4
点
…
…
❶
小
泉
信
三
（
著
）『
師
・
友
・
書
籍
―
―

私
の
評
論
集
』（
昭
8
・
6
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
3
❶
・
１
（
２
）

ウ
3
❼
〕、
②
徳
富
健
次
郎
（
著
）『
み
み
ず
の
た
は
こ
と
』（
昭

8
・
5
）、
❸
奥
村
鶴
吉（
編
）『
野
口
英
世
』（
昭
8
・
7
）〔
１（
２
）

ウ
3
❷
〕、
④
ラ
ッ
セ
ル
＝
デ
ュ
ガ
ン
＝
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（
著
）・
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鈴
木
敬
信
（
訳
）『
天
文
学
』（
昭
7
・
12
）

【
日
本
評
論
社
】
4
点
…
…
❶
長
守
善
（
著
）『
ナ
チ
ス
―
―
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
運
動
・
思
想
・
政
策
』（
昭
8
・
4
）〔849

〕〔
１
（
２
）
ウ

3
❷
〕、
②
大
森
洪
太
（
著
）『
裁
判
綺
聞
』（
昭
8
・
5
）〔857

〕、

❸
小
川
太
一
郎
（
著
）『
航
空
読
本
』（
昭
7
・
11
）〔822

〕〔
１
（
１
）

イ
Ａ
3
❶
・
１
（
２
）
ウ
2
❸
・
１
（
２
）
ウ
8
❹
・
３
Ｃ
❽
〕、

④
楢
崎
敏
雄
（
著
）『
空
中
戦
争
論
』（
昭
8
・
3
）〔845

〕

な
お
、
昭
和
九
年
以
降
、
右
の
よ
う
な
東
京
市
立
図
書
館
（
＝
日

比
谷
図
書
館
）
等
の
調
査
結
果
や
推
薦
図
書
を
公
表
し
た
資
料
は
、

管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
登
場
し

た
の
が
、
次
述
ウ
の
日
本
図
書
館
協
会
推
薦
図
書
で
あ
る
。

ウ　

日
本
図
書
館
協
会
推
薦
図
書

日
本
図
書
館
協
会
に
よ
る
新
刊
図
書
の
選
定
は
、
大
正
三
年
よ
り

行
わ
れ
て
い
た
が

（
（7
（

、
昭
和
六
年
七
月
よ
り
、
文
部
省
の
援
助
の
下
に
、

毎
月
一
回
調
査
委
員
会
を
開
催
し
て
社
会
教
育
上
裨
益
あ
る
図
書
の

推
薦
を
行
う
よ
う
に
な
る（
前
記（
１
）イ
文
部
省
推
薦
図
書
や（
１
）

ウ
社
会
教
育
研
究
会
「
良
書
推
薦
」
と
同
一
趣
旨
の
企
画
で
あ
る
）。

結
果
は
、
図
書
館
雑
誌
二
五
年〔
巻
〕九
号（
昭
6
・
9
）以
下
の「
本

協
会
推
薦
図
書
」
欄
（
二
八
年
〔
巻
〕
二
号
（
昭
9
・
2
）
よ
り
附

録
「
読
書
」
と
な
り
、「
社
会
教
育
」
誌
の
附
録
と
し
て
も
頒
布
さ

れ
た
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
年
度
（
四
月
～
三
月
）
単
位
で

「
良
書
百
選
」
と
題
す
る
目
録
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で

（
（7
（

、
以
下

で
は
「
良
書
百
選
」
か
ら
関
係
図
書
を
抜
き
出
し
て
お
く
。

1　

第
一
輯
（
昭
6
・
7
～
昭
7
・
3
）

【
岩
波
書
店
】
5
点
…
…
①
天
野
貞
祐
（
編
集
代
表
）『（
朝
永
〔
三

十
郎
〕
博
士
還
暦
記
念
）
哲
学
論
文
集
』（
昭
6
・
4
）、
❷
浜
岡

青
陵
（
著
）『
天
正
遣
欧
使
節
記
』（
昭
6
・
4
）〔
１
（
１
）
イ

Ａ
2
❻
〕、
❸
坂
口
昂
（
著
）『
世
界
史
論
講
』（
昭
6
・
6
）〔
１

（
１
）
イ
Ａ
2
❺
・
１
（
２
）
イ
８
(ii)
❸
・
１
（
２
）
イ
８
(iii)
❷
〕、

❹
斉
藤
博（
著
）『
マ
ク
ド
ー
ナ
ル
ド
―
―
イ
ギ
リ
ス
労
働
宰
相
伝
』

（
昭
6
・
2
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
2
❹
〕、
⑤
築
地
藤
子
（
著
）『（
歌

集
）
椰
子
の
葉
』（
昭
6
・
7
）

【
日
本
評
論
社
】
2
点
…
…
❶
穂
積
重
遠
（
著
）『
民
法
読
本
』（
昭

6
・
10
）〔772

〕〔
１
（
１
）
ア
❸
〕、
②
勝
本
正
晃
（
著
）『
法

学
挿
話
』（
昭
6
・
10
）〔770

〕

2　

第
二
輯
（
昭
7
・
4
～
昭
8
・
3
）

【
岩
波
書
店
】7
点
…
…
①
亀
井
高
孝
＝
野
上
豊
一
郎
＝
石
原
純（
編
）

『
岩
波
西
洋
人
名
辞
典
』（
昭
7
・
12
）、
②
ス
ワ
ン
テ
・
ア
ー
レ

ニ
ウ
ス
（
著
）・
寺
田
寅
彦
（
訳
）『
史
的
に
見
た
る
科
学
的
宇
宙

観
の
変
遷
』（
昭
6
・
10
）、
③
藤
原
咲
平（
著
）『
雲
を
掴
む
話
』（
昭

7
・
4
）、
❹
加
藤
元
一
（
著
）『
日
常
生
活
の
生
理
学
』（
昭
7
・

9
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
2
❸
〕、
❺
阿
部
能
成
（
著
）『
青
丘
雑
記
』

（86－１－123）
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（
昭
7
・
9
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
2
❷
〕、
❻
吉
村
冬
彦
〔
＝
寺
田

寅
彦
〕（
著
）『
続
・
冬
彦
集
』（
昭
7
・
6
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
2
❶
〕、

⑦
リ
カ
ル
ド
・
フ
ー
フ
（
著
）・
北
遥
文
（
訳
）『
独
逸
浪
漫
派
』（
昭

8
・
1
）

【
日
本
評
論
社
】
4
点
…
…
❶
穂
積
重
遠
（
著
）『
判
例
百
話
―
―
法

学
入
門
』（
昭
7
・
3
）〔796

〕〔
１
（
１
）
イ
Ａ
2
❶
・
１
（
２
）

イ
9 

(i)
❸
〕、
②
大
平
久
（
著
）『
法
律
相
談
』（
昭
7
・
12
）〔826

〕、

❸
小
川
太
一
郎
（
著
）『
航
空
読
本
』（
昭
7
・
11
）〔822

〕〔
１
（
１
）

イ
Ａ
3
❶
・
１
（
２
）
イ
10 
(i)
❸
・
１
（
２
）
ウ
8
❹
・
３
Ｃ
❽
〕、

④
杉
村
広
太
郎
〔
楚
人
冠
〕（
著
）『
続
・
湖
畔
吟
』（
昭
7
・
6
）

〔811

〕

3　

第
三
輯
（
昭
8
・
4
～
昭
9
・
3
）

【
岩
波
書
店
】
7
点
…
…
①
武
者
小
路
実
篤
（
著
）『
論
語
私
感
』（
昭

8
・
10
）、
❷
奥
村
鶴
吉
（
編
）『
野
口
英
世
』（
昭
8
・
7
）〔
１

（
２
）
イ
10 

(i)
❸
〕、
③
上
原
秋
三
（
著
）『
改
正
恩
給
法
精
解
（
附
・

旧
法
令
解
説
）』（
昭
8
・
12
）、
❹
下
村
寿
一
（
著
）『
教
育
行
政

撮
要
』（
昭
8
・
4
）〔
１
（
２
）
ウ
7
❽
〕、
⑤
大
塚
保
治
（
著
）

『
美
学
及
芸
術
論
（
大
塚
博
士
講
義
集
一
）』（
昭
8
・
5
）、
❻
小

宮
豊
隆
（
著
）『
芭
蕉
の
研
究
』（
昭
8
・
10
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ

3
❷
〕、
❼
小
泉
信
三
（
著
）『
師
・
友
・
書
籍
―
―
私
の
評
論
集
』

（
昭
8
・
6
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
3
❶
・
１
（
２
）
イ
10 

(i)
❶
〕

【
日
本
評
論
社
】
3
点
…
…
①
本
位
田
祥
男
（
著
）『
欧
洲
の
憶
ひ
出
』

（
昭
8
・
5
）〔861

〕、
❷
長
守
善
（
著
）『
ナ
チ
ス
―
―
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

運
動
・
思
想
・
政
策
』（
昭
8
・
4
）〔849

〕〔
１
（
２
）
イ
10 

(i)

❶
〕、
③
柳
沢
健
（
著
）『
日
本
発
見
』（
昭
8
・
8
）〔876

〕

4　

第
四
輯
（
昭
9
・
4
～
昭
10
・
3
）

【
岩
波
書
店
】
5
点
…
…
❶
斎
藤
茂
吉
（
著
）『
柿
本
人
麻
呂
（
総
説

篇
）
～
』（
昭
9
・
11
～
）〔
１
（
２
）
ウ
7
⓫
〕、
②
長
尾
美
知
（
著
）

『
乳
幼
児
の
哺
育
と
看
護
』（
昭
9
・
3
）、
③
阿
部
能
成
（
著
）『
静

夜
集
』（
昭
9
・
10
）、
④
中
村
憲
吉
（
著
）『
軽
雷
集
以
後
』（
昭

9
・
11
）、
⑤
松
岡
譲
（
著
）『
漱
石
先
生
』（
昭
9
・
11
）

【
日
本
評
論
社
】2
点
…
…
①
土
方
成
美（
著
）『
国
民
経
済
読
本
』（
昭

9
・
5
）〔931

〕、
②
近
藤
康
男
（
著
）『
農
村
経
済
の
諸
問
題
』（
昭

9
・
11
）〔965

〕

5　

第
五
輯
（
昭
10
・
4
～
昭
11
・
3
）

【
岩
波
書
店
】
11
点
…
…
❶
和
辻
哲
郎
（
著
）『
続
・
日
本
精
神
史
研

究
』（
昭
10
・
9
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
5
❶
〕、
❷
和
辻
哲
郎
（
著
）

『
風
土
（
人
間
学
的
考
察
）』（
昭
10
・
9
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
5
❷
〕、

③
武
者
小
路
実
篤
（
著
）『
人
類
の
意
志
に
就
て
』（
昭
10
・
7
）、

④
石
河
幹
明（
著
）『
福
澤
諭
吉
』（
昭
10
・
3
）、
❺
笠
間
杲
雄（
著
）

『
沙
漠
の
国
』（
昭
10
・
6
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
5
❸
〕、
⑥
三
谷
隆

正
（
著
）『
法
律
哲
学
原
理
』（
昭
10
・
10
）、
⑦
藤
原
咲
平
（
著
）
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『
天
文
や
気
象
の
話
』（
昭
10
・
7
）、
⑧
小
宮
豊
隆
（
著
）『
能
と

歌
舞
伎
』（
昭
10
・
1
）、
⑨
野
上
豊
一
郎
（
著
）『
能
の
再
生
』（
昭

10
・
1
）、
⑩
中
勘
助
（
著
）『
母
の
死
』（
昭
10
・
4
）、
⑪
土
井

光
知
（
著
）『
英
文
学
の
感
覚
』（
昭
10
・
9
）

【
有
斐
閣
】
1
点
…
…
①
牧
野
英
一
（
著
）『
法
律
に
お
け
る
倫
理
と

技
術
』（
昭
和
9
・
5
）

【
日
本
評
論
社
】
7
点
…
…
❶
圭
室
諦
成
（
著
）『
道
元
（
日
本
仏

教
聖
者
伝
8
）』（
昭
10
・
7
）〔1034

〕〔
１
（
１
）
イ
Ａ
5
❶
〕、

②
室
伏
高
信
（
著
）『
支
那
游
記
』（
昭
10
・
9
）〔1039

〕、
❸
吉

野
信
次
（
著
）『
日
本
工
業
政
策
』（
昭
10
・
2
）〔988

〕〔
１
（
１
）

イ
Ａ
5
❸
〕、
❹
佐
佐
木
信
綱
（
著
）『
万
葉
読
本
』（
昭
10
・
11
）

〔1049

〕〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
１
(ii)
❶
〕、
⑤
高
浜
虚
子
（
著
）『
俳
句

読
本
』（
昭
10
・
10
）〔1047

〕、
⑥
杉
村
楚
人
冠
（
著
）『
山
中
説
法
』

（
昭
10
・
7
）〔1029

〕、
⑦
杉
村
楚
人
冠
（
著
）『
続
々
・
湖
畔
吟
』

（
昭
10
・
6
）〔1023

〕

6　

第
六
輯
（
昭
11
・
4
～
昭
12
・
3
）

【
岩
波
書
店
】
13
点
…
…
❶
橋
田
邦
彦
（
著
）『
空
月
集
』（
昭
11
・

11
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
6
❶
〕、
②
佐
藤
得
二
（
著
）『
仏
教
の
日

本
的
展
開
』（
昭
11
・
9
）、
❸
黒
板
勝
美
（
著
）『
更
訂
・
国
史

の
研
究
（
総
説
）（
各
説
上
）（
各
説
下
）』（
昭
11
・
6
、
昭
11
・

9
、
昭
11
・
5
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
6
❷
・
１
（
２
）
イ
８
(iii)
❸
・

１
（
２
）
イ
９
(ii)
❸
〕、
④
小
堀
杏
奴
（
著
）『
晩
年
の
父
』（
昭

11
・
2
）、
⑤
矢
内
原
忠
雄
（
著
）『
民
族
と
平
和
』（
昭
11
・
6
）、

❻
穂
積
陳
重
（
著
）『
続
・
法
窓
夜
話
』（
昭
11
・
2
）〔
１
（
１
）

イ
Ａ
6
❸
〕、
⑦
岡
崎
義
恵
（
著
）『
日
本
文
芸
学
』（
昭
10
・
12
）、

⑧
谷
川
徹
三
（
著
）『
文
学
の
周
囲
』（
昭
11
・
2
）、
⑨
小
泉
信

三
（
著
）『
学
窓
雑
記
』（
昭
11
・
7
）、
⑩
木
下
杢
太
郎
（
著
）『
芸

林
間
歩
』（
昭
11
・
6
）、
⑪
入
沢
達
吉
（
著
）『
随
筆
・
楓
荻
集
』（
昭

11
・
8
）、
⑫
辻
二
郎
（
著
）『
偏
光
鏡
』（
昭
11
・
12
）、
⑬
島
崎

藤
村
（
著
）『
桃
の
雫
』（
昭
和
11
・
6
）

【
日
本
評
論
社
】
6
点
…
…
①
宇
井
伯
寿
（
著
）『
印
度
哲
学
史
』（
昭

11
・
2
）〔1071

〕、
❷
佐
々
井
信
太
郎
（
著
）『
二
宮
尊
徳
伝
』（
昭

10
・
6
）〔1021

〕〔
１
（
１
）
イ
Ａ
5
❷
〕、
③
室
伏
高
信
（
著
）

『
南
進
論
』（
昭
11
・
7
）〔1105

〕、
❹
尾
高
朝
雄
（
著
）『
法
哲
学
』

（
昭
10
・
12
）〔1054

〕〔
１
（
１
）
イ
Ａ
6
❶
・
１
（
２
）
ウ
7
❷
〕、

❺
鈴
木
梅
太
郎
＝
井
上
兼
雄
（
著
）『
栄
養
読
本
』（
昭
11
・
7
）

〔1102

〕〔
１
（
１
）
イ
Ａ
6
❷
・
１
（
１
）
エ
Ｂ
５
(i)
❸
〕、
❻
鈴

木
利
貞〔
河
合
栄
治
郎
〕（
編
）『
学
生
と
教
養
』（
昭
11
・
12
）〔1130

〕

〔
１
（
１
）
イ
Ａ
7
❶
〕

7　

第
七
輯
（
昭
12
・
4
～
昭
13
・
3
）

【
岩
波
書
店
】
13
点
…
…
①
西
田
幾
多
郎
（
著
）『
続
・
思
想
と
体
験
』

（
昭
12
・
5
）、
②
村
田
勤
＝
鈴
木
龍
司
（
著
）『
子
を
喪
へ
る
親

（86－１－125）
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の
心
』（
昭
12
・
3
）、
③
小
林
勇
（
著
）『
回
想
の
寺
田
寅
彦
』（
昭

12
・
9
）、
❹
玖
村
敏
雄
（
著
）『
吉
田
松
陰
』（
昭
11
・
12
）、
⑤

尾
高
朝
雄
（
著
）『
国
家
構
造
論
』（
昭
11
・
12
）、
⑥
立
作
太
郎

（
著
）『
現
実
国
際
法
諸
問
題
』（
昭
12
・
6
）、
⑦
阿
部
重
孝
（
著
）

『
教
育
改
革
論
』（
昭
12
・
4
）、
❽
下
村
寿
一
（
著
）『
教
育
行
政

撮
要
（
改
訂
版
）』（
昭
12
・
9
）〔
１
（
２
）
ウ
4
❹
〕、
⑨
岡
田

武
松
（
著
）『
続
・
測
候
瑣
談
』（
昭
12
・
8
）、
❿
関
野
貞
（
著
）『
日

本
建
築
史
講
話
』（
昭
12
・
7
）〔
１
（
１
）
イ
Ａ
7
❶
〕、
⓫
斉

藤
茂
吉
（
著
）『
柿
本
人
麻
呂
（
評
釈
篇
・
巻
之
上
）』（
昭
12
・

5
）〔
１
（
２
）
ウ
4
❶
〕、
⑫
阿
部
次
郎
（
著
）『
秋
窓
記
』（
昭

12
・
10
）、
⑬
和
辻
哲
郎
（
著
）『
面
と
ペ
ル
ソ
ナ
』（
昭
12
・
12
）

【
日
本
評
論
社
】
4
点
…
…
①
塩
入
亮
忠
（
著
）『
伝
教
大
師
』（
昭

12
・
5
）〔1163

〕、
❷
尾
高
朝
雄
（
著
）『
改
訂
・
法
哲
学
』（
昭

12
・
11
）〔1207

〕〔
１
（
１
）
イ
Ａ
6
❶
・
１
（
２
）
ウ
6
❹
〕、

③
波
多
野
鼎
（
著
）『
経
済
学
入
門
』（
昭
12
・
2
）〔1144
〕、
❹

佐
藤
信
衛
（
著
）『
近
代
科
学
』（
昭
12
・
9
）〔1195

〕〔
１
（
１
）

イ
Ａ
7
❷
〕

8　

第
八
輯
（
昭
和
13
・
4
～
昭
14
・
3
）

【
岩
波
書
店
】7
点
…
…
①
田
辺
元（
著
）『
哲
学
と
科
学
と
の
間
』（
昭

12
・
11
）、
②
津
田
左
右
吉
（
著
）『
支
那
思
想
と
日
本
』（
昭
13
・

11
）（

（7
（

、
❸
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
（
著
）・
小
塚
新
一

郎
（
訳
）『
文
化
哲
学
の
諸
問
題
』（
昭
12
・
10
）〔
１
（
１
）
イ

Ａ
8
❶
〕、
④
中
谷
宇
吉
郎
（
著
）『
冬
の
華
』（
昭
13
・
9
）、
❺

小
宮
豊
隆（
著
）『
夏
目
漱
石
』（
昭
13
・
7
）〔
１（
１
）イ
Ａ
8
❷
〕、

⑥
山
本
有
三
（
著
）『
戦
争
と
二
人
の
婦
人
』（
昭
13
・
4
）、
⑦

大
沢
章
（
著
）『
丘
の
書
』（
昭
13
・
7
）

【
日
本
評
論
社
】
5
点
…
…
①
伍
堂
卓
雄
（
著
）『
伸
び
ゆ
く
独
逸
―

―
ナ
チ
ス
経
済
の
実
相
を
視
る
』（
昭
13
・
10
）〔1281

〕、
❷
青

木
保
（
著
）『
兵
器
読
本
』（
昭
12
・
10
）〔1201

〕〔
３
Ｃ
❾
〕、
❸

大
久
保
弘
一
（
著
）『
陸
軍
読
本
』（
昭
13
・
5
）〔1236

〕〔
１
（
１
）

イ
Ａ
8
❷
・
３
Ｃ
❻
〕、
❹
小
川
太
一
郎
（
著
）『
航
空
読
本
（
改

訂
版
）』（
昭
13
・
2
）〔1222

〕〔
１
（
１
）
イ
Ａ
3
❶
・
１
（
２
）

イ
10 

(i)
❸
・
１
（
２
）
ウ
2
❸
・
３
Ｃ
❽
〕

9　

第
九
輯
（
昭
14
・
4
～
昭
15
・
3
）

【
岩
波
書
店
】
29
点
…
…
①
林
達
夫
（
著
）『
思
想
の
運
命
』（
昭
14
・

7
）、
②
武
内
義
雄
（
著
）『
儒
教
の
精
神
』（
昭
14
・
11
）、
❸

金
倉
円
照
（
著
）『
印
度
古
代
精
神
史
』（
昭
14
・
1
）〔
１
（
１
）

エ
Ｂ
４
(ii)
❸
〕、
④
笠
間
杲
雄
（
著
）『
回
教
徒
』（
昭
14
・
4
）、

❺
田
辺
元
（
著
）『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』（
昭
14
・
5
）〔
１

（
１
）
エ
Ｂ
２
(ii)
❶
〕、
⑥
長
与
善
郎
（
著
）『
大
帝
康
煕
』（
昭

13
・
12
）、
❼
幸
田
露
伴
（
著
）『
渋
沢
栄
一
伝
』（
昭
14
・
6
）

〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
２
(i)
❸
〕、
❽
小
泉
丹
（
著
）『
野
口
英
世
』（
岩
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波
新
書
、
昭
14
・
7
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
２
(i)
❹
〕、
⑨
木
下
杢
太

郎
（
著
）『
其
国
其
俗
記
』（
昭
14
・
3
）、
⑩
ヴ
ォ
ド
ビ
ャ
ー
ノ

フ
（
著
）・
米
川
正
夫
（
訳
）『
北
極
飛
行
』（
昭
14
・
7
）、
⑪
高

田
保
馬
（
著
）『
東
亜
民
族
論
』（
昭
14
・
6
）、
⑫
長
田
新
（
著
）『
新

知
育
論
』（
昭
14
・
3
）、
⑬
天
野
貞
祐
（
著
）『
学
生
に
与
ふ
る
書
』

（
昭
14
・
8
）、
⓮
本
間
順
治
（
著
）『
日
本
刀
』（
昭
14
・
5
）〔
１

（
１
）エ
Ｂ
２
(i)
❶
〕、
⑮
橋
田
邦
彦（
著
）『
行
と
し
て
の
科
学
』（
昭

14
・
3
）、
⓰
辻
二
郎
（
著
）『
単
色
燈
』（
昭
14
・
10
））〔
１
（
１
）

エ
Ｂ
３
(i)
❸
〕、
⓱
ド
ゥ
・
ブ
ロ
イ
（
著
）・
河
野
与
一
（
訳
）『
物

質
と
光
（
上
巻
）（
下
巻
）』（
昭
14
・
7
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
３
(i)
❷
〕、

⓲
宇
田
道
隆
（
著
）『
海
』（
昭
14
・
5
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
１
(i)
❷
〕、

⓳
中
谷
宇
吉
郎
（
著
）『
雷
』（
岩
波
新
書
、
昭
14
・
9
）〔
１
（
１
）

エ
Ｂ
３
(i)
❶
〕、
⓴
ア
ー
チ
バ
ル
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
（
著
）・
平
山
復

二
郎
（
訳
）『
ト
ン
ネ
ル
の
話
』（
昭
14
・
6
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ

２
(i)
❺
〕、
�
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
（
著
）・
篠
田
英
雄
（
訳
）『
日

本
美
の
再
発
見
―
―
建
築
学
的
考
察
』（
昭
14
・
6
）〔
１
（
１
）

エ
Ｂ
２
(i)
❷
〕、
㉒
小
倉
金
之
助
（
著
）『
家
計
の
数
学
』（
昭
13
・

11
）、
㉓
小
山
内
薫
（
著
）・
北
村
喜
八
（
補
）『
芝
居
入
門
』（
昭

14
・
10
）、
㉖
片
岡
良
一
（
著
）『
近
代
日
本
の
作
家
と
作
品
』（
昭

14
・
11
）、
㉗
ア
ン
ド
レ
・
モ
ロ
ア
（
著
）・
河
盛
好
蔵
（
訳
）『
結

婚
・
友
情
・
幸
福
』（
昭
14
・
11
）、
�
幸
田
露
伴
（
著
）『
竹
頭
』（
昭

14
・
4
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
１
(i)
❶
〕、
�
島
崎
藤
村
（
著
）『
巡
礼
』

（
昭
15
・
2
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
４
(i)
❸
〕

【
日
本
評
論
社
】
6
点
…
…
①
牧
野
英
一
（
著
）『
急
々
如
律
令
録
』

（
昭
14
・
3
）〔1321

〕、
②
深
井
英
五
（
著
）『
人
物
と
思
想
』（
昭

14
・
3
）〔1319

〕、
❸
波
多
野
鼎
（
著
）『
統
制
経
済
講
話
』（
昭

14
・
10
）〔1372

〕〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
３
(i)
❷
・
１
（
１
）
エ
Ｂ
５

(i)
❷
〕、
④
山
田
節
男
（
著
）『
貧
苦
の
人
々
を
護
り
て
―
―
方
面

委
員
は
語
る
』（
昭
14
・
9
）〔1365

〕、
⑤
石
山
徹
郎
（
著
）『
現

代
短
歌
』（
昭
14
・
9
）〔1367

〕、
⑥
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
・
ホ
グ
ベ

ン
（
著
）・
金
野
武
雄
＝
山
崎
三
郎
（
訳
）『
百
万
人
の
数
学
（
上
巻
）

（
下
巻
）』（
昭
14
・
11
、
昭
15
・
3
）〔1379

〕〔1407

〕

だ
が
、
日
本
図
書
館
協
会
の
推
薦
図
書
の
制
度
は
、
昭
和
一
五
年

三
月
を
も
っ
て
終
了
し
た

（
（7
（

。

（
３
）　

日
本
出
版
文
化
協
会
・
日
本
出
版
会

そ
の
一
方
で
、
翌
昭
和
一
六
年
一
一
月
か
ら
は
、
日
本
出
版
文
化

協
会
に
よ
る
推
薦
図
書
の
選
定
が
開
始
さ
れ
る
。

ア　

日
本
出
版
文
化
協
会
推
薦
図
書

日
本
出
版
文
化
協
会
（「
出
版
文
協
」
あ
る
い
は
単
に
「
文
協
」

と
略
称
さ
れ
る
）
は
、
日
中
全
面
戦
争
下
の
昭
和
一
五
年
一
二
月
に

政
府
主
導
で
設
立
さ
れ
た
出
版
社
の
統
制
団
体
で
、
翌
昭
和
一
六
年

五
月
に
出
版
取
次
業
者
を
統
合
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
出
版
配
給
株

（86－１－127）
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式
会
社
（「
日
配
」）
と
と
も
に
、
出
版
用
紙
の
一
元
的
な
配
給
割

当
業
務
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
が

（
（7
（

、
こ
れ
と
抱
き
合
わ
せ
の
事
業
と

し
て
企
画
さ
れ
た
の
が
、
図
書
の
推
薦
事
業
で
あ
る
。

推
薦
図
書
は
、
読
者
対
象
別
に
五
部
に
分
け
ら
れ
（
一
般
・
教
養
・

専
門
・
青
年
・
児
童
）、
ま
た
分
野
別
に
一
一
部
門
に
分
け
ら
れ
た

（
第
一
部
〔
皇
室
・
哲
学
・
宗
教
・
教
育
〕、
第
二
部
〔
歴
史
・
地
誌
〕、

第
三
部
〔
国
家
・
社
会
〕、
第
四
部
〔
経
済
・
商
業
〕、
第
五
部
〔
理
・

工
・
農
・
医
〕、
第
六
部
〔
文
学
〕、
第
七
部
〔
語
学
〕、
第
八
部
〔
美

術
・
演
劇
・
映
画
〕、
第
九
部
〔
青
少
年
〕、
第
十
部
〔
厚
生
〕、
第

十
一
部
〔
児
童
〕）。
推
薦
委
員
は
、
情
報
局
・
文
部
省
・
陸
軍
省
・

海
軍
省
・
厚
生
省
の
各
担
当
者
、
出
版
文
協
の
理
事
の
ほ
か
、
第
一

部
は
山
県
武
夫
・
高
坂
正
顕
・
和
辻
哲
郎
・
吉
田
熊
次
・
伏
見
猛
弥
、

第
二
部
は
和
田
清
・
今
井
登
志
喜
・
板
沢
武
雄
・
田
中
啓
爾
、
第
三

部
は
田
中
耕
太
郎
・
我
妻
栄
・
戸
田
貞
三
・
木
村
亀
二
、
第
四
部
は

土
方
成
美
・
中
山
伊
知
郎
・
赤
松
要
・
高
橋
誠
一
郎
（
…
…
第
五
部

以
下
略
…
…
）
で
あ
る

（
（7
（

。

な
お
、
こ
の
推
薦
事
業
と
他
の
推
薦
制
度
と
の
関
係
に
つ
き
、
前

記
（
２
）
日
本
図
書
館
協
会
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
（7
（

。

日
本
出
版
文
化
協
会
の
図
書
推
薦
事
業
に
関
し
て
は
当
初
か
ら
彼

此
の
批
判
が
あ
っ
て
、
こ
の
協
会
に
と
っ
て
こ
の
事
業
そ
の
も
の
が

不
適
当
だ
と
す
る
も
の
す
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
文
協
は
従
来
の
推
薦

事
業
に
対
し
て
十
分
異
色
あ
る
も
の
に
す
る
と
頑
張
っ
て
き
た
。
今

そ
の
第
一
回
の
発
表
を
見
て
早
く
も
相
当
に
手
厳
し
い
批
判
も
現
は

れ
て
ゐ
る
。

確
か
に
之
だ
け
を
見
て
充
分
と
は
ど
う
し
て
も
考
へ
ら
れ
な
い
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
果
し
て
何
の
価
値
も
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ら

う
か
。
そ
れ
は
玆
に
並
べ
ら
れ
た
各
種
の
推
薦
〔
＝
前
記
（
１
）
イ

文
部
省
推
薦
図
書
・（
１
）
エ
教
学
局
推
薦
図
書
・（
２
）
ア
日
本
図

書
館
協
会
選
定
新
刊
図
書
〕
を
見
比
べ
れ
ば
自
か
ら
判
明
す
る
。

文
部
省
の
推
薦
は
国
民
の
教
育
を
目
標
と
し
て
厳
選
主
義
を
と
っ

て
ゐ
る
。
文
化
協
会
は
紙
の
統
制
を
目
指
し
て
相
当
に
厳
選
は
し
て

ゐ
る
が
、
多
少
の
缺
陥
は
見
逃
し
て
出
版
文
化
全
般
の
発
展
促
進
を

ね
ら
っ
て
ゐ
る
。
図
書
館
協
会
は
特
に
積
極
的
推
薦
を
せ
ず
愚
書
悪

書
を
排
除
す
る
の
み
で
、
図
書
館
人
の
眼
界
を
成
る
べ
く
広
く
保
持

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
。
同
一
材
料
に
よ
っ
て
文
部
省
は

国
民
の
為
に
十
部
を
選
び
、
文
化
協
会
は
出
版
界
の
為
に
三
十
部
を

採
り
、
図
書
館
協
会
は
館
界
の
為
に
二
百
部
を
掲
げ
て
ゐ
る
の
を
見

て
も
、
そ
の
立
場
は
判
然
と
し
て
ゐ
る
。

而
し
て
之
等
三
種
類
を
合
せ
報
ず
る
本
旨
の
役
目
は
一
層
そ
の
価

値
を
加
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
之
を
利
用
す
る
人
々
に

あ
っ
て
も
、
こ
の
関
係
を
明
か
に
し
て
か
か
れ
ば
一
段
と
そ
の
効
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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推
薦
図
書
は
第
一
回
（
昭
16
・
11
）
～
第
一
七
回
（
昭
18
・
3
）

の
総
計
三
四
五
点
、
選
定
さ
れ
た
出
版
社
数
は
一
五
二
社
、
そ
の
内

訳
は
以
下
の
通
り
で
、
岩
波
書
店
の
圧
勝
で
あ
る
が
、
日
本
評
論
社

も
四
位
と
大
い
に
健
闘
し
て
い
る

（
（8
（

。

1　

岩
波
書
店　
　
　
　
　
　

23
点

　

①
中
川
善
之
助
（
著
）『
身
分
法
の
総
則
的
課
題
―
―
身
分
権
及

び
身
分
行
為
』（
昭
16
・
9
）、
②
白
鳥
庫
吉
（
著
）『
西
域
史
研

究
・
上
（
白
鳥
博
士
東
洋
史
論
集
・
第
一
巻
）』（
昭
16
・
9
）〔
そ

の
後
表
彰
図
書
に
も
選
定
〕、
③
深
井
英
五
（
著
）『
回
顧
七
十
年
』

（
昭
16
・
11
）、
❹
時
枝
誠
記
（
著
）『
国
語
学
原
論
―
―
言
語
過

程
説
の
成
立
と
そ
の
展
開
』（
昭
16
・
12
）〔
そ
の
後
表
彰
図
書
に

も
選
定
〕〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
５
(iii)
❸
〕、
❺
中
谷
宇
吉
郎
（
著
）『
雷

の
話
―
―
雷
の
電
気
は
ど
う
し
て
起
る
か
（
少
国
民
の
た
め
に
）』

（
昭
16
・
12
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
５
(ii)
❸
〕、
⑥
宇
田
道
隆
（
著
）『
海

と
魚
―
―
潮
目
の
話
（
少
国
民
の
た
め
に
）』（
昭
16
・
12
）、
❼

玖
村
敏
雄
（
著
）『
吉
田
松
陰
の
思
想
と
教
育
』（
昭
17
・
2
）〔
１

（
１
）
エ
Ｂ
６
(i)
❶
・
１
（
１
）
エ
Ｂ
６
(iii)
❷
〕、
❽
有
馬
宏
（
著
）

『
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
話
（
少
国
民
の
た
め
に
）（
改
訂
版
）』（
昭

17
・
2
…
…
〔
初
版
〕
昭
16
・
12
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
５
(ii)
❷
〕、

❾
佐
佐
木
信
綱
（
著
）『
万
葉
集
の
研
究
〔
第
一
〕
仙
覚
及
び
仙

覚
以
前
の
万
葉
集
の
研
究
』（
昭
17
・
2
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
６
(ii)

❶
〕、
⑩
湯
川
秀
樹
（
著
）『
極
微
の
世
界
』（
昭
17
・
2
）、
⑪
武

田
軍
治
（
著
）『
地
下
水
利
用
権
論
』（
昭
17
・
3
）、
⓬
高
坂
正

顕
（
著
）『
民
族
の
哲
学
』（
昭
17
・
4
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
６
(i)
❷
〕、

⑬
尾
高
朝
雄
（
著
）『（
京
城
帝
国
大
学
法
学
会
叢
刊
7
）
実
定

法
秩
序
論
』（
昭
17
・
3
）、
⑭
幸
田
成
友
（
著
）『
日
欧
通
交
史
』

（
昭
17
・
6
）、
⑮
武
藤
勝
彦
（
著
）『
地
図
の
話
（
少
国
民
の
た

め
に
）』（
昭
17
・
6
）、
⓰
和
辻
哲
郎
（
著
）『
倫
理
学
（
中
巻
）』

（
昭
17
・
6
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
６
(iii)
❸
〕、
⑰
大
塚
彌
之
助
（
著
）

『
山
は
ど
う
し
て
出
来
た
か
―
―
地
球
の
生
ひ
た
ち
（
少
国
民
の

た
め
に
）』（
昭
17
・
7
）、
⑱
吾
妻
光
俊
（
著
）『
ナ
チ
ス
民
法
学

の
精
神
』（
昭
17
・
8
）、
⓳
高
山
岩
男
（
著
）『
世
界
史
の
哲
学
』

（
昭
17
・
9
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
５
(ii)
❸
〕、
⑳
堀
健
夫
（
著
）『
宇

宙
と
光
―
―
超
人
間
的
尺
度
の
話
』（
岩
波
新
書
、
昭
17
・
9
）、

㉑
野
尻
重
雄
（
著
）『
農
民
離
村
の
実
証
的
研
究
』（
昭
17
・
11
）、

㉒
松
本
信
広
（
著
）『
印
度
支
那
の
民
族
と
文
化
』（
昭
17
・
11
）、

㉓
大
槻
信
治
（
著
）『
交
通
統
制
論
』（
昭
18
・
1
）

2　

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　

12
点

2　

創
元
社　
　
　
　
　
　
　

12
点

4　

日
本
評
論
社　
　
　
　
　

11
点

　

①
難
波
田
春
夫
（
著
）『（
国
家
と
経
済
・
第
四
巻
）
現
代
日
本
経

済
の
基
礎
構
造
』（
昭
16
・
9
）〔1529

〕、
②
栗
村
雄
吉
（
著
）『
価
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格
の
一
般
理
論
』（
昭
16
・
9
）〔1528

〕、
③
穂
積
重
遠
（
著
）『
法

学
通
論
』（
昭
16
・
10
）〔1537

〕、
❹
中
山
伊
知
郎
（
著
）『
戦
争

経
済
の
理
論
』（
昭
16
・
10
）〔1540

〕〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
５
(ⅰ)
❹
〕、

⑤
中
村
吉
治
（
著
）『
日
本
経
済
史
概
説
』（
昭
16
・
12
）〔1557

〕、

❺
板
垣
与
一
（
著
）『
政
治
経
済
学
の
方
法
』（
昭
17
・
2
）〔1570

〕

〔
１
（
１
）エ
Ｂ
６
(i)
❶
〕、
❼
永
田
清（
著
）『
財
政
学
の
展
開
』（
昭

17
・
1
）〔1567
〕〔
３
Ｃ
�
〕、
❽
立
作
太
郎
（
著
）『
米
国
外
交

上
の
諸
主
義
』（
昭
17
・
6
）〔1598

〕〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
６
(i)
❷
〕、

⑨
土
岐
善
麿（
著
）『
田
安
宗
武〔
第
一
冊
〕』（
昭
17
・
4
）〔1587

〕、

⑩
高
倉
新
一
郎
（
著
）『
ア
イ
ヌ
政
策
史
』（
昭
17
・
12
）〔1648

〕、

⓫
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
調
査
部
（
編
）『
北
支
那
の
農
業
と
経

済
（
上
巻
）（
下
巻
）』（
昭
17
・
10
～
11
）〔1626

〕〔1641

〕〔
３

Ｃ
�
〕

5　

朝
日
新
聞
社　
　
　
　
　

10
点

6　

弘
文
堂
書
房　
　
　
　
　

9
点

6　

中
央
公
論
社　
　
　
　
　

9
点

8　

博
文
館　
　
　
　
　
　
　

8
点

8　

新
潮
社　
　
　
　
　
　
　

8
点

10　

有
斐
閣　
　
　
　
　
　
　

7
点

　

①
竹
林
庄
太
郎
（
著
）『（
調
査
彙
報
・
第
一
七
輯
）
日
本
中
小
商

業
の
構
造
』（
昭
16
・
10
）、
②
牧
野
英
一
（
著
）『
改
正
刑
法
仮

案
と
ナ
チ
ス
刑
法
綱
領
』（
16
・
11
）、
③
宮
本
又
次
（
著
）『（
日

本
商
業
史
の
研
究
・
そ
の
二
）
近
世
商
人
意
識
の
研
究
―
―
家
訓

及
店
則
と
日
本
商
人
道
』（
昭
16
・
12
）、
④
徳
永
清
行
（
著
）『
支

那
中
央
銀
行
論
―
―
そ
の
歴
史
的
展
開
と
基
本
課
題
の
研
究
』（
昭

17
・
2
）、
❺
高
宮
晋（
著
）『
企
業
集
中
論
』（
昭
17
・
4
）〔
１（
１
）

エ
Ｂ
６
(i)
❶
〕、
⑥
小
野
清
一
郎
（
著
）『
日
本
法
理
の
自
覚
的
展

開
』（
昭
17
・
12
）、
⑦
カ
ー
ル
・
ラ
レ
ン
ツ
（
著
）・
大
西
芳
雄

＝
伊
藤
満
（
訳
）『
現
代
ド
イ
ツ
法
哲
学
』（
昭
17
・
10
）

10　

帝
国
教
育
協
会
出
版
部　

7
点

12　

三
省
堂　
　
　
　
　
　
　

6
点

12　

畝
傍
書
房　
　
　
　
　
　

6
点

14　

冨
山
房　
　
　
　
　
　
　

5
点

14　

羽
田
書
店　
　
　
　
　
　

5
点

14　

小
学
館　
　
　
　
　
　
　

5
点

14　

東
洋
書
館　
　
　
　
　
　

5
点

18　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社　
　
　

4
点

18　

学
習
社　
　
　
　
　
　
　

4
点

20　

改
造
社　
　
　
　
　
　
　

3
点

20　

日
本
放
送
出
版
協
会　
　

3
点

20　

慶
応
書
房　
　
　
　
　
　

3
点

20　

出
来
島
書
店　
　
　
　
　

3
点
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20　

海
洋
文
化
社　
　
　
　
　

3
点

20　

富
永
光
文
堂　
　
　
　
　

3
点

20　

六
興
商
会
出
版
部　
　
　

3
点

20　

紀
元
社　
　
　
　
　
　
　

3
点

20　

天
然
社　
　
　
　
　
　
　

3
点

イ　

日
本
出
版
会
推
薦
図
書

そ
の
後
、
日
本
出
版
文
化
協
会
は
、
昭
和
一
八
年
三
月
に
特
殊
法

人
・
日
本
出
版
会
へ
と
発
展
解
消
・
移
行
す
る
（
終
戦
直
後
の
昭
和

二
〇
年
九
月
末
日
解
散

（
（8
（

）。

日
本
出
版
会
に
よ
る
図
書
の
推
薦
は
、
第
一
回
（
昭
18
・
8
）
～

第
二
三
回
（
昭
20
・
7
）
の
総
計
一
〇
四
点
で
、
出
版
社
総
数
は
五

九
社

（
（8
（

。
岩
波
書
店
と
有
斐
閣
の
書
籍
の
選
定
は
あ
る
が
、
日
本
評
論

社
の
書
籍
は
推
薦
さ
れ
て
い
な
い
。

1　

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　

6
点

2　

岩
波
書
店　
　
　
　
　
　

5
点

　

❶
高
木
貞
治
（
著
）『（
増
訂
）
解
析
概
論
―
―
微
分
積
分
法
及
初

等
函
数
論
』（
昭
18
・
7
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
７
(i)
❶
〕、
❷
四
手

井
綱
正
（
著
）『
戦
争
史
概
観
』（
昭
18
・
10
）〔
３
Ａ
❸
〕、
③
田

宮
博
（
著
）『
光
合
成
の
機
作
』（
昭
18
・
9
）、
④
芝
亀
吉
（
編
）『
物

理
常
数
表
』（
昭
19
・
2
）、
⑤
辻
善
之
助
（
著
）『
日
本
仏
教
史
（
第

一
巻
・
上
世
篇
）』（
昭
18
・
9
）

3　

有
斐
閣　
　
　
　
　
　
　

2
点

　

❶
牧
健
二
（
著
）『（
増
訂
）
日
本
国
体
の
理
論
』（
昭
18
・
3
）〔
３

Ｂ
❼
〕、
❷
難
波
田
春
夫
（
著
）『
戦
力
増
強
の
理
論
』（
昭
18
・

4
）〔
１
（
１
）
エ
Ｂ
７
(i)
❶
・
３
Ｂ
❹
〕

3　

愛
之
事
業
社　
　
　
　
　

2
点

3　

ア
ル
ス　
　
　
　
　
　
　

2
点

3　

玄
光
社　
　
　
　
　
　
　

2
点

3　

小
山
書
店　
　
　
　
　
　

2
点

3　

小
山
書
店　
　
　
　
　
　

2
点

3　

新
潮
社　
　
　
　
　
　
　

2
点

3　

東
洋
書
館　
　
　
　
　
　

2
点

3　

白
水
社　
　
　
　
　
　
　

2
点

3　

柏
葉
書
院　
　
　
　
　
　

2
点

3　

羽
田
書
店　
　
　
　
　
　

2
点

２　

発
禁
処
分

以
上
１
の
推
薦
図
書
の
制
度
が
、
出
版
内
容
を
教
化
（
善
導
）
す

る
「
ア
メ
」
の
政
策
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
思
想
・
言
論
を
統
制

す
る
「
ム
チ
」
の
政
策
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
内
務
省
（
警
保
局
図

書
課
）
の
行
う
出
版
行
政
処
分
（
発
禁
処
分
）
で
あ
っ
た
。

発
禁
処
分
の
根
拠
法
令
は
出
版
法
（
明
治
二
六
年
四
月
一
四
日
法

律
第
一
五
号
）
と
新
聞
紙
法
（
明
治
四
二
年
五
月
六
日
法
律
第
四
一
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号
）
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
図
書
な
ら
び
に
雑
誌
を
規
制
対
象
と

す
る
出
版
法
の
規
定
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
と
、「
文
書
図
書
ヲ

出
版
ス
ル
ト
キ
ハ
発
行
ノ
日
ヨ
リ
到
達
ス
ヘ
キ
日
数
ヲ
除
キ
三
日
前

ニ
製
本
二
部
ヲ
添
ヘ
内
務
省
ニ
届
出
ヘ
シ
」
と
さ
れ
（
同
法
三
条
）、

「
安
寧
秩
序
ヲ
妨
害
シ
又
ハ
風
俗
ヲ
壊
乱
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
文
書

図
書
ヲ
出
版
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
内
務
大
臣
ニ
於
テ
其
ノ
刻
板
及
印
本
ヲ

差
押
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
る
も
の
と
さ
れ
（
同
法
一
九
条
）、
ま
た
、

①
「
政
体
ヲ
変
壊
シ
国
憲
ヲ
紊
乱
セ
ム
ト
ス
ル
文
書
図
書
ヲ
出
版
シ

タ
ル
ト
キ
ハ
」
著
作
者
・
発
行
者
・
印
刷
者
に
対
し
て
二
月
以
上
二

年
以
下
の
軽
禁
錮
な
ら
び
に
二
〇
円
以
上
二
〇
〇
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
（
同
法
二
六
条
）、
②
「
風
俗
ヲ
壊
乱
ス
ル
文
書
図
書
ヲ

出
版
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
」
著
作
者
・
発
行
者
に
対
し
て
一
一
日
以
上
一

年
以
下
の
軽
禁
錮
か
ま
た
は
一
〇
円
以
上
二
〇
〇
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
た
（
同
法
二
七
条
）（
な
お
、
そ
の
後
昭
和
九
年
の
法
改

正
（
五
月
二
日
法
律
第
四
七
号
）
で
、
①
二
六
条
「
政
体
ヲ
変
壊
シ
」

の
文
言
は
「
皇
室
ノ
尊
厳
ヲ
冒
瀆
シ
」
に
改
め
ら
れ
、
②
二
七
条
「
風

俗
ヲ
壊
乱
ス
ル
」
の
文
言
は
「
安
寧
秩
序
ヲ
妨
害
シ
又
ハ
風
俗
ヲ
壊

乱
ス
ル
」
に
改
め
ら
れ
た

（
（8
（

）。

発
禁
処
分
と
さ
れ
た
図
書
は
、
当
初
は
内
務
省
が
二
部
と
も
保
管

し
て
い
た
が
、
昭
和
一
二
年
以
降
は
副
本
を
帝
国
図
書
館
に
移
管
し

て
分
散
管
理
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
う
ち
内
務
省
保
管
本
は
戦

後
米
軍
に
よ
り
接
収
さ
れ
て
、
没
収
米
議
会
図
書
館
の
蔵
書
と
な
っ

た
が
（
一
〇
六
二
点
）、
そ
の
後
、
昭
和
五
一
～
五
三
年
に
行
わ
れ

た
政
府
間
交
渉
の
結
果
日
本
に
返
還
さ
れ
、
返
還
資
料
と
旧
帝
国
図

書
館
保
管
資
料
（
一
一
二
四
点
）
を
合
わ
せ
た
目
録
と
し
て
『
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
発
禁
図
書
目
録
―
―
一
九
四
五
年
以
前
』
が
編
ま

れ
て
い
る

（
（8
（

。
た
だ
し
、
帝
国
図
書
館
へ
の
副
本
移
管
前
の
大
正
一
二

年
関
東
大
震
災
で
内
務
省
保
管
図
書
は
二
部
と
も
焼
失
し
て
い
た
た

め
、
震
災
以
前
の
発
禁
本
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
さ
ら
に
、
震
災

以
後
の
発
禁
図
書
に
関
し
て
も
欠
本
が
生
じ
て
い
る
た
め
（
時
期
・

原
因
は
不
明
）、
目
録
の
記
載
は
完
全
で
は
な
い
。

一
方
、
戦
前
に
内
務
省
が
編
纂
し
た
発
禁
図
書
の
目
録
に
は
、
内

務
省
警
保
局
〔
図
書
課
〕（
編
）「
禁
止
単
行
本
目
録
」（
①
「
自
明

治
二
十
一
年
至
昭
和
九
年
出
版
警
察
資
料
」（
昭
10
・
5
）、
②
「
自

昭
和
十
年
至
昭
和
十
三
年
出
版
警
察
資
料
」（
昭
14
・
4
）
の
二
冊
）

が
あ
り

（
（8
（

、
ま
た
、
図
書
・
雑
誌
な
ら
び
に
新
聞
の
す
べ
て
を
対
象
と

し
た
資
料
と
し
て
、「
出
版
警
察
報
」
一
号
（
昭
3
・
10
）
～
一
四
八
・

九
号
（
昭
19
・
３

（
（8
（

）、「
出
版
警
察
概
観
」
昭
和
五
年
中
～
昭
和
十
年

中
が
存
在
し

（
（8
（

、
両
資
料
に
典
拠
し
て
小
田
切
秀
雄
＝
福
岡
井
吉
（
編

著
）『（
増
補
版
）
昭
和
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
発
禁
年
表
（
上
）（
中
）

（
下
）』
が
編
ま
れ
て
い
る
が

（
（8
（

、
し
か
し
、
原
典
の
発
行
時
期
と
の

関
係
で
、
大
正
期
以
前
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
な
い
ほ
か
、
そ
も
そ
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も
原
典
の
発
禁
処
分
に
関
す
る
情
報
そ
の
も
の
に
欠
落
が
認
め
ら
れ

る
（
（8
（

。そ
の
他
の
資
料
と
し
て
は
、
文
部
省
教
学
局
の
編
纂
し
た
発
禁
図

書
の
一
覧
が
あ
る
ほ
か

（
（9
（

、『
日
本
出
版
百
年
史
年
表
』
に
も
発
禁
処

分
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
ま
た
、
明
治
元
年
か
ら
昭
和
四
三
年
ま

で
の
主
要
な
発
禁
図
書
・
雑
誌
を
摘
記
し
た
文
献
と
し
て
城
市
郎

『
発
禁
本
百
年
』
が
あ
る
が

（
（9
（

、
こ
れ
ら
の
文
献
を
用
い
て
も
図
書
・

雑
誌
・
新
聞
の
発
禁
処
分
の
す
べ
て
は
網
羅
で
き
ず
、
発
禁
出
版
物

の
全
貌
は
今
日
も
な
お
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

以
下
で
は
さ
し
あ
た
り
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
発
禁
図
書
目

録
』『
昭
和
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
発
禁
年
表
』『
日
本
出
版
百
年
史
年

表
』『
発
禁
本
百
年
』
か
ら
、
岩
波
書
店
・
有
斐
閣
・
日
本
評
論
社

の
発
禁
図
書
・
雑
誌
を
拾
う
こ
と
に
す
る
（「

（安）
」
は
安
寧
秩
序
妨

害
、「

（風）
」
は
風
俗
壊
乱
）。

Ａ　

岩
波
書
店
の
発
禁
図
書
の
数
が
多
い
の
は
、
昭
和
七
～
八
年

『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』（
14
点
発
禁
）
と
、
昭
和
一
六
年
三

月
七
日
の
過
去
の
左
翼
思
想
出
版
物
六
八
二
点
の
一
斉
禁
止
処
分
の

影
響
（
22
点
発
禁
）
で
あ
る
。

Ｂ　

有
斐
閣
の
発
禁
処
分
に
つ
い
て
は
、
美
濃
部
達
吉
の
「
天
皇

機
関
説
」
事
件
が
大
き
い
。
昭
和
一
〇
年
四
月
九
日
に
は
日
本
評
論

社
の
刊
行
物
一
冊
と
合
計
三
著
が
発
禁
処
分
を
受
け
た
ほ
か
、
岩
波

書
店
の
『
現
代
憲
政
評
論
』（
昭
5
・
2
）
お
よ
び
日
本
評
論
社
の

『
議
会
政
治
の
検
討
』（
昭
9
・
5
）〔923

〕
に
つ
い
て
も
次
版
改
訂

処
分
が
厳
達
さ
れ
、
さ
ら
に
一
〇
月
一
日
に
は
、
田
畑
忍
『
帝
国
憲

法
逐
条
要
義
』（
政
経
書
院
、〔
改
訂
版
〕
昭
9
・
4
）、
市
村
光
恵
『
帝

国
憲
法
論
・
全
』（
有
斐
閣
、〔
訂
正
改
版
〕
昭
9
・
7
）
ほ
か
二
〇

点
余
の
機
関
説
関
係
の
憲
法
書
お
よ
び
一
〇
点
余
の
法
学
通
論
書
の

自
発
的
絶
版
処
置
が
発
表
さ
れ
た
。

Ｃ　

日
本
評
論
社
の
発
禁
処
分
に
つ
い
て
は
、
風
早
八
十
二
（
⑤

『
治
安
維
持
法
』
と
㉞
『
日
本
社
会
政
策
史

（
（9
（

』）、
末
弘
厳
太
郎
（
⑨

『
放
送
漫
筆
』
と
⓯
『
法
窓
雑
話
』）、
美
濃
部
達
吉
（
⑭
論
文
集
・

第
一
巻
に
続
い
て
⑰
第
二
巻
・
⑱
第
三
巻
も
発
禁
）
の
ほ
か
、
河
合

栄
治
郎
事
件
の
打
撃
が
大
き
い
（
⑲
～
㉓
）。
な
お
、
河
合
事
件
関

連
で
は
、
出
版
法
違
反
に
つ
き
無
罪
を
言
い
渡
し
た
第
一
審
判
決
を

掲
載
し
た
「
法
律
時
報
」
も
発
禁
処
分
を
受
け
た
（
⑰
）。

Ａ　

岩
波
書
店

【
図
書
】

①　

大
15
・
11
・
？
(安)	

倉
田
百
三
（
著
）『
赤
い
霊
魂
』（
大
15
・

11
）

②　

昭
4
・
8
・
３
(風)	

ミ
ハ
イ
ル
・
ア
ル
ツ
ィ
バ
ー
シ
ェ
フ
（
著
）・

中
村
白
葉
（
訳
）『
サ
ー
ニ
ン
（
上
巻
）』（
岩

波
文
庫
、
昭
4
・
7
）
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③　

昭
4
・
8
・
17 

(風)	

ミ
ハ
イ
ル
・
ア
ル
ツ
ィ
バ
ー
シ
ェ
フ
（
著
）・

中
村
白
葉
（
訳
）『
サ
ー
ニ
ン
（
下
巻
）』（
岩

波
文
庫
、
昭
4
・
8
）

④　

昭
7
・
11
・
11 

(安)	

羽
仁
五
郎
（
著
）『
幕
末
に
於
け
る
政
治
的

支
配
形
態
（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：

第
一
部
・
明
治
維
新
史
）』（
昭
7
・
11
）

⑤　

昭
7
・
11
・
16 
(安)	
羽
仁
五
郎
（
著
）『
幕
末
に
於
け
る
社
会
経

済
状
態
、
階
級
関
係
及
び
階
級
闘
争
・
後
篇

（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：
第
一
部
・

明
治
維
新
史
）』（
昭
7
・
11
）

⑥　

昭
7
・
11
・
16 

(安)	

田
中
康
夫
（
著
）『
政
党
及
び
憲
政
史
（
日

本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：
第
二
部
・
資
本

主
義
発
達
史
）』（
昭
7
・
11
）

⑦　

昭
7
・
11
・
16 

(安)	

細
川
嘉
六
（
著
）『
日
本
社
会
主
義
文
献
解

説
（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：
第
四
部
・

日
本
資
本
主
義
発
達
史
資
料
解
説
）』（
昭

7
・
11
）

⑧　

昭
7
・
11
・
17 

(安)	

小
倉
金
之
助
＝
岡
邦
雄
（
共
著
）『
自
然
科

学
史
（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：
第
二

部
・
資
本
主
義
発
達
史
）』（
昭
7
・
11
）

⑨　

昭
7
・
11
・
17 

(安)	

山
下
徳
治
（
著
）『
教
化
史
（
日
本
資
本
主

義
発
達
史
講
座
：
第
二
部
・
資
本
主
義
発
達

史
）』（
昭
7
・
11
）

⑩　

昭
8
・
1
・
19 

(安)	

三
木
清
（
著
）『
現
代
階
級
闘
争
の
文
学
（
岩

波
講
座
・
日
本
文
学
14
）』（
昭
8
・
1
）

⑪　

昭
8
・
2
・
18 

(安)	

鈴
木
小
兵
衛
（
著
）『
最
近
の
植
民
地
政
策
・

民
族
運
動
（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：

第
三
部
・
帝
国
主
義
日
本
の
現
状
）』（
昭

8
・
2
）

⑫　

昭
8
・
2
・
19 

(安)	

秋
笹
正
之
輔
（
著
）『
植
民
地
政
策
史
（
日

本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：
第
二
部
・
資
本

主
義
発
達
史
）』（
昭
8
・
2
）

⑬　

昭
8
・
2
・
19 

(安)	

鈴
木
小
兵
衛
（
著
）『
最
近
の
植
民
地
政
策
・

民
族
運
動
（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：

第
三
部
・
帝
国
主
義
日
本
の
現
状
）』（
昭

8
・
2
）

⑭　

昭
8
・
6
・
23 

(安)	

小
林
良
正
（
著
）『
明
治
維
新
に
於
け
る
商

工
業
上
の
諸
変
革
（
日
本
資
本
主
義
発
達
史

講
座
：
第
一
部
・
明
治
維
新
史
）』（
昭
8
・

6
）

⑮　

昭
8
・
6
・
27 

(安)	

稲
岡
暹
（
著
）『
農
民
の
状
態
及
び
農
民
運

動
史
（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：
第
二
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部
・
資
本
主
義
発
達
史
）』（
昭
8
・
6
）

⑯　

昭
8
・
7
・
12 

(安)	

船
山
信
一
（
著
）『
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
（
岩

波
講
座
：
哲
学
・
現
代
の
哲
学
）』（
昭
8
・

7
）

⑰　

昭
8
・
8
・
23 

(安)	

坂
本
三
善
（
著
）『
最
近
に
お
け
る
政
治
情

勢
史
（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：
第

三
部
・
帝
国
主
義
日
本
の
現
状
）』（
昭
8
・

8
）

⑱　

昭
8
・
8
・
31 

(安)	

羽
仁
五
郎
（
著
）『
幕
末
に
於
け
る
思
想
的

動
向
（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：
第
一

部
・
明
治
維
新
史
）』（
昭
8
・
8
）

⑲　

昭
8
・
10
・
10 

(安)	

服
部
之
総
（
著
）『
明
治
維
新
の
革
命
及
反

革
命
（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
：
第
一

部
・
明
治
維
新
史
）』（
昭
8
・
2
）

⑳　

昭
9
・
12
・
21 

(安)	

ト
ル
ス
ト
イ
（
著
）・
原
久
一
郎
（
訳
）『
求

道
読
本
・
一
日
一
善
（
上
巻
）』（
昭
9
・

11
）

㉑　

昭
10
・
12
・
19 

(安)	

徳
冨
健
次
郎〔
蘆
花
〕（
著
）『
書
翰
十
年
』（
昭

10
・
12
）

㉒　

昭
12
・
9
・
２ 

(安)	

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
（
著
）・
小
松
清
（
訳
）

『
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
旅
行
記
』（
昭
12
・
9
）

㉓　

昭
12
・
12
・
１ 

(安)	

矢
内
原
忠
雄
（
著
）『
民
族
と
平
和
』（
昭

11
・
6
）

㉔　

昭
14
・
4
・
14 

(安)	

武
者
小
路
実
篤
（
著
）『
そ
の
妹
』（
岩
波
文

庫
、
昭
3
・
4
）
…
…
な
お
、
翌
4
・
15
に

は
「
そ
の
妹
」
収
録
の
『（
現
代
日
本
文
学

全
集
・
第
二
六
巻
）
武
者
小
路
実
篤
集
』（
改

造
社
、
昭
2
・
11
）
も
当
該
頁
削
除

㉕　

昭
14
・
4
・
24 

(安)	

徳
冨
蘆
花
〔
健
次
郎
〕（
著
）『
自
然
と
人
生
』

（
岩
波
文
庫
、〔
第
11
版
〕
昭
14
・
4
…
…
〔
初

版
〕
昭
8
・
5
）

㉖　

昭
14
・
5
・
５ 

(風)	

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
フ
ロ
ー
ベ
ル
（
著
）・
伊

吹
武
彦（
訳
）『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人（
下
）』（
岩

波
文
庫
、
昭
14
・
4
）

㉗　

昭
15
・
2
・
10 

(安)	

津
田
左
右
吉
（
著
）『
古
事
記
及
日
本
書
紀

の
研
究
』（
大
13
・
9
）

�　

昭
15
・
2
・
10 

(安)	

津
田
左
右
吉
（
著
）『
日
本
上
代
史
研
究
』（
昭

5
・
4
）〔
１
（
２
）
イ
７
(iv)
❺
〕

㉙　

昭
15
・
2
・
10 

(安)	

津
田
左
右
吉
（
著
）『
上
代
日
本
の
社
会
及

び
思
想
』（
昭
8
・
9
）

㉚　

昭
15
・
2
・
10 

(安)	

津
田
左
右
吉
『
神
代
史
の
研
究
』（
昭
15
・

2
）
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【
昭
16
・
3
・
7
一
斉
禁
止
】

㉛　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

木
下
半
治
＝
浅
野
晃
（
著
）『
哲
学
の
貧
困
』

（
岩
波
文
庫
、
昭
12
・
10
）

㉜　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

ニ
コ
ラ
イ
・
レ
ー
ニ
ン
（
著
）・
平
田
良
衛

（
訳
）『
何
を
為
す
べ
き
か
』（
岩
波
文
庫
、

昭
11
・
6
）

㉝　

昭
16
・
3
・
７ 
(安)	
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
（
著
）・
長
谷

部
文
雄
（
訳
）『
資
本
蓄
積
論
（
上
巻
）』（
岩

波
文
庫
、
昭
9
・
7
）

㉞　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
（
著
）・
長
谷

部
文
雄
（
訳
）『
資
本
蓄
積
論
（
中
巻
）』（
岩

波
文
庫
、
昭
9
・
8
）

㉟　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
（
著
）・
長
谷

部
文
雄
（
訳
）『
資
本
蓄
積
論
（
下
巻
）』（
岩

波
文
庫
、
昭
9
・
10
）

㊱　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
（
著
）・
長
谷

部
文
雄
（
訳
）『
資
本
蓄
積
再
論
』（
岩
波
文

庫
、
昭
10
・
2
）

㊲　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
（
著
）・
西

雅
雄（
訳
）『
家
族
私
有
財
産
及
国
家
の
起
源
』

（
岩
波
文
庫
、〔
初
版
〕
昭
4
・
6
）

㊳　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

ニ
コ
ラ
イ
・
レ
ー
ニ
ン
（
著
）・
長
谷
部
文

雄
（
訳
）『
帝
国
主
義
』（
岩
波
文
庫
、〔
初
版
〕

昭
4
・
4
）

㊴　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

カ
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
（
著
）・
大
里
伝
平

（
訳
）『
資
本
論
解
説
』（
岩
波
文
庫
、
昭
8
・

11
）

㊵　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
（
著
）・
河
上
肇
（
訳
）

『
労
賃
価
格
及
び
利
潤
』（
岩
波
文
庫
、
昭

2
・
12
）

㊶　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
（
著
）・
浅

野
晃
（
訳
）『
空
想
よ
り
科
学
へ
』（
岩
波
文

庫
、
昭
5
・
9
）

㊷　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
（
著
）・
宮
川
実
＝
河

上
肇
（
訳
）『
資
本
論
（
第
一
巻
第
一
分
冊
・

第
四
分
冊
・
第
五
分
冊
）』（
岩
波
文
庫
、
昭

2
・
10
～
昭
4
・
6
）

㊸　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

ニ
コ
ラ
イ
・
レ
ー
ニ
ン
（
著
）・
大
山
岩
雄

＝
西
雅
雄
（
訳
）『
ロ
シ
ア
に
於
け
る
資
本

主
義
の
発
展（
上
巻
）（
下
巻
）』（
岩
波
文
庫
、

昭
11
・
5
、
昭
11
・
9
）

㊹　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
（
著
）・
長
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谷
部
文
雄
（
訳
）『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
（
上

巻
）（
下
巻
）』（
岩
波
文
庫
、
昭
12
・
12
、

昭
11
・
9
）

㊺　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
（
著
）・
佐
野

文
雄
（
訳
）『
経
済
学
入
門
』（
岩
波
文
庫
、

昭
8
・
2
）

㊻　

昭
16
・
3
・
7 

(安)	
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
（
著
）・
木
下
半
治
（
訳
）

『
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
内
乱
』（
岩
波
文
庫
、

昭
10
・
6
）

㊼　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ソ
レ
ル
（
著
）・
木
下
半
治

（
訳
）『
暴
力
論
（
上
巻
）（
下
巻
）』（
岩
波

文
庫
、
昭
8
・
11
）

㊽　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

カ
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
（
著
）・
三
輪
寿
壮

（
訳
）『
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
解
説
』（
岩
波
文
庫
、

昭
5
・
9
）

㊾　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

野
呂
栄
太
郎（
著
）『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
』

（
昭
10
・
6
）

㊿　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

平
野
義
太
郎
（
著
）『
日
本
資
本
主
義
社
会

の
機
構
』（
昭
9
・
4
）

�　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

平
野
義
太
郎
ほ
か
五
名
（
著
）『
日
本
資
本

主
義
発
達
史
講
座
』（
昭
7
・
5
～
）

�　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

河
上
肇
（
著
）『
近
世
経
済
思
想
史
論
』（〔
初

版
〕
大
9
・
4
）

�　

昭
16
・
5
・
６ 

(安)	

カ
ー
ル
・
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
（
著
）・
佐

藤
荘
一
郞
（
訳
）・
太
平
洋
協
会
（
編
訳
）・

佐
藤
莊
一
郞
（
訳
）『
太
平
洋
地
政
学
』（
昭

16
・
5
…
…
〔
改
訂
版
〕
昭
17
・
2
）

�　

昭
16
・
12
・
30 

(安)	

『
岩
波
講
座
・
教
育
科
学
（
第
七
冊
）』（
昭

7
・
4
）

�　

昭
17
・
6
・
３ 

(安)	

泉
鏡
花
『
鏡
花
全
集
・
巻
一
六
』（
昭
17
・

4
）

�　

昭
18
・
1
・
30 

(安)	

ト
ク
・
ベ
ル
ツ
（
編
）・
菅
沼
龍
太
郎
（
訳
）

『
ベ
ル
ツ
の
日
記
（
第
一
部
・
上
）』（
岩
波

文
庫
、
昭
18
・
1
）

�　

昭
19
・
5
・
23 

(安)	

川
田
止
戈
三
（
著
）『
政
治
研
究
』（
出
版
年

月
日
不
明
）

【
雑
誌
】

①　

大
11
・
4
・
？ 

(風)	

「
思
想
」
七
号
（
大
正
11
年
4
月
号
）
…
…

中
勘
助
「
犬
」

②　

昭
4
・
11
・
１ 

(安)	

「
思
想
」
九
〇
号
（
昭
和
4
年
11
月
号
）

…
…
水
島
一
夫
「
政
治
的
自
由
」

③　

昭
16
・
6
・
14 

(安)	

「
教
育
」
昭
和
16
年
6
月
号
）
…
…
「
最
近

（86－１－137）
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の
国
民
政
策
と
そ
の
対
策
」
削
除

Ｂ　

有
斐
閣

【
図
書
】

①　

昭
10
・
4
・
９ 

(安)	

美
濃
部
達
吉
（
著
）『
憲
法
撮
要
』（〔
日
付

等
に
不
拘
〕〔
初
版
〕
大
12
・
4
）

❷　

昭
10
・
4
・
９ 
(安)	

美
濃
部
達
吉
（
著
）『
逐
条
憲
法
精
義
・
全
』

（〔
日
付
等
に
不
拘
〕〔
初
版
〕
昭
2
・
12
）〔
１

（
２
）
イ
５
(ii)
❶
〕

③　

昭
13
・
2
・
５ 

(安)	

土
屋
喬
雄
＝
岡
崎
三
郎
（
著
）『
日
本
資
本

主
義
発
達
史
概
説
』（
東
亜
経
済
調
査
局

（
編
）・
日
本
経
済
研
究
叢
書
2
、
昭
和
12
・

9
）

④　

昭
19
・
6
・
７ 

(安)	

桑
田
熊
蔵
（
著
）『
欧
洲
戦
後
の
社
会
運
動
』

（
昭
3
・
2
・
15
）

⑤　

昭
19
・
7
・
10 

(安)	

著
者
不
明
『
最
近
小
作
問
題
』（
昭
18
・

（
（9
（8

）

⑥　

昭
19
・
7
・
27 

(安)	
FU

JII, Shinichi〔
藤
井
新
一
〕（
著
）《T

enno 

Seiji

〔
天
皇
政
治
〕》（
昭
18
・

（
（9
（4

）

【
雑
誌
】

…
…
な
し

（
（9
（

Ｃ　

日
本
評
論
社

【
図
書
】

①　

大
9
・
5
・
５ 

(安)	

根
岸
正
吉
＝
伊
藤
公
敬
（
著
）『（
労
働
詩
集
）

ど
ん
底
で
歌
ふ
』（
大
9
・
5
）〔49

〕

②　

大
10
・
12
・
末 

(安)	

福
田
正
夫
（
編
著
）『
日
本
社
会
詩
人
詩
集
』

（
大
11
・
1
）〔166

〕
…
…
白
鳥
章
吾
「
殺

戮
の
殿
堂
」
削
除

③　

大
11
・
1
・
？ 

(安)	

福
田
正
夫
（
編
著
）『
泰
西
社
会
詩
人
詩
集
』

（
大
11
・
1
）〔165

〕
…
…
一
七
九
頁
～
一

八
二
頁
（
ヱ
ミ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
「
群

衆
」）
削
除

④　

大
13
・
4
・
16 

(安)	

水
島
爾
保
布
（
著
）『
新
東
京
繁
昌
記 （〔
附
〕

大
阪
繁
盛
記
）』（
大
13
・
4
）〔258

〕

⑤　

昭
5
・
7
・
17 

(安)	

風
早
八
十
二
（
著
）「
治
安
維
持
法
」『
現
代

法
学
全
集
・
第
三
〇
巻
』（
昭
5
・
7
）〔663

〕

…
…
治
安
維
持
法
の
講
義
共
産
党
支
持
に
傾

く

⑥　

昭
5
・
11
・
15 

(安)	

黒
島
伝
治
（
著
）『（
新
作
長
篇
小
説
選

集
）
武
装
せ
る
市
街
』（
昭
5
・
11
）〔693

〕

…
…
軍
国
の
存
在
破
壊
反
軍
思
想
扇
動

⑦　

昭
5
・
12
・
５ 

(安)	

黒
島
伝
治
（
著
）『（
新
作
長
篇
小
説
選
集
）
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武
装
せ
る
市
街
（
改
訂
版
）』（
昭
5
・
12
）

〔693

〕
…
…
反
軍
思
想
宣
伝

⑧　

昭
6
・
10
・
10 

(安)	

奈
良
正
路
（
著
）『
法
律
学
の
基
礎
観
念
（
法

律
学
の
根
本
問
題
・
第
二
巻
）』（
昭
6
・

10
）〔771

〕
…
…
法
律
否
認
、
階
級
闘
争
扇

動

⑨　

昭
8
・
1
・
18 
(安)	
末
弘
巌
太
郎
（
著
）『
法
窓
漫
筆
』（
昭
8
・

1
…
…
〔
改
訂
再
版
〕
昭
8
・
2
）〔830

〕

…
…
法
の
階
級
制
主
張
暴
力
行
為
肯
定

⑩　

昭
8
・
9
・
22 

(安)	

堀
真
琴
『
現
代
独
裁
政
治
論
（
現
代
政
治
学

全
集
・
第
一
六
巻
）』（
昭
和
8
・
9
）〔883

〕

…
…
五
九
、
七
九
、
八
五
～
九
四
頁
削
除

⑪　

昭
8
・
9
・
26 

(安)	

中
平
亮
『
大
亜
細
亜
主
義
』（
昭
和
8
・
9
）

〔881

〕
…
…
一
九
五
頁
「
奪
取
」
の
文
字
次

版
訂
正

⑫　

昭
9
・
1
・
10 

(安)	

小
松
堅
太
郎
『（
現
代
哲
学
全
集
・
第
一

六
巻
）
社
会
学
』（
昭
和
9
・
1
）〔899

〕

…
…
一
八
〇
頁
「
例
へ
ば
天
皇
の
大
権
は
絶

対
に
し
て
云
々
」
次
版
訂
正

⑬　

昭
9
・
11
・
24 

(安)	

加
田
哲
二
（
著
）『
維
新
以
後
の
社
会
経
済

思
想
概
観
（
新
経
済
学
全
集
・
第
三
二
巻
）』

（
昭
和
9
・
11
）〔968

〕
…
…
一
八
一
頁
不

敬
ニ
互
ル
点
ア
ル
ニ
因
ル

⑭　

昭
10
・
4
・
９ 

(安)	

美
濃
部
達
吉
（
著
）『
日
本
憲
法
の
基
本
主

義
（
美
濃
部
達
吉
論
文
集
・
第
一
巻
）』（
昭

9
・
10
）〔958

〕
…
…
皇
室
尊
厳
冒
瀆

⓯　

昭
11
・
3
・
23 

(安)	

末
弘
巌
太
郎
（
著
）『
法
窓
雑
話
〔
第
五
刷
〕』

（
昭
和
11
・
2
、〔
初
刷
〕
昭
5
・
10
、〔
改
訂
〕

昭
13
・
10
）〔678

〕
…
…
四
、
一
三
、
三
三
、

三
四
頁
削
除
〔
１
（
２
）
イ
８
(i)
❶
〕

⑯　

昭
11
・
4
・
17 

(安)	

日
本
評
論
社
（
編
）『
馬
場
財
政
と
財
界
の

前
途
』（
昭
11
・
4
）〔1082

〕
…
…
二
、
二

六
事
件
関
係
者
賞
恤
一
四
八
、
一
四
九
頁
削

除

⑰　

昭
11
・
4
・
28 

(安)	

美
濃
部
達
吉
（
著
）『
法
の
本
質
（
美
濃
部

達
吉
論
文
集
・
第
二
巻
）』（
昭
10
・
7
）

〔1027

〕
…
…
時
局
に
鑑
み
革
命
を
肯
定
し

社
会
不
安
を
惹
起
す
る
の
虞
あ
り

⑱　

昭
11
・
4
・
28 

(安)	

美
濃
部
達
吉
（
著
）『
ケ
ル
ゼ
ン
学
説
の
批

判
（
美
濃
部
達
吉
論
文
集
・
第
三
巻
）』（
昭

10
・
7
）〔1032

〕
…
…
同
右

⑲　

昭
12
・
5
・
29 

(安)	

河
合
栄
治
郎
（
著
）『
第
二
学
生
生
活
』（
昭
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12
・
5
）〔1170

〕…
…「
二
、
二
六
日
の
思
出
」

中
暴
力
革
命
が
現
在
も
行
わ
れ
て
居
る
が
如

く
記
述
、
一
部
削
除

⑳　

昭
13
・
10
・
５ 

(安)	

河
合
栄
治
郎
（
著
）『
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
批
判
』

（
昭
12
・
10
）〔978

〕
…
…
社
会
主
義
実
現

の
示
唆
煽
動
を
な
す

㉑　

昭
13
・
10
・
５ 
(安)	
河
合
栄
治
郎
（
著
）『（
現
代
経
済
学
全
集
・

第
八
巻
）
改
訂
・
社
会
政
策
原
理
』（
昭
12
・

5
）〔1010
〕
…
…
同
右

㉒　

昭
13
・
10
・
５ 

(安)	

河
合
栄
治
郎
（
著
）『
時
局
と
自
由
主
義
』（
昭

12
・
4
）〔1159
〕
…
…
同
右

㉓　

昭
13
・
10
・
５ 

(安)	

河
合
栄
治
郎
（
著
）『
第
二
学
生
生
活
』（
昭

12
・
6
）〔1170

〕
…
…
同
右

【
昭
16
・
3
・
7
一
斉
禁
止
】

㉔　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

山
川
均
（
著
）『（
社
会
科
学
叢
書
・
第
二
〇

編
）
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
歴
史
』（
昭

4
・
4
）〔529

〕

㉕　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

金
子
洋
文
（
著
）『（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
傑

作
選
集
・
第
三
巻
）
赤
い
湖
』（
昭
5
・
1
）

〔611

〕

㉖　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

村
山
知
義
（
著
）『（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
傑

作
選
集
・
第
五
巻
）
暴
力
団
記
』（
昭
5
・

1
）〔613

〕

㉗　

昭
16
・
3
・
７ 

(安)	

パ
ス
カ
ル
・
ラ
ー
キ
ン
（
著
）・
中
目
尚
義

（
訳
）『
マ
ル
ク
ス
派
社
会
主
義
』（
大
8
・

11
）〔23

〕

㉘　

昭
16
・
3
・
28 

(安)	

三
木
清
（
編
）『
新
版
・
現
代
哲
学
辞
典
』（
昭

16
・
3
）〔1485

〕
…
…
レ
ー
ニ
ン
主
義
の

解
説
紹
介
あ
り
、
三
八
七
、
三
九
〇
頁
削
除

㉙　

昭
16
・
6
・
４ 

(安)	

小
林
多
喜
二
（
著
）『（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

傑
作
選
集
・
第
一
二
巻
）
不
在
地
主
』（
昭

5
・
1
）〔611

〕

㉚　

昭
16
・
7
・
？ 

(安)	

阪
本
勝
（
著
）『
戯
曲
資
本
論
』（
昭
6
・

6
）〔752

〕

㉛　

昭
17
・
3
・
５ 

(安)	

竹
腰
与
三
郎（
著
）・
木
村
荘
吾（
解
題
）『（
明

治
文
化
叢
書
3
）
南
国
記
』（
昭
17
・
1
）

〔1566

〕
…
…
明
治
四
三
年
刊
『
南
国
記
』（
竹

越
与
三
郎
）
を
復
刻
解
説
、
三
～
五
頁
削
除

㉜　

昭
18
・
5
・
３ 

(安)	

守
隨
憲
治
（
著
）『（
続
日
本
古
典
読
本
9
）

歌
舞
伎
』
昭
18
・
3
）〔1672

〕
…
…
一
五

七
頁
「
×
多
」
は
「
穢
多
」
の
伏
字
に
て
容

易
に
推
察
し
得
る
に
よ
り
次
版
改
訂
方
警
告
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㉝　

昭
18
・
9
・
13 

(安)	

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ー
（
著
）・
塩
尻
清

市
（
訳
）『
幕
末
維
新
回
想
記
』
昭
18
・
8
）

〔1699

〕
…
…
維
新
の
大
業
が
英
外
交
官
の

寄
与
に
よ
る
如
き
箇
所
一
〇
六
頁
削
除

㉞　

昭
18
・
10
・
１ 

(安)	

風
早
八
十
二
（
著
）『
日
本
社
会
政
策
史
』

（〔
10
版
〕
昭
16
・
10
…
…
〔
初
版
〕
昭
12
・

12
）〔1214

〕
…
…
「
本
書
ハ
全
般
的
ニ
唯

物
史
観
ニ
基
キ
階
級
分
裂
、
階
級
闘
争
を
肯

定
シ
階
級
闘
争
ヲ
示
唆
煽
動
ス
ル
虞
ア
リ
ト

認
メ
ラ
ル
ヽ
ニ
因
リ
禁
止
」

㉟　

昭
18
・
10
・
？ 

(安)	

信
夫
清
三
郎
（
著
）『
ラ
ッ
フ
ル
ズ
―
―
イ

ギ
リ
ス
近
代
的
植
民
政
策
の
形
成
と
東
洋
社

会
』
昭
18
・
9
）〔1712
〕
…
…
「
本
書
ハ

英
国
帝
国
主
義
的
殖
民
地
侵
略
ノ
先
駆
者

（
ラ
ッ
フ
ル
ズ
）
ノ
生
涯
ヲ
叙
シ
以
テ
イ
ギ

リ
ス
植
民
政
策
ヲ
批
判
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ

全
般
ヲ
通
ジ
恰
カ
モ
当
時
ノ
英
国
植
民
政
策

ガ
正
義
博
愛
人
道
ニ
基
ケ
ル
カ
ノ
如
キ
印
象

ヲ
与
フ
ル
箇
所
ア
リ
、
如
斯
ハ
英
国
ノ
東
亜

侵
略
ノ
事
実
ニ
対
シ
国
民
ノ
認
識
ヲ
謬
ラ
シ

メ
決
戦
下
国
民
ノ
敵
愾
心
昂
揚
ヲ
阻
害
ス
ル

虞
ア
リ
、
戦
争
遂
行
上
支
障
ア
リ
ト
認
メ
ラ

ル
ヽ
ニ
因
リ
禁
止
」

㊱　

昭
19
・
5
・
22 

(安)	

尾
崎
行
雄
（
著
）『（
時
事
問
題
講
座
8
）
軍

備
制
限
』（
昭
5
・
12
）〔602

〕

㊲　

昭
19
・
5
・
23 

(安)	

吉
野
作
造
（
著
）『
現
代
政
局
の
展
望
』（
昭

5
・
3
）〔639

〕

㊳　

昭
19
・
6
・
３ 

(安)	

安
部
磯
雄
（
著
）『（
時
事
問
題
講
座
11
）
失

業
問
題
』（
昭
4
・
11
）〔594

〕

㊴　

昭
19
・
6
・
26 

(安)	

吉
野
作
造
（
著
）『（
時
事
問
題
講
座
7
）
対

支
問
題
』（
昭
5
・
12
）〔606

〕

㊵　

昭
19
・
6
・
27 

(安)	 


石
黒
直
男
（
著
）『
消
費
組
合
の
世
界
は
躍

る
』（
昭
6
・
9
）〔764

〕

㊶　

昭
19
・
7
・
11 

(安)	

堀
経
夫
（
著
）『（
社
会
科
学
叢
書
・
第
四
編
）

リ
カ
ア
ド
派
社
会
主
義
』（
昭
3
・
7
）〔464

〕

㊷　

昭
19
・
7
・
11 

(安)	

『
社
会
経
済
体
系
（
第
一
巻
）
～
（
第
八
巻
）』

（
昭
2
・
2
～
）〔378

〕
～

【
雑
誌
】

①　

昭
8
・
3
・
17 

(安)	

「
経
済
往
来
」八
巻
四
号（
昭
和
8
年
4
月
号
）

…
…
反
戦
思
想
煽
動

②　

昭
9
・
1
・
？ 

(安)	

「
経
済
往
来
」九
巻
二
号（
昭
和
9
年
2
月
号
）

③　

昭
9
・
3
・
１ 

(安)	

「
経
済
往
来
」九
巻
三
号（
昭
和
9
年
3
月
号
）
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別
冊
附
録
『
満
洲
国
読
本
』
…
…
一
二
三
、

一
二
六
頁
『
新
線
の
敷
設
』
差
止
抵
触
次
版

訂
正

④　

昭
9
・
4
・
？ 

(安)	

「
法
律
時
報
」六
巻
五
号（
昭
和
9
年
5
月
号
）

⑤　

昭
9
・
7
・
20 

(風)	

「
経
済
往
来
」九
巻
八
号（
昭
和
9
年
8
月
号
）

…
…
「
鬼
女
性
」
二
四
二
～
二
四
七
頁
削
除

⑥　

昭
9
・
8
・
21 
(安)	
「
経
済
往
来
」九
巻
九
号（
昭
和
9
年
9
月
号
）

…
…
「
閑
居
清
思
」
三
〇
二
頁
削
除

⑦　

昭
10
・
8
・
21 

(安)	

「
経
済
往
来
」
一
〇
巻
九
号
（
昭
和
10
年
9

月
号
）
…
…
「
石
原
莞
爾
と
軍
部
統
制
」
一

六
五
～
一
六
六
頁
、「
林
と
真
崎
」
一
八
二
～

一
九
二
頁
削
除

⑧　

昭
11
・
3
・
３ 

(安)	

「
日
本
評
論
」
一
一
巻
三
号
（
昭
和
11
年
3

月
号
）
…
…
「
青
年
将
校
に
物
を
訊
く
」
二

六
七
～
二
七
五
頁
削
除

⑨　

昭
11
・
3
・
26 

(風)	

「
日
本
評
論
」
一
一
巻
四
号
（
昭
和
11
年
4

月
号
）
…
…
宇
野
千
代
「
男
道
楽
」
五
〇
〇
、

五
〇
一
頁
削
除

⑩　

昭
12
・
10
・
22 

(安)	

「
日
本
評
論
」
一
二
巻
一
二
号
（
昭
和
12
年

11
月
号
）
…
…
「
上
海
封
鎖
線
を
南
へ
」
帝

国
軍
艦
の
公
正
な
る
行
動
を
歪
曲
、
四
一
〇

～
四
一
六
頁
削
除

⑪　

昭
13
・
2
・
18 

(安)	

「
日
本
評
論
」
一
三
巻
四
号
（
昭
和
13
年
3

月
号
）
…
…
「
大
内
兵
衛
そ
の
他
」
人
民
戦

線
派
第
二
次
検
挙
に
対
し
検
挙
に
無
理
が
あ

る
如
く
又
被
検
挙
者
に
同
情
せ
る
が
如
き
筆

致
あ
る
に
よ
り
三
八
五
～
三
九
二
頁
削
除

⑫　

昭
14
・
6
・
19 

(安)	

「
日
本
評
論
」
一
四
巻
七
号
（
昭
和
14
年
7

月
号
）

⑬　

昭
14
・
10
・
18 

(安)	

「
日
本
評
論
」
一
四
巻
一
一
号
（
昭
和
14
年

11
月
号
）

⑭　

昭
14
・
10
・
18 

(安)	

Ｅ
・
Ｏ
・
ロ
リ
マ
ー
（
著
）『
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

は
何
を
求
め
る
か
』
日
本
評
論
一
四
巻
一
一

号
（
昭
和
14
年
11
月
号
）
別
冊
附
録

⑮　

昭
15
・
5
・
21 

(安)	

「
日
本
評
論
」
一
五
巻
六
号
（
昭
和
15
年
6

月
号
）
…
…
「
強
力
体
制
へ
の
要
望
」
一
三

九
、
一
四
〇
頁
削
除

⑯　

昭
15
・
6
・
19 

(安)	

「
日
本
評
論
」
一
五
巻
七
号
（
昭
和
15
年
7

月
号
）
…
…
小
野
昇
「
中
国
学
生
軍
」
二
一

九
、
二
三
七
頁
削
除

⑰　

昭
16
・
1
・
11 

(安)	

「
法
律
時
報
」
一
三
巻
一
号
（
昭
和
16
年
1

月
号
）
…
…
「『
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
批
判
』
他
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三
著
に
対
す
る
出
版
法
違
反
被
告
事
件
第
一

審
判
決
」
全
文
削
除

⑱　

昭
16
・
2
・
19 

(安)	

「
日
本
評
論
」
一
六
巻
三
号
（
昭
和
16
年
3

月
号
）
…
…
「
わ
が
革
新
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

南
方
武
力
進
出
を
主
張
、
九
五
頁
削
除

（
35
）　

戦
前
の
出
版
物
の
一
般
的
傾
向
を
探
る
際
の
基
本
資
料
と
し
て

は
、（
１
）
文
部
省
側
の
資
料
で
は
社
会
教
育
研
究
会
・
社
会
教
育
会

「
社
会
と
教
化
」「
社
会
教
育
」（
後
掲
注
（
41
）
参
照
）、（
２
）
図

書
館
側
の
資
料
で
は
日
本
図
書
館
協
会
「
図
書
館
雑
誌
」（
後
掲
注

（
51
）参
照
）、（
３
）出
版
業
界
側
の
資
料
で
は『
出
版
年
鑑
』の
ほ
か
、

戦
時
体
制
下
の
資
料
と
し
て
「
日
本
読
書
新
聞
」（
後
掲
注
（
81
）

⒜
参
照
）。
日
本
出
版
文
化
協
会
・
日
本
出
版
会
「
出
版
文
化
」（
後

掲
注
（
81
）
⒝
参
照
）、
日
本
出
版
配
給
（
日
配
）「
新
刊
弘
報
」「
出

版
弘
報
」（
後
掲
注
（
82
）
参
照
）
が
あ
る
。

	

　

以
下
で
は
、
さ
し
あ
た
り
（
３
）
の
う
ち
『
出
版
年
鑑
』
の
書
誌

事
項
を
挙
示
し
て
お
く
（
な
お
、
各
冊
の
記
載
内
容
は
、
各
年
版
の

前
年
に
関
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
）。

	

　

１　

大
正
一
五
年
版
～
昭
和
三
年
版

	

　

筆
者
の
知
る
限
り
、
総
合
的
な
『
出
版
年
鑑
』
は
、
大
正
一
五
年

創
刊
の
「
国
際
思
潮
研
究
会
」
版
（
…
…
〔
復
刻
版
〕
日
本
図
書
セ

ン
タ
ー
、
大
正
一
五
年
版
～
昭
和
四
年
版
の
四
巻
組
、
平
成
一
九
年
）

が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
昭
和
四
年
に
な
っ
て
、「
東
京
書
籍
商
組

合
」
版
の
発
刊
を
見
る
。

　
　

大
正
一
五
年　
　
　
　

�

国
際
思
潮
研
究
会
「
読
書
人
」
編
集
部
（
編
）

『
出
版
年
鑑
（
一
九
二
六
年
版
）』（
国
際
思

潮
研
究
会
、
大
15
・
1
）

　
　

昭
和
二
年　
　
　
　
　

�

中
泉
春
男
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
一
九
二
七

年
版
）』（
国
際
思
潮
研
究
会
、
昭
1
・
12
）

　
　

昭
和
三
年　
　
　
　
　

�

中
泉
春
男
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
一
九
二
八

年
版
）』（
国
際
思
潮
研
究
会
、
昭
3
・
6
）

　
　

昭
和
四
年　
　
　

①　

�

中
泉
春
男
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
一
九
二
九

年
版
）』（
国
際
思
潮
研
究
会
、
昭
4
・
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
四
年
版
）』（
東
京
書
籍
商
組
合
事
務
所
、

昭
4
・
7
）

	

　

２　

昭
和
五
年
版
～
一
六
年
版

	

　

昭
和
五
年
に
な
る
と
、「
東
京
堂
」
か
ら
も
『
出
版
年
鑑
』
が
創
刊

さ
れ
、
以
後
、
昭
和
一
五
年
版
に
至
る
ま
で
、「
東
京
書
籍
商
組
合
」

版
と「
東
京
堂
」版
の
並
立
状
態
と
な
る
。
な
お
、
昭
和
一
四
年
に
は
、

日
本
読
書
新
聞
社
か
ら
『
雑
誌
年
鑑
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

	

昭
和
五
年　
　
　

①　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
五
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
5
・
5
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
五
年
版
）』（〔
発
行
〕
東
京
書
籍
商
組
合

事
務
所
、〔
発
売
〕
大
倉
書
店
、
昭
5
・
8
）

	

昭
和
六
年　
　
　

①　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
六
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
6
・
5
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
六
年
版
）』（〔
発
行
〕
東
京
書
籍
商
組
合

事
務
所
、〔
発
売
〕
宝
文
館
・
大
阪
宝
文
館
、
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昭
6
・
6
）

	

昭
和
七
年　
　
　

①　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
七
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
7
・
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
七
年
版
）』（〔
発
行
〕
東
京
書
籍
商
組
合

事
務
所
、〔
発
売
〕
東
京
書
籍
、
昭
7
・
6
）

	

昭
和
八
年　
　
　

①　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
八
年
版
）』（〔
発
行
〕
東
京
書
籍
商
組
合

事
務
所
、〔
発
売
〕
東
京
書
籍
、
昭
8
・
4
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�
東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
八
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
8
・
5
）

	

昭
和
九
年　
　
　

①　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
九
年
版
）』（〔
発
行
〕
東
京
書
籍
商
組
合

事
務
所
、〔
発
売
〕
東
京
書
籍
、
昭
9
・
5
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
九
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
9
・
6
）

	

昭
和
一
〇
年　
　

①　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
〇
年
版
）』（〔
発
行
〕
東
京
書
籍
商
組

合
事
務
所
、〔
発
売
〕
東
京
書
籍
、
昭
10
・

3
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
〇
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
10
・
7
）

	

昭
和
一
一
年　
　

①　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
一
年
版
）』（〔
発
行
〕
東
京
書
籍
商
組

合
事
務
所
、〔
発
売
〕
東
京
書
籍
、
昭
11
・

3
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
一
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
11
・
5
）

	

昭
和
一
二
年　
　

①　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
二
年
版
）』（〔
発
行
〕
東
京
書
籍
商
組

合
事
務
所
、〔
発
売
〕
東
都
書
籍
、
昭
12
・

4
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
二
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
12
・
6
）

	

昭
和
一
三
年　
　

①　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
三
年
版
）』（〔
発
行
〕
東
京
書
籍
商
組

合
事
務
所
、〔
発
売
〕
東
都
書
籍
、
昭
13
・

4
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
三
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
13
・
6
）

	

昭
和
一
四
年　
　

①　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
四
年
版
）』（〔
発
行
〕東
京
書
籍
商
組
合
、

〔
発
売
〕
東
都
書
籍
、
昭
14
・
3
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

日
本
読
書
新
聞
社
雑
誌
年
鑑
編
輯
部
（
編
）

『
雑
誌
年
鑑
（
昭
和
一
四
年
版
）』（
日
本
読

書
新
聞
社
、
昭
14
・
5
）

	

　
　
　
　
　
　
　

③　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
四
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
14
・
6
）

	

昭
和
一
五
年　
　

①　

�

東
京
書
籍
商
組
合
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
五
年
版
）』（〔
発
行
〕東
京
書
籍
商
組
合
、

〔
発
売
〕
東
都
書
籍
、
昭
15
・
4
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

日
本
読
書
新
聞
社
雑
誌
年
鑑
編
輯
部
（
編
）

『
雑
誌
年
鑑
（
昭
和
一
五
年
版
）』（
日
本
読

書
新
聞
社
、
昭
15
・
6
）
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③　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
五
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
15
・
8
）

	
昭
和
一
六
年　
　

①　

�

日
本
読
書
新
聞
社
雑
誌
年
鑑
編
輯
部
（
編
）

『
雑
誌
年
鑑
（
昭
和
一
六
年
版
）』（
日
本
読

書
新
聞
社
、
昭
16
・
7
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

東
京
堂
年
鑑
編
輯
部
（
編
）『
出
版
年
鑑
（
昭

和
一
六
年
版
）』（
東
京
堂
、
昭
16
・
8
）

	

　

な
お
、「
東
京
書
籍
商
組
合
」
版
の
『
出
版
年
鑑
』
は
、
昭
和
一
五

年
版
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

	

３　

昭
和
一
七
年
版
～
二
三
年
版

	

　

翌
昭
和
一
六
年
末
の
日
本
出
版
文
化
協
会
（
出
版
文
協
）
創
立
に

伴
い
、「
東
京
堂
」
版
『
出
版
年
鑑
』
な
ら
び
に
「
日
本
読
書
新
聞
社
」

版
『
雑
誌
年
鑑
』
の
刊
行
は
、
昭
和
一
七
年
版
よ
り
協
同
出
版
社
に

移
譲
さ
れ
、
前
者
の
書
名
は『
書
籍
年
鑑
』に
改
題
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

翌
昭
和
一
八
年
に
両
年
鑑
は
合
併
し
て
『
日
本
出
版
年
鑑
』
と
な
る

が
、
終
戦
後
の
昭
和
二
三
年
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
。

	

昭
和
一
七
年　
　

①　

�

日
本
出
版
文
化
協
会
（
監
修
）・
協
同
出
版

社
編
纂
部
（
編
）『
書
籍
年
鑑
（
昭
和
一
七

年
版
）』（
協
同
出
版
社
、
昭
17
・
8
）

	

　
　
　
　
　
　
　

②　

�

日
本
出
版
文
化
協
会
（
監
修
）・
協
同
出
版

社
編
纂
部
（
編
）『
雑
誌
年
鑑
（
昭
和
一
七

年
版
）』（
協
同
出
版
社
、
昭
17
・
8
）

	

昭
和
一
八
年　
　
　
　

�

日
本
出
版
会
（
監
修
）・
協
同
出
版
社
編
纂

部
（
編
）『
日
本
出
版
年
鑑
（
昭
和
一
八
年

版
）』（
協
同
出
版
社
、
昭
18
・
12
）

	

昭
和
一
九
～
二
一
年　

�

日
本
出
版
協
同
株
式
会
社
（
編
）『
日
本
出

版
年
鑑
（
昭
和
一
九
・
二
〇
・
二
一
年
版
）』

（
日
本
出
版
協
同
株
式
会
社
、
昭
22
・
7
）

	

昭
和
二
二
～
二
三
年　

�

日
本
出
版
協
同
株
式
会
社
（
編
）『
日
本
出

版
年
鑑
（
昭
和
二
二
・
二
三
年
版
）』（
日
本

出
版
協
同
株
式
会
社
、
昭
23
・
11
）

（
36
）　

文
部
省
に
よ
る
図
書
等
に
対
す
る
指
導
は
、
明
治
四
四
年
五
月

一
七
日
の
文
芸
委
員
会
・
通
俗
教
育
調
査
委
員
会
の
設
置
（
同
日
勅

令
第
一
六
四
号
「
文
芸
委
員
会
官
制
」、
同
日
勅
令
第
一
六
五
号
「
通

俗
教
育
調
査
委
員
会
官
制
」）
と
、
同
年
一
〇
月
一
〇
日
文
部
省
告

示
第
二
三
七
号
「
通
俗
教
育
調
査
委
員
会
通
俗
図
書
審
査
規
程
」、

同
日
文
部
省
告
示
第
二
三
八
号
「
通
俗
教
育
調
査
委
員
会
厳
冬
映
画

及
活
動
写
真
『
フ
ィ
ル
ム
』
審
査
規
程
」
に
始
ま
る
。

	

　

そ
の
後
、
大
正
二
年
六
月
一
三
日
勅
令
第
一
八
〇
号
に
よ
り
「
通

俗
教
育
調
査
委
員
会
官
制
」
は
廃
止
さ
れ
、
翌
七
月
二
六
日
文
部
省

令
第
二
二
号
「
通
俗
図
書
認
定
規
程
」
な
ら
び
に
同
日
文
部
省
令
第

二
三
号「
幻
燈
映
画
及
活
動
写
真『
フ
ィ
ル
ム
』認
定
規
程
」に
よ
り
、

文
部
省
が
自
ら
書
籍
お
よ
び
娯
楽
施
設
の
指
導
・
改
善
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

（
37
）　

社
会
教
育
二
巻
二
号
（
大
14
・
2
）
一
二
三
頁
に
「
文
部
省
認

定
通
俗
図
書
一
覧（
大
正
十
三
年
六
月
以
降
）」が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）　

文
部
省
社
会
教
育
局
（
編
）『
文
部
省
認
定
図
書
目
録
（
自
大

正
一
四
年
一
月
至
昭
和
六
年
五
月
末
）』、『
文
部
省
認
定
図
書
目
録

（
自
昭
和
六
年
六
月
至
昭
和
七
年
一
一
月
末
）』、『
文
部
省
認
定
図
書

目
録
（
自
昭
和
七
年
一
二
月
至
昭
和
九
年
一
月
末
）』、『
文
部
省
認
定

図
書
目
録
（
自
昭
和
九
年
二
月
至
昭
和
一
〇
年
二
月
末
）』、『
文
部
省

認
定
図
書
目
録
（
自
昭
和
一
〇
年
三
月
至
昭
和
一
一
年
三
月
末
）』、

『
文
部
省
認
定
図
書
目
録
（
自
昭
和
一
一
年
四
月
至
昭
和
一
二
年
三

月
末
）』、『
文
部
省
認
定
図
書
目
録
（
自
昭
和
一
二
年
四
月
至
昭
和
一
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三
年
三
月
末
）』、『
文
部
省
認
定
図
書
目
録
（
自
昭
和
一
三
年
四
月
至

昭
和
一
四
年
二
月
末
）』
各
巻
末
「（
附
録
）
図
書
認
定
事
務
概
況
」

参
照
。

（
39
）　

な
お
、
合
冊
本
と
し
て
、
文
部
省
社
会
教
育
局
（
編
）『
文
部

省
推
薦
図
書
一
覧
』（
文
部
省
、
昭
15
・
8
）
が
あ
る
。

（
40
）　

井
本
農
一
「
文
部
省
図
書
推
薦
制
度
問
答
」
社
会
教
育
一
〇
巻

六
号
（
一
一
八
号
、
昭
14
・
6
）
一
二
頁
、
田
中
重
之
「
文
部
省
推

薦
図
書
に
就
い
て
」
図
書
館
雑
誌
三
三
年
〔
巻
〕
七
号
（
二
三
六
号
、

昭
14
・
7
）
一
頁
、
青
柴
馨
「
文
部
省
図
書
推
薦
概
要
」
社
会
教
育

一
一
巻
一
号
（
一
二
五
号
、
昭
15
・
1
）
三
六
頁
、「
文
部
省
の
図
書

推
薦
機
構
」
図
書
館
雑
誌
三
四
年
〔
巻
〕
一
〇
号
（
二
五
一
号
、
昭

15
・
10
）
四
七
二
頁
〔
復
刻
版
34
五
一
〇
頁
〕
参
照
。

（
41
）　

社
会
教
育
研
究
会
「
社
会
と
教
化
」
一
巻
一
号
（
大
10
・
1
）

～
三
巻
七
号
（
大
12
・
7
）、
改
題
「
社
会
教
育
」
創
刊
号
（
大
13
・

1
）
～
六
巻
七
号
（
昭
4
・
7
）、
財
団
法
人
・
社
会
教
育
会
「
社

会
教
育
」
一
号
（
昭
5
・
9
）
～
六
〇
号
（
昭
9
・
7
）、
五
巻
八

号
（
六
一
号
、
昭
9
・
8
）
～
一
五
巻
三
号
（
一
六
五
号
、
昭
19
・

3
）
に
つ
い
て
は
、〔
復
刻
版
〕
小
川
利
夫
（
監
修
）『
社
会
教
育
（
第

一
巻
）
～
（
第
三
五
巻
）・（
別
巻
）』（
大
空
社
、〔
第
一
期
〕（
第
一
巻
）

～
（
第
九
巻
）
平
2
・
1
、〔
第
二
期
〕（
第
一
〇
巻
）
～
（
第
一
六
巻
）

平
2
・
6
、〔
第
三
期
〕（
第
一
七
巻
）
～
（
第
二
五
巻
）
平
2
・
11
、〔
第

四
期
〕（
第
二
六
巻
）
～
（
第
三
五
巻
）・（
別
巻
）
平
3
・
5
）
が
あ
る
。

（
42
）　
〔
復
刻
版
〕『
社
会
教
育
（
別
巻
）』
前
掲
注
（
41
）
所
収
の
小

川
剛
「
解
題
―
―
書
誌
学
的
考
察
」
一
六
頁
参
照
。

（
43
）　

社
会
教
育
七
巻
七
号
（
昭
11
・
7
）
五
二
頁
。

（
44
）　

社
会
教
育
七
巻
九
号
（
昭
11
・
9
）
六
二
頁
。

（
45
）　

昭
和
一
四
年
一
月
ま
で
の
推
薦
図
書
を
収
録
し
た
前
掲
「
文
部

省
推
薦
図
書
月
報
」
第
八
輯
と
、
同
年
五
月
以
降
の
推
薦
図
書
を
収

録
し
た
「
図
書
月
報
」
一
輯
の
間
に
は
、
⒜
第
六
六
回
（
2
月
）・

⒝
第
六
七
回
（
3
月
）・
⒞
第
六
八
回
（
4
月
）
三
回
の
欠
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
回
の
推
薦
図
書
は
、
社
会
教
育
⒜
一
〇
巻
五
号
（
一
一
七

号
、
昭
14
・
5
）
七
〇
頁
、
⒝
六
号
（
一
一
八
号
、
昭
14
・
6
）
六

九
頁
、
⒞
七
号
（
一
一
九
号
、
昭
14
・
7
）
七
五
頁
掲
載
「
文
部
省

推
薦
図
書
」
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
⒜
の
中
に
岩

波
書
店
の
書
籍
1
点
…
…
ア
レ
キ
シ
ス
・
カ
レ
ル
（
著
）・
桜
沢
如

一
（
訳
）『
人
間
（
こ
の
未
知
な
る
も
の
）』（
昭
13
・
8
）
が
認
め

ら
れ
る
の
み
で
、
日
本
評
論
社
の
書
籍
は
な
い
。

（
46
）　

文
部
省
推
薦
図
書
と
同
様
、
教
学
局
選
奨
図
書
に
つ
い
て
も
、

「
図
書
時
報
」
に
は
、
第
一
回
～
第
四
回
の
選
奨
図
書
に
つ
き
欠
が

あ
る
。

	

⒜�　

図
書
館
雑
誌
三
二
年
〔
巻
〕
一
〇
号
（
二
二
七
号
、
昭
13
・

10
）二
六
四
頁〔
復
刻
版
33
四
五
六
頁
〕に
は「
文
部
省
推
薦
図
書
」

と
並
ん
で
「
教
学
局
推
薦
紹
介
図
書
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
お
そ
ら
く
第
一
回
選
奨
図
書
で
あ
ろ
う
。
内
訳
は
、
推
薦

図
書
（
1
冊
）・
紹
介
図
書
（
3
冊
）
と
も
す
べ
て
岩
波
書
店
の

書
籍
で
あ
る
（
推
薦
図
書
…
…
①
田
辺
元
『
科
学
概
論
』（〔
初
版
〕

大
7
・
9
）、
紹
介
図
書
…
…
①
橋
田
邦
彦
（
著
）・
山
極
一
三
（
編
）

『
空
月
集
』（
昭
11
・
11
）、
②
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー

（
著
）・
小
塚
新
一
郎
（
訳
）『
文
化
哲
学
の
諸
問
題
』（
昭
12
・
10
）、

③
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
（
著
）・
小
塚
新
一
郎
（
訳
）

『
現
代
文
化
と
国
民
教
育
』（
昭
13
・
3
））。

	
⒝�　

一
方
、
翌
年
一
〇
月
の
図
書
館
雑
誌
三
三
年
〔
巻
〕
一
〇
号
（
二

三
九
号
、
昭
14
・
10
）
三
七
三
頁
掲
記
の
「
教
学
局
選
奨
図
書
（
自

四
月
至
九
月
）」
全
10
冊
の
う
ち
、
和
辻
哲
郎
『
人
格
と
人
類
性
』
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（
岩
波
書
店
、
昭
13
・
11
）
と
宮
田
喜
代
蔵
『
生
活
経
済
学
研
究
』

（
日
本
評
論
社
、
昭
13
・
10
）〔1278

〕
に
つ
い
て
は
「
図
書
時
報
」

に
記
載
が
な
い
。
両
書
は
お
そ
ら
く
第
四
回
以
前
の
選
奨
図
書
で

あ
ろ
う
。

	

⒞�　

さ
ら
に
、
翌
昭
和
一
五
年
二
月
の
図
書
館
雑
誌
三
四
年
〔
巻
〕

二
号
（
二
四
三
号
、
昭
15
・
2
）
三
六
八
頁
「
教
学
局
選
奨
図
書

（
昭
和
十
三
年
九
月
教
学
局
図
書
推
薦
調
査
会
議
設
置
以
後
ノ
モ

ノ
）
昭
和
十
五
年
一
月
現
在
」
掲
記
の
推
薦
図
書
（
2
点
）・
紹

介
図
書
（
25
点
）
の
う
ち
、
紹
介
図
書
に
選
ば
れ
た
岩
波
書
店
の

書
籍（
1
点
）高
坂
正
顕『
歴
史
的
世
界
―
―
現
象
学
的
試
論
』（
昭

12
・
10
）
に
つ
い
て
も
「
図
書
時
報
」
に
記
載
が
な
い
。
同
書
も

第
四
回
以
前
の
選
奨
図
書
で
あ
ろ
う
。

（
47
）　
「
図
書
時
報
」
第
五
輯
に
は
、
教
学
局
選
奨
図
書
が
掲
記
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
図
書
館
雑
誌
を
用
い
て
補
充
す
る
。

（
48
）　
「
図
書
時
報
」
第
六
輯
に
関
し
て
も
、
教
学
局
選
奨
図
書
が
掲

記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
図
書
館
雑
誌
を
用
い
て
補
充
す
る
。

（
49
）　

①
日
本
で
最
初
の
公
共
図
書
館
は
、
明
治
五
年
文
部
省
博
物
局

の
所
管
で
湯
島
聖
堂
（
昌
平
黌
跡
地
）
に
開
館
し
た
「
書
籍
館
（
し
ょ

じ
ゃ
く
か
ん
）」
で
あ
る
。
②
明
治
八
年
東
京
府
に
移
管
さ
れ
「
東

京
府
書
籍
館
」
に
改
称
、
③
明
治
一
三
年
再
び
文
部
省
の
所
管
と
な

り
「
東
京
図
書
館
」
に
改
称
、
明
治
一
八
年
上
野
公
園
内
に
移
転
し

て
以
降
は
「
上
野
図
書
館
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

正
式
名
称
は
、
④
明
治
三
〇
年
四
月
二
七
日
勅
令
第
一
一
〇
号
「
帝

国
図
書
館
官
制
」
に
よ
り
「
帝
国
図
書
館
」
と
な
る
（
初
代
館
長
は

③
東
京
図
書
館
か
ら
引
き
続
き
田
中
稲
城
）。
⑤
戦
後
の
昭
和
二
二

年
「
国
立
図
書
館
」
に
名
称
変
更
の
後
（
昭
和
二
二
年
一
二
月
四
日

政
令
第
二
五
四
号
「
帝
国
図
書
館
官
制
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
政

令
」）、
⑥
同
年
に
成
立
し
た
国
会
図
書
館
（
昭
和
二
二
年
四
月
三
〇

日
法
律
第
八
四
号
「
国
会
図
書
館
法
」）
と
翌
昭
和
二
三
年
に
合
併

し
て
現
在
の
「
国
立
国
会
図
書
館
」
と
な
り
（
昭
和
二
三
年
二
月
九

日
法
律
第
五
号
「
国
立
国
会
図
書
館
法
」）、「
上
野
公
園
の
国
立
図
書

館
は
、
昭
和
二
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
、
国
立
国
会
図
書
館
の
支
部

図
書
館
と
な
り
、
特
に
東
京
都
民
の
用
に
供
す
る
よ
う
有
効
に
運
用

さ
れ
る
」
も
の
と
さ
れ
た
（
同
法
二
二
条
前
段
。
な
お
、
同
条
後
段

で
は
東
京
都
へ
の
移
管
が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
も
国
立
国

会
図
書
館
の
支
部
で
あ
る
）。

（
50
）　

明
治
文
庫
協
会
に
よ
る
「
図
書
館
雑
誌
」
は
一
号
（
明
40
・

10
）
～
二
号
（
明
41
・
2
）
で
、
三
号
（
明
41
・
6
）
以
降
は
日
本

図
書
館
協
会
の
発
行
と
な
る
。
八
六
号
（
昭
2
・
1
）
よ
り
巻
号
表

示
が
併
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（
二
一
年
〔
巻
〕
一
号
～
）、
三
八

年
〔
巻
〕
四
号
（
二
九
四
号
、
昭
19
・
9
）
で
休
刊
（
復
刊
は
戦
後

の
昭
和
二
一
年
六
月
）
…
…
〔
復
刻
版
〕『
図
書
館
雑
誌
１
―
３
（
第

一
～
七
号
）
～
38
（
第
二
九
〇
～
二
九
四
号
）』（
学
術
文
献
普
及
会
、

昭
和
四
五
～
五
九
年
）。

（
51
）　

本
節
の
記
述
に
関
し
て
参
照
し
た
文
献
は
、
以
下
の
通
り
。「
日

本
図
書
館
協
会
沿
革
略
」図
書
館
雑
誌
三
〇
号（
大
6
・
4
）一
頁〔
復

刻
版
11
―
12
一
〇
〇
頁
〕、「
日
本
図
書
館
協
会
五
十
年
史
事
績
年
表
」

『
日
本
図
書
館
協
会
百
年
史
・
資
料
（
第
二
輯
）』（
日
本
図
書
館
協
会
、

昭
和
六
一
年
）、
樋
口
龍
太
郎
（
稿
）「
日
本
図
書
館
協
会
五
十
年
史
」

『
日
本
図
書
館
協
会
百
年
史
・
資
料
（
第
四
輯
）』（
日
本
図
書
館
協
会
、

平
成
元
年
）、
日
本
図
書
館
協
会
（
編
）『
日
本
図
書
館
協
会
七
十
年

史
（
明
治
二
五
年
～
昭
和
三
六
年
）』（
日
本
図
書
館
協
会
、
昭
和
三

六
年
）、
日
本
図
書
館
協
会
八
十
年
記
念
委
員
会
（
編
）『
日
本
図
書

館
協
会
八
十
年
史
年
表
（
明
治
二
五
年
～
昭
和
四
六
年
）』（
日
本
図
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書
館
協
会
、
昭
和
四
六
年
）、
日
本
図
書
館
協
会
（
編
）『
日
本
図
書

館
協
会
の
百
年1892-1992

』（
日
本
図
書
館
協
会
、
平
成
四
年
）、
和

田
万
吉
『
図
書
館
史
』（
図
書
館
短
期
大
学
同
窓
会
橘
会
・
日
本
図

書
館
協
会
、
昭
和
四
六
年
）、
石
井
敦
『
日
本
近
代
公
共
図
書
館
史

の
研
究
』（
日
本
図
書
館
協
会
、
昭
和
四
七
年
）、
国
立
国
会
図
書
館

（
編
）『
国
立
国
会
図
書
館
三
十
年
史
〔
本
編
〕（
資
料
編
・
索
引
）』（
国

立
国
会
図
書
館
・
日
本
図
書
館
協
会
、
昭
和
五
四
年
三
月
～
昭
和
五

五
年
三
月
）、
国
立
国
会
図
書
館
五
〇
年
史
編
纂
委
員
会
（
編
）『
国

立
国
会
図
書
館
五
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
国
立
国
会
図
書
館
・
日
本
図

書
館
協
会
、
昭
和
六
三
年
）、
国
立
国
会
図
書
館
五
十
年
史
編
纂
委

員
会
（
編
）『
国
立
国
会
図
書
館
五
十
年
史
（
本
編
）（
資
料
編
）』（
国

立
国
会
図
書
館
、
平
成
一
一
年
・
平
成
一
三
年
）。

（
52
）　

こ
の
目
録
の
一
巻
（
大
正
三
年
）
～
三
巻
（
大
正
六
年
）
に
つ

い
て
は
、
大
正
七
年
に
合
冊
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
図
書
館
協
会

（
編
）『
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書
目
録
・
合
冊
』（
日
本
図
書
館

協
会
編
輯
部
、
大
正
7
・
2
）。

（
53
）　

図
書
館
雑
誌
五
五
号
（
大
13
・
3
）〔
復
刻
版
17
―
18
一
九
五

頁
〕。
な
お
、
カ
ー
ド
の
ひ
な
形
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
雑
誌
五
七

号
（
大
13
・
5
）
の
表
紙
頁
に
「
北
米
合
衆
国
の
議
院
図
書
館
の
印

刷
カ
ー
ド
」
が
掲
記
さ
れ
た
。

（
54
）　
『
日
本
出
版
百
年
史
年
表
』
前
掲
注
（
31
）
三
八
四
頁
に
は
「
日

本
図
書
館
協
会
、
読
書
運
動
を
展
開
…
…
（
昭
和
八
年
、〈
図
書
館
週

間
〉
と
改
称
）」
と
あ
る
が
、
図
書
館
雑
誌
六
二
号
（
大
13
・
10
）〔
復

刻
版
17
―
18
三
一
二
頁
〕
の
初
回
開
催
記
事
に
は
、
日
本
図
書
館
協

会
「
会
告
・
図
書
館
週
間
に
就
て
」
と
あ
る
。

（
55
）　

図
書
館
雑
誌
六
三
号
（
大
13
・
11
）〔
復
刻
版
17-

18
三
二
二
～

三
二
三
頁
〕。

（
56
）　

国
際
思
潮
研
究
会
版
『
出
版
年
鑑
（
一
九
二
六
年
版
）』
二
一

三
～
二
一
四
頁
。

（
57
）　

な
お
、
社
会
教
育
四
巻
八
号
（
昭
2
・
8
）
八
八
頁
に
は
「
青

年
文
庫
編
成
の
参
考
」
用
の
「
愛
読
せ
ら
れ
た
青
年
読
物
百
種
」
と

題
す
る
記
事
が
あ
る
が
（「
東
京
市
日
比
谷
図
書
館
で
、
最
近
愛
読

せ
ら
れ
た
図
書
の
中
か
ら
選
択
し
た
も
の
」）、
こ
れ
は
図
書
館
週
間

と
は
無
関
係
だ
ろ
う
。

（
58
）　

図
書
館
雑
誌
二
二
年
〔
巻
〕
一
〇
号
（
一
〇
七
号
、
昭
3
・

10
）
二
四
六
頁
〔
復
刻
版
22
二
八
〇
頁
〕。

（
59
）　

図
書
館
雑
誌
二
二
年
〔
巻
〕
一
〇
号
（
一
〇
七
号
、
昭
3
・

10
）
二
四
七
頁
〔
復
刻
版
22
二
八
一
頁
〕。

（
60
）　

図
書
館
雑
誌
一
二
一
号
（
昭
4
・
12
）
三
一
五
～
三
一
六
頁
〔
復

刻
版
23
四
一
五
～
四
一
六
頁
〕「
読
書
に
関
す
る
調
査
（
昭
和
四
年

読
書
週
間
に
際
し
発
表
せ
る
も
の
）」、
東
京
書
籍
商
組
合
版
『
出
版

年
鑑
（
昭
和
五
年
版
）』
七
～
八
頁
「
最
も
多
読
さ
れ
た
良
書
百
種
」、

東
京
堂
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
五
年
版
）』
三
五
～
三
七
頁
「
最
も

多
く
読
ま
れ
た
新
刊
図
書
百
種
」。

（
61
）　

な
お
、
夏
目
鏡
子
（
述
）・
松
岡
譲
（
筆
録
）『
漱
石
の
思
ひ
出
』

（
二
円
）
に
関
し
て
は
、
改
造
社
版
（
昭
3
・
11
）・
岩
波
書
店
版
（
昭

4
・
10
）
の
う
ち
の
改
造
社
版
で
あ
る
（
岩
波
書
店
版
の
価
格
は
一

円
）。

（
62
）　

図
書
館
雑
誌
一
二
一
号
（
昭
4
・
12
）
附
録
四
三
頁
〔
復
刻
版

四
三
五
頁
〕、
東
京
書
籍
商
組
合
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
五
年
版
）』

七
頁
「
最
も
精
読
さ
れ
た
名
著
廿
種
」、
東
京
堂
版
『
出
版
年
鑑
（
昭

和
五
年
版
）』
三
七
頁
「
精
読
さ
れ
た
新
刊
図
書
二
十
種
」。

（
63
）　

東
京
書
籍
商
組
合
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
六
年
版
）』
六
七
～

六
九
頁
。
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（
64
）　

東
京
書
籍
商
組
合
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
六
年
版
）』
六
九
～

七
〇
頁
。

（
65
）　

東
京
堂
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
六
年
版
）』
三
六
～
三
八
頁
。

（
66
）　

東
京
堂
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
六
年
版
）』
三
六
～
三
八
頁
。

（
67
）　

東
京
堂
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
七
年
版
）』
九
八
～
一
〇
〇
頁
。

（
68
）　

東
京
堂
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
七
年
版
）』
一
〇
一
～
一
〇
三
頁
。

（
69
）　

東
京
堂
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
七
年
版
）』
九
七
～
九
八
頁
。

な
お
、
東
京
書
籍
商
組
合
版
に
は
、
図
書
館
週
間
関
係
の
記
事
は
な

い
。

（
70
）　

東
京
堂
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
八
年
版
）』
八
五
頁
。
な
お
、

東
京
書
籍
商
組
合
版
で
は
、
同
年
版
以
降
、
図
書
館
に
よ
る
推
薦
図

書
一
覧
を
掲
載
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
71
）　

東
京
堂
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
八
年
版
）』
八
五
頁
。

（
72
）　

東
京
堂
版
『
出
版
年
鑑
（
昭
和
九
年
版
）』
八
九
頁
。

（
73
）　
「
日
本
図
書
館
協
会
撰
定
新
刊
図
書
目
録
」
一
巻
一
号
（
大
3
・

2
）～
一
〇
巻
四
号
…
…〔
合
冊
版
〕日
本
図
書
館
協
会
編
集
部（
編
）

『
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書
目
録
・
合
冊
』（
日
本
図
書
館
協
会
、

大
7
・
2
）。

（
74
）　

な
お
、「
良
書
百
選
」（
全
九
輯
）
に
つ
い
て
は
、〔
復
刻
版
〕『
日

本
図
書
館
協
会
選
定
良
書
解
題
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
二
〇
年
）

が
あ
る
。

（
75
）　

そ
の
後
、
同
書
は
、
昭
和
一
五
年
の
筆
禍
事
件
（
津
田
事
件
。

後
記
２
Ａ
㉕
�
㉗
㉘
参
照
）
の
影
響
を
受
け
て
、
昭
和
一
五
年
二
月

に
推
薦
取
消
し
と
な
っ
た
。
図
書
館
雑
誌
三
四
年
〔
巻
〕
二
号
（
二

四
三
号
、
昭
15
・
2
）
巻
末
附
録
「
読
書
」
三
六
八
頁
〔
復
刻
版
33

八
四
頁
〕
に
は
、「
昭
和
十
四
年
一
月
本
協
会
に
於
て
推
薦
し
た
津
田

左
右
吉
『
支
那
思
想
と
日
本
』（「
読
書
」
昭
和
十
四
年
一
月
号
・
二

七
八
頁
並
に
「
良
書
百
選
」
第
八
輯
三
頁
及
四
頁
所
載
）
は
今
回
推

薦
を
取
消
し
ま
し
た
か
ら
御
承
知
下
さ
い
。
／
良
書
普
及
事
業
部
」

と
あ
る
。

（
76
）　

図
書
館
雑
誌
四
三
年
〔
巻
〕
五
号
（
二
四
六
号
、
昭
15
・
5
）

の
「
編
輯
後
記
」
一
五
〇
頁
〔
復
刻
版
34
二
二
〇
頁
〕
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。「
本
号
は
大
体
従
来
の
方
針
で
編
輯
の
実
が
済
ん
で
ゐ
た

の
で
、
別
に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
な
い
筈
で
あ
る
が
、
一
つ
目
に
立

つ
こ
と
は
協
会
の
推
薦
図
書
欄
の
缺
け
て
ゐ
る
点
で
あ
る
。
之
は
編

輯
者
の
考
か
ら
来
た
こ
と
で
は
な
い
。
文
部
省
と
の
話
合
も
あ
っ
て
、

協
会
と
し
て
良
書
推
薦
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
に
他

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
て
こ
の
欄
は
そ
の
名
に
お
い
て
は
今
後
全

然
そ
の
影
を
消
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
御
諒
承
願
ひ
た
い
」。

（
77
）　

詳
細
は
、
大
久
保
久
雄
＝
福
島
鋳
郎
（
監
修
）『
新
聞
出
版
用

紙
割
当
制
度
の
概
要
と
そ
の
業
務
実
績
（
第
一
巻
）（
第
二
巻
）』（
金

沢
文
圃
閣
『
文
圃
文
献
類
従
19
戦
時
占
領
期
出
版
関
係
史
料
集
20
、

平
成
一
六
年
）
の
ほ
か
、
吉
田
則
昭
『
戦
時
統
制
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
―
―
一
九
四
〇
年
代
メ
デ
ィ
ア
史
』（
昭
和
堂
、
平
成
二
二
年
）

一
七
九
頁
以
下
参
照
。

（
78
）　

な
お
、
推
薦
委
員
は
翌
昭
和
一
七
年
七
月
に
改
め
ら
れ
、
政
治
・

法
律
・
経
済
部
門
で
は
戸
田
貞
三
・
我
妻
栄
・
綿
貫
哲
雄
・
田
中
二

郎
・
高
田
保
馬
・
高
柳
賢
三
・
中
野
登
美
雄
・
本
城
栄
治
郎
・
大
熊

信
行
・
高
橋
誠
一
郎
・
中
山
伊
知
郎
・
難
波
田
春
夫
・
山
崎
清
純
・

赤
松
要
・
荒
木
光
太
郎
が
委
嘱
さ
れ
た
。

（
79
）　

中
田
邦
造
「
日
本
出
版
文
化
協
会
推
薦
図
書
の
第
一
回
発
表
を

機
会
に
」
図
書
館
雑
誌
三
五
年
〔
巻
〕
一
一
号
（
二
六
四
号
、
昭

16
・
11
）
附
録
二
〇
七
頁
〔
復
刻
版
35
一
〇
一
八
頁
〕。
中
田
邦
造
は
、

日
比
谷
図
書
館
館
長
で
、
執
筆
当
時
「
図
書
館
雑
誌
」
の
編
集
兼
発
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行
者
で
あ
っ
た
。

（
80
）　

日
本
出
版
文
化
協
会
推
薦
図
書
に
関
し
て
は
、「
図
書
館
雑
誌
」

前
掲
注
（
50
）・『
日
本
出
版
年
鑑
』
前
掲
注
（
35
）
３
の
ほ
か
、
当

事
者
で
あ
る
出
版
・
配
給
団
体
側
の
文
献
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が

あ
る
。

	

⒜�　

日
本
読
書
新
聞
社
「
日
本
読
書
新
聞
」
一
号
（
昭
12
・
3
）
～
。

	

⒝�　
「
出
版
文
化
」（
一
号
〔
昭
16
・
8
〕
～
七
九
号
（
昭
18
・
12
）

の
発
行
者
は
日
本
出
版
文
化
協
会
、
八
〇
号
（
昭
19
・
1
）
～
の

発
行
者
は
日
本
出
版
会
、
戦
後
の
一
三
〇
号
（
昭
20
・
11
）
～
終

刊
二
六
四
号（
昭
25
・
9
）の
出
版
者
は
日
本
出
版
協
会
）…
…〔
復

刻
版
〕
大
久
保
久
雄
＝
福
島
鋳
郎
（
監
修
）『
出
版
文
化
（
第
一
巻
）

～
（
第
五
巻
）（
別
巻
）』（
金
沢
文
圃
閣
『
文
圃
文
献
類
従
6
戦

時
占
領
期
出
版
関
係
資
料
集
2
』、
平
成
一
五
～
一
六
年
）

	

⒞�　
「
日
本
出
版
文
化
協
会
推
薦
図
書
目
録
（
第
一
回
）
～
（
第
一

七
回
）」（
日
本
出
版
配
給
〔
＝
日
配
〕、
昭
17
・
1
～
昭
18
・
3
）

…
…
〔
復
刻
版
〕
大
久
保
久
雄
（
監
修
）・
福
島
鋳
郎
（
解
題
）『
戦

時
推
薦
図
書
目
録
』（
金
沢
文
圃
閣
『
文
圃
文
献
類
従
21
戦
時
占

領
期
出
版
関
係
資
料
集
6
』、
平
成
二
三
年
）

	

　

な
お
、
⒞
〔
復
刻
版
〕
福
島
鋳
郎
「
解
題
」
三
〇
四
頁
以
下
（
こ

の
解
題
は
福
島
鋳
郎
「『
出
版
文
化
協
会
』
推
薦
図
書
に
つ
い
て
」

本
の
周
辺
九
号
（
昭
和
五
五
年
）
…
…
〔
所
収
〕
福
島
鋳
郎
『
戦
後

雑
誌
の
周
辺
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
二
年
）
三
二
八
頁
の
再
録
で

あ
る
）
の
掲
記
す
る
集
計
値
は
、
小
川
菊
松
『
日
本
出
版
界
の
あ

ゆ
み
』（
誠
文
堂
新
光
社
、
昭
和
三
七
年
）
一
三
九
頁
か
あ
る
い
は

『
日
本
出
版
百
年
史
年
表
』
前
掲
注
（
54
）
六
五
九
頁
（
数
値
は
両

書
と
も
同
一
で
あ
る
）
に
依
拠
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か

し
、
そ
の
集
計
は
第
一
六
回
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
数
値
に

誤
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
改
め
て
全
点
数
え
直
し
た
。
な
お
、

中
野
綾
子
「〈
柔
ら
か
な
統
制
〉
と
し
て
の
推
薦
図
書
制
度
―
―
文

部
省
及
び
日
本
出
版
文
化
協
会
に
お
け
る
読
書
統
制
を
め
ぐ
っ
て
」

Intelligence

（
早
稲
田
大
学
二
〇
世
紀
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
編
集
委
員
会
）
一
五
号
（
平
成
二
七
年
）
一
七
三
頁
も
、

全
一
七
回
の
図
書
三
四
五
点
を
再
集
計
し
た
う
え
、
文
部
省
推
薦
図

書
な
ら
び
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
没
収
指
定
図
書
と
の
重
複
図
書
の
一
覧
表
を
作

成
し
て
い
る
（
一
七
八
頁
、
一
八
一
頁
）。

（
81
）　

な
お
、
こ
の
時
期
の
出
版
・
取
次
業
者
側
の
資
料
と
し
て
、
日

本
出
版
配
給
株
式
会
社
（
日
配
）
の
機
関
誌
「
新
刊
弘
報
」「
出
版

弘
報
」
が
あ
る
。
誌
名
な
ら
び
に
出
版
者
表
記
の
変
化
は
、
以
下
の

通
り
。
①
日
本
出
版
配
給
「
新
刊
弘
報
」
一
号
（
昭
18
・
6
）
～

二
九
号
（
昭
19
・
4
）
→
②
三
〇
号
（
昭
19
・
5
）
～
四
一
号
（
昭

19
・
8
）の
出
版
者
表
記
は「
日
本
出
版
配
給
統
制
」→
③
四
二
号（
昭

19
・
9
）
～
七
一
号
（
昭
21
・
5
）
の
誌
名
は
「
出
版
弘
報
」
…
…

〔
復
刻
版
〕『
文
圃
文
献
類
従
32
出
版
流
通
メ
デ
ィ
ア
資
料
集
成
2
戦

時
日
本
出
版
配
給
機
関
誌
編
（
第
七
巻
）
～
（
第
一
二
巻
）』（
金
沢

文
圃
閣
、
平
成
二
六
年
）。

（
82
）　
『
日
本
出
版
年
鑑
（
昭
和
一
九
・
二
〇
・
二
一
年
版
）』「
出
版

界
三
年
史
」
一
四
二
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
有
斐
閣
百
年
史
』（
有

斐
閣
、
昭
和
五
五
年
）
三
六
九
頁
以
下
に
掲
記
さ
れ
た
図
書
情
報
に

は
欠
損
が
あ
る
（
総
数
八
〇
点
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
）。

（
83
）　

戦
前
の
内
務
省
に
よ
る
出
版
警
察
行
政
に
関
し
て
は
、
後
記
資

料
〔
復
刻
版
〕
の
解
題
・
解
説
の
ほ
か
、
水
沢
不
二
夫
『
検
閲
と
発

禁
―
―
近
代
日
本
の
言
論
統
制
』（
森
話
社
、
平
成
二
八
年
）
参
照
。

（
84
）　

国
立
国
会
図
書
館
収
集
整
理
部
（
編
集
）『
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
発
禁
図
書
目
録
―
―
一
九
四
五
年
以
前
』（
国
立
国
会
図
書
館
・
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紀
伊
国
屋
書
店
、
昭
五
五
年
）。
さ
ら
に
、
大
塚
奈
奈
絵
「
受
入
後

に
発
禁
と
な
り
閲
覧
制
限
さ
れ
た
図
書
に
関
す
る
調
査
―
―
戦
前
の

出
版
法
制
下
の
旧
帝
国
図
書
館
に
お
け
る
例
」
参
考
書
誌
研
究
七
三

号
（
平
成
二
二
年
）
二
七
頁
、
大
塚
奈
奈
絵
「
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
『
発
禁
図
書
函
号
目
録
』（
安
寧
ノ
部
・
風
俗
ノ
部
）
本
表
」
参

考
書
誌
研
究
七
七
号
（
平
成
二
八
年
）
一
〇
八
頁
も
参
照
。

（
85
）　
〔
復
刻
版
〕『
発
禁
本
関
係
資
料
集
成
（
第
一
輯
）
～
（
第
四
輯
）』

（
湖
北
社
、
昭
和
五
一
～
五
二
年
）
の
『（
第
一
輯
）』
お
よ
び
『（
第

二
輯
）』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
86
）　
〔
復
刻
版
〕『
出
版
警
察
報
1
～
40
・
補
巻
』（
龍
溪
書
舎
・
不

二
出
版
、
昭
和
五
六
～
六
一
年
）。

（
87
）　
〔
復
刻
版
〕『
出
版
警
察
概
観
（
第
一
巻
・
昭
和
五
～
六
年
）（
第

二
巻
・
昭
和
七
～
八
年
）（
第
三
巻
・
昭
和
九
～
一
〇
年
）』（
龍
溪

書
舎
・
昭
和
五
六
年
、
不
二
出
版
・
昭
和
六
三
年
）。

（
88
）　

小
田
切
秀
雄
＝
福
岡
井
吉
（
編
著
）『（
増
補
版
）
昭
和
書
籍
・

雑
誌
・
新
聞
発
禁
年
表
（
上
）（
中
）（
下
）』（
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、

昭
和
五
六
年
）。

（
89
）　

た
と
え
ば
昭
和
八
年
四
月
一
一
日
滝
川
幸
辰
『
刑
法
読
本
』（
大

畑
書
店
、
昭
7
・
6
）、『
刑
法
講
義
』（
弘
文
堂
、〔
改
訂
版
〕
昭
5
・

6
）
の
二
著
発
禁
処
分
（『
日
本
出
版
百
年
史
年
表
』
前
掲
注
（
54
）

四
八
五
頁
参
照
）
の
記
述
が
欠
け
て
い
る
。

（
90
）　
『
文
部
省
推
薦
並
教
学
局
選
奨
図
書
思
想
関
係
発
禁
図
書
一
覧
』

（
教
学
局
、
昭
17
・
2
）「
二
、
発
禁
図
書
ノ
部
」。

（
91
）　

城
市
郎
『
発
禁
本
―
―
書
物
に
み
る
人
間
の
自
由
』（
桃
源
社
・

桃
源
選
書
、
昭
和
四
四
年
）。

（
92
）　

な
お
、
㉞
『
日
本
社
会
政
策
史
』
と
同
日
で
、
チ
ェ
ザ
ー
レ
・

ベ
ッ
カ
ー
リ
ア
（
著
）・
風
早
八
十
二
（
訳
）『
犯
罪
と
刑
罰
―
―
封

建
的
刑
罰
制
度
の
批
判
』（
刀
江
書
院
、
昭
4
・
11
）、
風
早
八
十
二

（
著
）『
日
本
財
政
論
』（
三
笠
書
房
、
昭
12
・
12
）、
風
早
八
十
二
（
著
）

『
労
働
の
理
論
と
政
策
』（
時
潮
社
、
昭
13
・
10
）
も
発
禁
処
分
を
受

け
て
い
る
。

（
93
）　
『
有
斐
閣
百
年
史
』
前
掲
注
（
82
）
巻
末
の
出
版
目
録
に
は
、

同
書
に
関
す
る
記
載
が
な
く
、CiN

ii

な
ら
び
にN

D
L-Search

で
も

ヒ
ッ
ト
し
な
い
。
大
方
の
ご
教
示
を
賜
り
た
い
。

（
94
）　

同
書
に
関
し
て
も
、『
有
斐
閣
百
年
史
』
前
掲
注
（
82
）
巻
末

の
出
版
目
録
に
記
載
が
な
い
が
、CiN

ii

な
ら
び
にN

D
L-Search

で

ヒ
ッ
ト
す
る
。

（
95
）　

な
お
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
研
究
会
「
経
済
学
研
究
」
創
刊

号
（
一
巻
一
号
、
大
9
・
1
）
に
つ
い
て
は
、
森
戸
辰
男
「
ク
ロ
ポ

ト
キ
ン
の
社
会
思
想
の
研
究
」
が
問
題
と
な
り
（
安
寧
秩
序
妨
害
）、

同
号
は
大
正
九
年
一
月
一
三
日
に
任
意
回
収
さ
れ
た
。
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